
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
四
九
五
）

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に

株
主
総
会
改
革

│
Ｅ
Ｓ
Ｇ
責
任
投
資
と
統
合
報
告
、
海
外
機
関
投
資
家
の
議
決
権
行
使
、
二
〇
一
五
年
英
国
現

代
奴
隷
法
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
域
外
適
用
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
イ
リ
ジ
ェ
ン

ス
の
交
錯
な
ど

│

藤　
　

川　
　

信　
　

夫

論　

説

三
三
七
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第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
四
九
六
）

第
一
章
．
問
題
意
識
と
コ
ー
ド
に
お
け
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
株
主
総
会
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

Ⅰ
．
問
題
意
識

我
が
国
で
は
安
部
晋
三
内
閣
の
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
企
業
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
推
進
す
る
べ
く
、
長
期
的
観
点
の
企
業
価
値
向

上
を
目
指
し
、
二
〇
一
四
年
六
月
会
社
法
改
正
と
合
わ
せ
て
、
既
に
二
〇
一
四
年
二
月
機
関
投
資
家
向
け
に
金
融
庁
か
ら
公
表
さ
れ
た
日

本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
が
導
入
さ
れ
た
。
更
に
二
〇
一
五
年
株
主
総
会
に
お
け
る
導
入
を
視
野
に
入
れ
、
同
じ
く
金
融
庁

に
よ
り
経
営
陣
に
向
け
た
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
策
定
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
六
月
一
日
よ
り
東
証
上
場
規
則

の
内
容
と
し
て
適
用
が
さ
れ
て
い
る
（
1
）

。
両
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
に
つ
い
て
、
二
〇
一
五
年
以
降
の
株
主
総
会
な
ど
に
お
い
て
上
場
企
業

に
お
い
て
焦
眉
の
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
株
主
・
機
関
投
資
家
と
企
業
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
対
話
に
関
し
て
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
が
強
く
求
め
、
投
資

先
企
業
と
の
建
設
的
な
目
的
を
持
っ
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
対
話
等
を
通
じ
て
当
該
企
業
の
企
業
価
値
の
向
上
、
持
続
的
成
長
を
促
す

こ
と
に
よ
り
顧
客
・
受
益
者
の
長
期
リ
タ
ー
ン
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
機
関
投
資
家
の
行
う
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ

活
動
は
株
主
総
会
の
議
決
権
行
使
に
止
ま
ら
ず
、
企
業
と
対
話
を
行
う
こ
と
を
含
め
た
幅
広
い
活
動
を
指
す
も
の
と
さ
れ
る
。
攻
め
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
実
践
、
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
の
実
現
を
通
じ
、
我
が
国
経
済
社
会
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
（
2
）

。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
趣
旨
を
コ
ン
プ
ラ
イ
（
遵
守
）
す
る
た
め
に
は
、
①
実
質
的
な
株
主
権
行
使
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
、
②
適
切
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
②
で
は
非
財
務
情
報
の
提
供
方
法
、
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
が
必
要
と

な
る
。
実
質
株
主
の
議
決
権
行
使
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
な
ら
び
に
統
合
報
告
書
等
の
論
点
に
繋
が
る
。
コ
ー
ド
の
適
用
開
始
ま
も
な
く
、
先
行

三
三
八



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
四
九
七
）

研
究
の
少
な
い
領
域
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
両
コ
ー
ド
導
入
か
ら
最
初
の
株
主
総
会
を
終
え
た
現
在
、
新
た
な
観
点
か
ら
コ
ー
ド
概
念
の

中
核
を
な
す
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
対
話
、
議
決
権
行
使
の
あ
り
方
、
株
主
総
会
の
機
能
と
改
革
に
加
え
て
二
〇
一
五
年
英
国
現
代
奴
隷

法
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
域
外
適
用
リ
ス
ク
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
イ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
交
錯
等
の
論
点
も
包
括
的
に
考
察
せ
ん

と
す
る
。
研
究
の
意
義
は
大
き
い
と
思
料
す
る
。
紙
幅
の
制
約
も
あ
り
、
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
と
し
た
い
。

Ⅱ
．
コ
ー
ド
施
行
後
の
法
制
度
設
計
の
展
望
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

1
．
株
主
総
会
関
係

二
つ
の
コ
ー
ド
策
定
・
施
行
を
踏
ま
え
て
今
後
の
法
制
度
設
計
に
つ
い
て
、
①
株
主
総
会
関
係
、
②
開
示
関
係
、
③
取
締
役
・
取
締
役

関
係
の
三
つ
の
視
点
か
ら
検
討
が
進
み
つ
つ
あ
る
（
3
）

。
株
主
総
会
関
係
で
は
、
株
主
の
側
か
ら
見
た
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
し
て
、
我
が
国

会
社
法
上
の
株
主
権
自
体
は
比
較
法
的
に
充
実
し
て
お
り
、
問
題
は
実
効
的
な
行
使
の
評
価
に
か
か
っ
て
い
る
。
実
効
的
な
行
使
を
妨
げ

て
き
た
原
因
、
株
主
総
会
へ
の
参
加
・
議
決
権
の
実
効
的
行
使
の
障
害
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
不
十
分
さ
、
ひ
い
て
は
企
業
情
報
・

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
連
情
報
の
開
示
の
不
十
分
さ
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
責
任
の
不
徹
底
が
挙
げ
ら
れ
る
。

二
つ
の
コ
ー
ド
制
定
、
施
行
・
実
践
を
踏
ま
え
た
制
度
・
立
法
論
が
問
わ
れ
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
新
た
な
関
係
が
模
索
さ

れ
よ
う
。
株
式
会
社
法
に
お
け
る
機
関
設
計
、
社
外
役
員
に
つ
い
て
の
義
務
・
責
任
論
、
上
場
会
社
法
（
有
価
証
券
報
告
書
提
出
会
社
法
）、

開
示
・
監
査
の
調
整
・
統
合
、
金
融
商
品
取
引
法
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
関
係
な
ど
、
大
枠
か
ら
の
考
察
が
求
め
ら
れ
る
。

具
体
的
課
題
と
し
て
、
株
主
総
会
日
の
集
中
、
議
案
の
検
討
期
間
の
不
足
、
年
度
末
を
議
決
権
行
使
基
準
日
と
す
る
実
務
面
か
ら
の
エ

ン
プ
テ
ィ
・
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
議
決
権
行
使
の
基
準
日
株
主
と
実
質
株
主
の
乖
離
）、
外
国
人
株
主
に
と
っ
て
の
総
会
参
加
・
議
決
権
行
使
の

困
難
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
直
近
に
お
い
て
、（
i
）
株
主
総
会
招
集
通
知
等
の
電
子
化
（
4
）

、（
ii
）
有
価
証
券
報
告
書
の
総
会
開
催
前
の

三
三
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開
示
（
5
）

、（
iii
）
総
会
の
七
月
開
催
（
6
）

、（
Ⅳ
）
名
義
株
主
以
外
の
海
外
機
関
投
資
家
の
株
主
総
会
へ
の
出
席
（
7
）

、（
Ⅴ
）
議
決
権
行
使
プ
ロ
セ
ス
全

体
の
電
子
化
の
促
進
、（
Ⅵ
）
早
期
（
発
送
前
）
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
示
の
促
進
な
ど
が
各
機
関
等
か
ら
相
次
い
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
株
主
総
会
招
集
通
知
等
の
電
子
化
に
つ
い
て
、
会
社
法
の
立
法
論
と
し
て
⒜
株
主
の
意
思
確
認
手
続
（
定
款
変
更
等
）
の
要
否

と
そ
の
手
続
、
⒝
書
面
に
よ
る
提
供
を
原
則
と
す
る
情
報
の
範
囲
、
⒞
電
子
提
供
を
原
則
と
す
る
情
報
の
範
囲
（
招
集
通
知
、
議
決
権
行
使

書
面
、
株
主
総
会
参
考
書
類
、
招
集
通
知
添
付
書
類
（
事
業
報
告
、
計
算
書
類
等
））、
⒟
電
子
提
供
に
関
す
る
株
主
か
ら
の
事
前
承
認
の
要
否
と

手
続
、
⒠
株
主
の
書
面
交
付
請
求
権
の
要
否
な
ど
が
主
要
な
論
点
と
な
る
。

2
．
開
示
関
係
│
開
示
内
容
の
整
理
・
共
通
化
・
合
理
化
│

開
示
関
係
で
は
、
日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
お
よ
び
東
証
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
お
け
る
建
設
的
な

対
話
（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
の
実
現
に
向
け
各
開
示
制
度
の
目
的
に
適
う
有
用
且
つ
十
分
な
情
報
が
効
果
的
・
効
率
的
に
提
供
さ
れ
て
い

る
か
、
複
数
の
開
示
制
度
が
重
な
る
こ
と
で
情
報
開
示
の
不
効
率
性
、
後
発
事
象
の
取
扱
い
の
問
題
が
生
じ
て
い
な
い
か
等
が
課
題
と
な

る
。
具
体
的
に
は
決
算
短
信
お
よ
び
四
半
期
決
算
短
信
の
あ
り
方
、
有
価
証
券
報
告
書
の
記
載
事
項
、
新
た
に
非
財
務
情
報
の
開
示
、
選

択
的
開
示
の
禁
止
ル
ー
ル
導
入
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
。
取
引
所
規
則
（
決
算
短
信
）、
会
社
法
開
示
（
計
算
書
類
・
事
業
報
告
）、
金
融
商
品

取
引
法
開
示
（
有
価
証
券
報
告
書
）
の
各
開
示
制
度
の
目
的
、
開
示
方
法
、
決
算
日
か
ら
の
開
示
時
期
、
公
衆
縦
覧
期
間
、
財
務
情
報
、
監

査
の
要
否
、
虚
偽
記
載
の
罰
則
の
有
無
等
が
問
わ
れ
る
（
8
）

。

決
算
短
信
・
四
半
期
決
算
短
信
で
は
①
速
報
性
・
非
監
査
性
と
い
う
決
算
短
信
の
性
質
を
重
視
し
た
見
直
し
、
②
四
半
期
情
報
開
示
に

つ
い
て
株
主
の
短
期
的
業
績
重
視
を
助
長
す
る
も
の
で
あ
り
、
四
半
期
報
告
制
度
を
廃
止
し
四
半
期
決
算
短
信
に
一
本
化
す
る
提
案
な
ど

が
出
さ
れ
る
（
9
）

。

三
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
四
九
九
）

有
価
証
券
報
告
書
で
は
、
①
経
営
方
針
・
戦
略
等
の
記
載
を
追
加
、
②
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
（M

anagem
ent's D

iscussion and A
nalysis of 

F
inancial C

ondition and R
esults of O

perations 

経
営
者
に
よ
る
財
政
状
態
お
よ
び
経
営
成
績
の
検
討
と
分
析
）
の
記
載
合
理
化
、
③
新
株
予
約

権
の
記
載
合
理
化
、
④
「
大
株
主
の
状
況
」
に
つ
き
所
有
割
合
の
算
定
基
礎
と
な
る
発
行
済
株
式
の
自
己
株
式
控
除
等
が
検
討
事
項
と
な

る
。非

財
務
情
報
で
は
、
発
行
体
の
事
業
・
業
績
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
非
財
務
情
報
は
有
価
証
券
報
告
書
の
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
、
事
業
等
の
リ

ス
ク
の
欄
な
ど
に
記
載
し
開
示
す
る
必
要
が
あ
り
、
東
証
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
報
告
書
、
自
主
的
開
示
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ

（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
報
告
書
、
環
境
報
告
書
）
が
存
在
す
る
。
投
資
者
の
投
資
判
断
に
真
に
必
要
な
情
報
か
、
当
該
情
報
が
証
券
市
場
に

お
い
て
浸
透
し
投
資
者
が
誤
解
な
く
利
用
で
き
る
も
の
か
、
開
示
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
開
示
企
業
の
負
担
す
る
コ
ス
ト
や
投
資
者
等
に

よ
る
情
報
の
獲
得
と
評
価
の
た
め
に
負
担
す
る
コ
ス
ト
な
ど
市
場
全
体
の
コ
ス
ト
が
過
大
と
な
ら
な
い
か
、
他
の
法
律
に
よ
り
開
示
が
要

求
さ
れ
て
い
る
か
等
証
券
市
場
に
お
け
る
公
正
か
つ
効
率
的
な
価
格
形
成
に
資
す
る
情
報
の
視
点
か
ら
検
討
を
進
め
ら
れ
よ
う
。

開
示
関
係
で
は
こ
の
他
に
、
未
公
開
内
部
情
報
の
選
択
的
開
示
の
禁
止
ル
ー
ル
（
フ
ェ
ア
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ル
）
の
導
入
の

是
非
が
問
わ
れ
る
。
米
国
に
お
け
るR

egulationF
D

、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
市
場
詐
害
行
為
指
令
に
相
当
す
る
規
制
で
あ
る
。
選
択
的
開
示

の
禁
止
ル
ー
ル
は
発
行
者
等
が
重
要
か
つ
未
公
表
の
内
部
情
報
を
第
三
者
に
選
択
的
に
開
示
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
ル
ー
ル
で
あ
り
、
欧

米
に
お
い
て
は
、「
証
券
の
発
行
企
業
等
が
、
そ
の
発
行
企
業
又
は
発
行
証
券
に
関
す
る
重
要
か
つ
未
公
表
の
情
報
を
特
定
の
情
報
受
領

者
に
対
し
て
開
示
す
る
場
合
、
①
意
図
的
な
開
示
の
場
合
は
同
時
に
、
②
意
図
的
で
な
い
開
示
の
場
合
は
速
や
か
に
、
当
該
情
報
を
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
で
は
金
融
商
品
取
引
業
者
等
が
未
公
表
の
重
要
な
情
報
で
あ
っ

て
顧
客
の
投
資
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
を
提
供
し
て
勧
誘
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
（
金
商
業
府
令
第
一
一
七
条
一
項
一
四
号
）。

三
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〇
一
六
年
十
月
）

（
五
〇
〇
）

同
様
の
情
報
を
発
行
者
等
が
提
供
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
フ
ェ
ア
・
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
・
ル
ー
ル
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
（
10
）

。
①
開
示

の
公
平
性
・
公
正
性
の
確
保
に
と
っ
て
の
必
要
性
、
②
ル
ー
ル
の
規
範
性
（
法
令
ま
た
は
取
引
所
の
自
主
規
制
か
）、
③
対
象
と
な
る
情
報
の

範
囲
（
重
要
事
実
に
限
定
ま
た
は
そ
れ
以
上
に
拡
大
か
、
企
業
に
よ
る
情
報
開
示
の
努
力
や
実
効
的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
阻
害
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
）、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
。

3
．
取
締
役
・
取
締
役
関
係

取
締
役
・
取
締
役
関
係
で
は
、
①
取
締
役
会
へ
の
上
程
事
項
の
範
囲
を
決
定
す
る
上
で
の
考
慮
要
素
（
任
意
設
置
の
指
名
委
員
会
・
報
酬

委
員
会
、
社
外
取
締
役
選
任
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
）、
②
社
外
取
締
役
の
役
割
・
機
能
等
、
社
外
取
締
役
の
監
視
義
務
の
範
囲
な
ど
、
③
会

社
補
償
お
よ
び
Ｄ
＆
Ｏ
（
会
社
役
員
賠
償
責
任
）
保
険
と
し
て
、
会
社
補
償
の
可
能
性
（
事
前
の
補
償
契
約
の
締
結
・
手
続
、
悪
意
・
重
過
失
を

除
外
、
補
償
の
対
象
・
実
行
な
ど
）、
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
の
保
険
料
の
会
社
負
担
の
可
能
性
、
④
新
し
い
株
式
報
酬
導
入
と
し
てP

erform
ance 

S
hare

（
Ｐ
Ｓ 

中
長
期
的
業
績
目
標
の
達
成
度
合
い
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
株
式
報
酬
）、R

estricted S
tock

（
Ｒ
Ｓ
一
定
期
間
の
譲
渡
制
限
が
付
さ
れ

た
株
式
報
酬
）
導
入
の
手
続
（
金
銭
報
酬
債
権
の
現
物
出
資
方
法
）
が
会
社
法
上
の
検
討
課
題
と
な
る
（
11
）

。

①
取
締
役
会
の
上
程
事
項
で
は
、（
i
）
重
要
な
業
務
執
行
の
該
当
性
の
判
断
が
容
易
で
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
広
範
な
事
項
が
取
締

役
会
の
決
議
事
項
と
し
て
実
務
上
は
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
判
断
を
容
易
に
す
る
た
め
の
立
法
的
な
措
置
、（
ii
）
監
査
役

会
設
置
会
社
に
お
い
て
も
取
締
役
会
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
モ
デ
ル
を
容
易
に
採
用
で
き
る
よ
う
に
一
定
要
件
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て

取
締
役
会
が
重
要
な
業
務
執
行
の
決
定
を
取
締
役
に
委
任
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
の
考
え
方
が
問
わ
れ
る
。

②
社
外
取
締
役
の
役
割
・
機
能
等
で
は
、（
i
）
改
正
会
社
法
（
平
成
二
六
年
法
律
第
九
〇
号
）
施
行
後
の
社
外
取
締
役
の
選
任
状
況
の
評

価
、（
ii
）
改
正
会
社
法
附
則
第
二
五
条
を
踏
ま
え
た
社
外
取
締
役
制
度
の
今
後
の
あ
り
方
、（
iii
）
社
外
取
締
役
が
Ｍ
Ｂ
Ｏ

三
四
二



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
〇
一
）

（M
anagem

ent B
uyout 

経
営
陣
に
よ
る
買
収
）
に
お
い
て
買
付
者
と
の
間
で
交
渉
を
行
う
こ
と
は
通
常
は
会
社
の
業
務
執
行
に
は
該
当
し
な

い
と
の
解
釈
も
あ
り
、
業
務
執
行
の
意
義
と
立
法
的
措
置
の
要
否
、（
iv
）
社
外
取
締
役
の
情
報
収
集
権
が
問
わ
れ
る
。

③
会
社
補
償
お
よ
び
Ｄ
＆
Ｏ
保
険
、
④
新
し
い
株
式
報
酬
で
は
（
i
）
会
社
法
上
、
会
社
補
償
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
べ
き
か
、

（
ii
）
取
締
役
報
酬
関
連
の
規
律
の
見
直
し
を
図
る
か
が
検
討
課
題
と
な
る
（
12
）

。

二
つ
の
コ
ー
ド
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
機
関
投
資
家
・
株
主
と
経
営
陣
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
対
話
の
視
点
か
ら
、
議
決
権
行
使
さ
ら

に
株
主
総
会
の
機
能
と
改
革
な
ど
に
焦
点
を
絞
り
考
察
を
深
め
た
い
。

第
二
章
．
二
〇
一
五
年
株
主
総
会
の
変
化
に
み
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践

│
資
本
政
策
、
英
国S

enior M
anagem

ent R
egine

（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
の
接
点
│

Ⅰ
．
英
国S

enior M
anagem

ent R
egine

（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
の
概
要
と
我
が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
接
点

二
〇
一
五
年
株
主
総
会
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
と
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
に
つ
い
て
、
経
営
・
財
務

面
の
資
本
政
策
さ
ら
に
は
同
様
の
改
革
が
進
め
ら
れ
る
英
国S

enior M
anagem

ent R
egine

（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
と
の
相
似
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
た
い
（
13
）

。

英
国
で
は
二
〇
一
六
年
三
月
施
行
を
目
指
し
て
、S

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
の
枠
組
み
構
築
が
進
め
ら
れ
て
、
英
国

金
融
サ
ー
ビ
ス
市
場
法
を
根
拠
法
と
し
、
一
連
の
コ
ー
ド
な
ど
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
従
前
の
上
級
管
理

者
を
対
象
と
し
た
規
制
当
局
の
個
別
の
事
前
承
認
制
度
で
あ
るA

pproved P
ersons R

egim
e

（
Ａ
Ｐ
Ｒ
）
を
下
部
経
営
層
や
従
業
員
に

ま
で
継
承
・
拡
大
す
る
も
の
で
、
実
際
に
企
業
価
値
創
造
を
担
う
執
行
陣
に
対
す
る
規
律
で
あ
る
点
で
、
と
か
く
独
立
性
や
多
様
性
、
専

三
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政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
〇
二
）

門
性
な
ど
の
議
論
が
主
と
な
っ
て
い
た
監
視
機
能
を
担
う
社
外
取
締
役
に
か
か
る
議
論
と
は
、
関
連
性
は
強
い
が
、
一
線
を
画
す
る
も
の

と
も
い
え
る
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
根
幹
を
な
す
議
論
の
一
つ
で
も
あ
る
が
、
投
資
家
の
観
点
に
立
つ
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
よ
り
も
、
よ
り
企
業
経
営
の
実
践
の
現
場
に
近
い
領
域
の
考
察
と
な
る
。

背
景
に
は
国
際
的
金
融
危
機
、
近
年
のL

ibor

金
利
不
正
事
件
（
二
〇
一
五
年
）
で
は
集
団
的
意
思
決
定
、
経
営
判
断
に
よ
る
個
人
責

任
の
追
及
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
不
正
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
止
ま
ら
ず
、
戦
略
面
に
か
か
る
意
思
決
定
、
即
ち
適
切
な
リ
ス
ク
テ

イ
ク
を
採
っ
て
企
業
価
値
向
上
を
図
ら
な
か
っ
た
と
い
う
経
営
戦
略
・
実
行
面
の
積
極
的
妥
当
性
に
関
す
る
経
営
陣
の
責
任
も
含
め
て
論

点
と
な
っ
た
も
の
と
思
料
す
る
。
中
長
期
的
観
点
の
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
積
極
的
な
経
営
の
取
組
み
、
適
切
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
と
対

応
し
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
報
酬
設
定
な
ど
が
問
わ
れ
、
英
国
Ｓ
Ｍ
Ｒ
と
は
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
い
え
る
。

Ⅱ
．
二
〇
一
五
年
六
月
株
主
総
会
に
み
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践

1
．
二
〇
一
五
年
六
月
株
主
総
会
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

二
〇
一
四
年
改
正
会
社
法
（
二
〇
一
五
年
五
月
施
行
）、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
二
〇
一
四
年
二
月
導
入
）
お
よ
び
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
六
月
導
入
）
が
揃
っ
た
初
の
株
主
総
会
が
二
〇
一
五
年
六
月
に
開
催
さ
れ
、
企
業
と
投
資
家
の
対
話

の
促
進
を
含
め
（
14
）

、
従
来
と
異
な
る
傾
向
が
窺
わ
れ
る
。
二
〇
一
五
年
六
月
株
主
総
会
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
状
況
に
つ
い
て

上
場
企
業
の
最
新
の
動
向
を
概
観
し
（
15
）

、
英
国S

enior M
anagem

ent R
egine

（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
の
接
点
に
論
及
し
て
い
き
た
い
。

（
1
）
株
主
総
会
の
日
程

二
〇
一
五
年
六
月
二
六
日
に
集
中
し
た
が
、
分
散
化
、
招
集
通
知
情
報
の
発
送
前
Ｗ
ｅ
ｂ
開
示
も
進
ん
だ
。

三
四
四



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
〇
三
）

（
2
）
議
案
の
状
況

監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
移
行
す
る
に
当
た
り
、
業
績
連
動
型
報
酬
制
度
を
導
入
す
る
企
業
が
増
加
し
、
役
員
報
酬
改
定
議
案
を
提

案
す
る
企
業
数
が
増
加
し
て
い
る
。

（
3
）
定
款
変
更

今
次
総
会
で
は
会
社
法
改
正
に
伴
う
定
款
変
更
の
提
案
が
増
加
し
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
の
移
行
は
四
社
、
ま
た
監
査
等
委
員
会

設
置
会
社
の
移
行
は
八
五
社
に
上
っ
て
い
る
。
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
の
移
行
時
を
含
め
、
取
締
役
の
員
数
を
増
加
さ
せ
る
企
業
が
増

え
て
い
る
。
ま
た
会
社
法
改
正
に
関
し
て
、
業
務
を
執
行
し
な
い
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
に
対
す
る
責
任
免
除
の
提
案
が
多
か
っ
た
が
、

機
関
投
資
家
は
監
査
機
能
強
化
の
観
点
か
ら
賛
成
す
る
傾
向
が
強
い
。
他
方
、
社
内
取
締
役
に
つ
い
て
は
反
対
の
立
場
を
明
確
に
し
て
い

る
機
関
投
資
家
が
少
な
く
な
く
、
こ
の
た
め
社
内
・
非
業
務
執
行
取
締
役
の
責
任
免
除
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
機
関
投
資
家
も
存
在
し
て

い
る
。

（
4
）
役
員
報
酬
│
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
取
締
役
会
評
価
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
接
点
│

攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
関
連
で
、
適
切
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
に
対
す
る
報
酬
付
与
の
議
論
が
さ
れ
る
。
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
へ
の
対
応
の
関
係
で
、
退
職
慰
労
金
制
度
を
廃
止
す
る
企
業
が
増
加
し
、
業
績
連
動
型
報
酬
の
導
入
が
増
加
し
て
い
る
。
有
利
発

行
と
し
て
の
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
場
合
、
総
会
の
特
別
決
議
を
毎
回
要
す
る
た
め
、
株
式
報
酬
型
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
が
増

加
し
て
い
る
。
付
与
対
象
者
、
希
薄
化
の
二
点
で
機
関
投
資
家
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
前
者
で
は
社
内
の
業
務
執
行
取
締
役

（
Ｅ
Ｄ
）、
従
業
員
の
場
合
は
賛
成
し
後
者
で
は
、
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）、
監
査
役
の
場
合
は
反
対
票
を
投
じ
て
い
る
。
後
者
で

は
、
新
株
発
行
に
伴
う
希
薄
化
率
が
五
％
を
超
え
る
場
合
、
否
定
的
に
判
断
す
る
株
主
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
我
が
国
で
は
グ
ロ
ー

三
四
五
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経
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第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
〇
四
）

バ
ル
に
み
て
報
酬
水
準
が
低
い
と
さ
れ
る
が
、
責
任
内
容
に
見
合
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
投
資
家
に
説
明
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

適
切
な
役
員
報
酬
の
付
与
の
議
論
は
、
今
後
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
く
る
と
み
ら
れ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
導

入
に
よ
り
、
①
第
一
段
階
と
し
て
形
式
・
手
続
き
面
の
整
備
が
図
ら
れ
、
社
外
取
締
役
導
入
、
責
任
制
限
規
定
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

当
初
は
社
外
取
締
役
の
独
立
性
、
構
成
な
ど
に
主
眼
が
あ
っ
た
が
、
質
の
面
の
確
保
に
重
点
が
移
行
す
る
。
②
第
二
段
階
と
し
て
取
締
役

会
の
機
能
の
実
効
性
を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
に
焦
点
が
移
っ
て
く
る
。
い
か
な
る
基
準
・
手
続
き
で
取
締
役
に
報
酬
を
支
払
う
か
、
が

問
題
と
な
り
、
取
締
役
会
評
価
（B

oard E
valuation

）
の
論
点
に
繋
が
っ
て
く
る
。
英
国
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
接
点
と
な
る
部
分
で
あ
り
、
英
国
で

も
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
整
備
が
先
行
し
、
続
い
て
取
締
役
会
評
価
と
合
わ
せ
て
、
金
融
業
界
を
対
象
に

A
pproved P

ersons R
ejim
e

（
Ａ
Ｐ
Ｒ
）、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
導
入
が
図
ら
れ
、
取
締
役
や
上
級
執
行
役
員
な
ど
の
実
質
面
の
確
保
に
重
点
が

移
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
報
酬
面
の
改
革
が
同
時
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

中
期
計
画
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
、
中
期
計
画
を
軸
に
役
員
報
酬
を
定
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
計
画
数
値
の
達
成
か

未
達
か
、
未
達
の
場
合
に
は
退
任
を
迫
る
か
、
の
選
択
手
段
で
は
な
く
、
経
営
者
の
目
標
達
成
に
関
す
る
評
価
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、

報
酬
に
反
映
さ
せ
、
固
定
報
酬
（
現
金
）
と
業
績
連
動
型
報
酬
の
組
み
合
わ
せ
が
適
切
と
み
ら
れ
る
。

今
次
総
会
の
役
員
報
酬
に
関
す
る
特
徴
を
み
る
と
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
導
入
に
伴
い
、
報
酬
の
構
成
に
対
す
る

投
資
家
の
視
線
は
厳
格
化
し
、
中
期
経
営
計
画
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
評
価
、
固
定
報
酬
（
現
金
）
と
業
績
連
動
型
報
酬
（
現
金
賞
与
と

株
式
報
酬
型
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
）
な
ら
び
に
短
期
報
酬
（
一
年
）
と
長
期
報
酬
（
三
│
五
年
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。

追
職
慰
労
金
支
給
議
案
に
つ
い
て
、
二
〇
一
五
年
六
月
に
退
職
慰
労
金
支
給
議
案
を
提
案
し
た
企
業
は
一
七
六
社
で
、
う
ち
三
六
社
は

退
職
慰
労
金
制
度
の
廃
止
伴
う
精
算
支
給
で
あ
る
。
支
給
対
象
者
に
社
外
者
（
社
外
取
締
役
あ
る
い
は
社
外
監
査
役
）
が
含
ま
れ
る
会
社
は

三
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
〇
五
）

一
二
〇
社
で
あ
る
。
退
職
慰
労
金
の
支
給
金
額
の
開
示
も
定
着
し
、
一
八
社
が
開
示
を
行
っ
て
い
る
。

有
利
発
行
を
伴
う
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
、
労
務
対
価
と
相
殺
す
る
形
で
、
公
正
価
格
で
発
行
さ
れ
る
株
式
報
酬
型
ス
ト
ッ
ク
オ
プ

シ
ョ
ン
（
役
員
報
酬
額
改
定
の
う
ち
株
式
報
酬
を
含
む
に
該
当
す
る
）
の
論
点
と
し
て
、
付
与
対
象
者
は
社
外
取
締
役
、
監
査
役
、
顧
問
・
社

外
協
力
者
な
ど
業
務
執
行
か
ら
の
独
立
性
や
業
績
向
上
に
直
接
関
与
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
者
に
対
す
る
付
与
は
否
定
的
に
判
断
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
。
有
利
発
行
を
伴
う
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
は
五
〇
社
で
提
案
さ
れ
、
う
ち
対
象
者
に
監
査
役
が
含
ま
れ
る
会
社
、
顧
問
・

社
外
協
力
者
等
が
含
ま
れ
る
会
社
が
各
一
社
、
社
外
取
締
役
が
含
ま
れ
る
会
社
が
五
社
存
在
し
た
。
役
員
報
酬
楓
改
定
議
案
を
提
案
し
た

二
六
一
社
の
う
ち
、
一
七
一
社
は
金
額
等
の
変
更
で
あ
る
。
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
移
行
す
る
企
業
に
お
い
て
、
監
査
等
委
員
で
な

い
取
締
役
、
監
査
等
委
員
で
あ
る
取
締
役
に
つ
い
て
、
各
々
報
酬
額
改
定
議
象
が
提
案
さ
れ
た
。
株
式
報
酬
型
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
を

提
案
し
た
九
〇
社
の
う
ち
、
七
社
は
社
外
取
締
役
に
も
付
与
す
る
。

（
5
）
株
主
提
案

機
関
投
資
家
は
、
株
主
提
案
に
対
し
て
株
主
共
同
の
利
益
の
観
点
か
ら
判
断
を
行
っ
て
い
る
。
特
定
の
株
主
の
利
益
に
関
す
る
問
題
に

は
賛
成
せ
ず
、
透
明
性
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
向
上
に
寄
与
す
る
と
判
断
さ
れ
る
情
報
開
示
強
化
等
は
賛
成
す
る
傾
向
が
強
い
。

（
6
）
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）

機
関
投
資
家
は
投
資
先
企
業
に
法
令
違
反
、
反
社
会
的
行
為
等
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
社
会
・
経
済
的
影
響
を
勘
案
し
て
役
員
選
任
議

案
、
退
職
慰
労
金
支
給
議
案
等
に
反
対
す
る
等
の
判
断
を
行
う
場
合
が
あ
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
導
入
に
よ
り
、
海
外

情
報
の
取
得
が
容
易
と
な
り
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
上
で
国
内
グ
ル
ー
プ
企
業
の
み
な
ら
ず
海
外
現
地
法
人
を
含
め
た
グ
ロ
ー
バ

ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
と
し
て
の
共
通
理
解
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
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（
五
〇
六
）

（
7
）
取
締
役
・
監
査
役
の
状
況
お
よ
び
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
導
入

取
締
役
・
監
査
役
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
改
正
お
よ
び
社
外
取
締
役
二
名
以
上
の
導
入
を
求
め
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
コ
ー
ド
が
影
響
を
与
え
て
お
り
、
事
実
上
の
基
準
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
一
六
年
六
月
総
会
時
点
で

九
八
・
四
％
の
企
業
が
社
外
取
締
役
を
選
任
し
て
お
り
、
六
五
・
六
％
の
企
業
は
二
名
以
上
を
選
任
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
六
月
総
会
終

了
時
点
の
一
社
当
た
り
平
均
取
締
役
数
は
九
・
三
名
で
、
う
ち
社
外
取
締
役
は
二
・
〇
名
で
あ
る
。
監
査
役
設
置
会
社
に
お
い
て
社
外
取
締

役
を
採
用
す
る
会
社
は
一
〇
五
〇
社
か
ら
一
二
七
一
社
に
増
加
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
全
般
的
に
取
締
役
会
の
規
模
が
縮
小
し
て
い
る
。

監
視
機
能
へ
の
特
化
を
示
し
て
い
よ
う
。
二
一
名
以
上
の
企
業
は
二
〇
〇
五
年
六
月
四
一
社
か
ら
二
〇
一
五
年
六
月
四
社
に
減
少
し
た
。

監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
は
二
〇
一
五
年
六
月
に
八
五
社
が
移
行
し
、
監
査
等
委
員
の
平
均
人
数
は
三
・
五
名
、
う
ち
社
外
取
締
役
二
・
六

名
で
あ
る
。

社
外
取
締
役
お
よ
び
社
外
監
査
役
の
独
立
性
に
つ
い
て
は
、
取
引
関
係
・
借
入
先
・
顧
問
関
係
、
大
株
主
上
位
一
〇
位
以
内
で
銀
行
・

保
族
会
社
出
身
、
親
族
関
係
（
三
親
等
以
内
の
親
族
が
当
社
等
の
従
業
員
・
役
員
で
あ
る
場
合
の
基
準
を
も
っ
て
検
討
す
る
と
、
依
然
と

し
て
株
主
・
取
引
関
係
な
ど
の
属
性
に
関
し
て
課
題
が
残
る
。
ま
た
社
外
取
締
役
の
方
が
社
外
監
査
役
よ
り
も
や
や
独
立
性
は
高
い
。

（
8
）
取
締
役
会
・
監
査
役
会
の
開
催
と
役
員
の
出
席
率

取
締
役
会
、
監
査
役
会
共
に
月
一
回
程
度
の
開
催
が
平
均
的
で
開
催
頻
度
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
平
均
出
席
率
は
、
社
外
取
締
役
は

九
四
・
一
％
（
昨
年
九
二
・
四
％
）、
社
外
監
査
役
は
取
締
役
会
に
九
四
・
九
％
（
同
九
四
・
七
％
）、
監
査
役
会
に
九
七
・
二
％
（
同
九
七
・
三
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
社
外
監
査
役
は
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
反
面
、
監
査
役
設
置
会
社
に
お
け
る
社
外
取
締
役
は
設
置
が
任
意
で
あ

る
こ
と
、
他
社
の
経
営
者
、
研
究
者
等
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
出
席
率
が
低
下
し
て
い
る
原
因
の
一
つ
と
み
ら
れ
る
。
出
席
率
が

三
四
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
〇
七
）

一
定
水
準
（
七
〇
％
│
七
五
％
程
度
）
以
下
の
役
員
候
補
者
に
対
し
て
は
否
定
的
に
判
断
す
る
投
資
家
も
少
な
く
な
い
。

（
9
）
買
収
防
衛
策
の
動
向

二
〇
一
五
年
六
月
時
点
で
全
上
場
会
社
の
う
ち
四
八
〇
社
が
買
収
防
衛
策
を
導
入
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
八
年
五
六
四
社
を
ピ
ー
ク
に

二
〇
一
〇
年
以
降
は
廃
止
す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
。
機
関
投
資
家
と
し
て
は
反
対
の
立
場
が
定
着
し
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
余
地

も
少
な
い
。

2
．
社
外
取
締
役
と
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
機
能
の
相
違
│
質
の
確
保
とSenior M

anagem
ent R

egine

│

（
1
）
社
外
取
締
役
の
質
の
面
の
確
保

形
式
面
か
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
求
め
る
社
外
取
締
役
導
入
の
体
裁
は
整
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
今
後
は
コ
ー
ド

の
内
実
面
の
充
足
と
し
て
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、
独
立
性
と
主
に
質
の
面
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。
当
該
社
外
取
締
役
が

い
か
に
具
体
的
に
経
営
面
で
貢
献
で
き
る
の
か
、
そ
の
説
明
を
株
主
に
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
法
律
・
会
計
な
ど
専
門
性
を
備
え
た

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
機
能
と
は
分
け
て
考
え
て
、
経
営
の
執
行
と
監
督
の
分
離
の
観
点
か
ら
、
執
行
部
門
担
当
か
ら
提
示
さ
れ
た
戦
略
・
経

営
計
画
の
肯
定
、
あ
る
い
は
差
戻
し
て
修
正
さ
せ
る
判
断
を
下
せ
る
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
必
ず
し
も
同
業
他
社
の
役
員

経
験
者
で
な
く
と
も
、
多
様
な
業
種
で
あ
っ
て
も
企
業
経
営
の
実
践
に
経
験
の
豊
富
な
、
単
な
る
ご
意
見
番
で
な
く
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
対
し
て
経

営
面
の
駄
目
出
し
の
で
き
る
人
材
が
適
任
と
な
ろ
う
。
私
見
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
社
外
取
締
役
の
質
の
面
の
確
保
に
つ
い
て
、
法
文
や

コ
ー
ド
に
記
載
し
て
も
実
効
性
の
確
保
は
難
し
く
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
お
い
て
述
べ
た
Ｃ
Ｒ
（C

ertifi cation R
egim

e

）
の
よ
う
な
自
主
的
な
社
内

認
定
制
度
と
規
制
当
局
の
監
督
の
組
み
合
わ
せ
が
規
制
コ
ス
ト
削
減
の
点
か
ら
も
望
ま
れ
よ
う
。
コ
ー
ド
規
範
導
入
が
効
果
を
発
揮
す
る

上
で
も
か
か
る
制
度
ス
キ
ー
ム
は
望
ま
し
い
。
コ
ー
ド
の
実
効
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
関
係
官
庁
の
縄
張
り
争
い
も
絡
み
、
類
似
規
制
の

三
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重
複
と
詳
細
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
頻
出
を
生
み
出
し
、
規
制
を
受
け
る
企
業
側
の
混
乱
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
で

あ
る
コ
ー
ド
の
ル
ー
ル
・
ミ
ッ
ク
ス
化
に
伴
う
、
必
然
的
な
転
換
期
の
問
題
点
と
い
え
る
。

（
2
）
社
外
取
締
役
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
機
能
の
相
違

社
外
取
締
役
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
判
断
事
項
と
し
て
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
るF

airness

が
重
要
と
な
る
。
リ
ス
ク
の
過
剰
さ
、
攻
め

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
姿
勢
な
ど
に
お
い
て
、
公
平
性
の
あ
る
意
思
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
の
判
断
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

社
外
取
締
役
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
各
個
人
毎
に
各
々
異
な
っ
て
い
よ
う
が
、
企
業
の
成
長
ス
テ
ー
ジ
で
み
れ
ば
上
場
企
業
な
ど
成

熟
企
業
の
場
合
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
経
営
の
経
験
者
が
就
く
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
る
（
16
）

。
整
合
性
、
成
長
性
な
ど
の
視
点
で
大
局
的
に
市

場
と
企
業
を
み
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
新
興
・
非
上
場
企
業
で
は
、
財
務
面
、
銀
行
取
引
面
の
経
験
者
、
営
業
実
務
面
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
保
有
し
て
い
る
人
員
が
必
要
と
な
ろ
う
。

社
外
取
締
役
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
機
能
の
相
違
と
し
て
社
外
取
締
役
に
は
視
野
の
広
さ
、
経
験
の
豊
富
さ
、
企
業
人
と
し
て
の
人
間
性
等

が
重
要
さ
を
増
し
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
、
リ
ス
ク
な
ど
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
わ
る
機
能
が
求
め
ら
れ
る
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
顧
問
）
の

場
合
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
諮
問
会
議
（
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
ボ
ー
ド
）
の
形
で
助
言
す
る
こ
と
に
な
る
。
専
門
家
が
自
身

の
専
門
性
は
狭
い
と
し
て
固
執
し
た
場
合
も
、
社
外
取
締
役
と
し
て
の
責
任
を
回
避
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
（
17
）

。

取
締
役
会
の
監
査
を
行
う
必
要
性
が
あ
り
、
例
え
ば
市
場
替
え
な
ど
の
時
に
東
証
の
事
後
監
査
も
困
難
で
、
取
締
役
会
評
価
、
自
己
評

価
あ
る
い
は
第
三
者
評
価
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
。
適
切
な
第
三
者
と
し
て
は
、
監
査
役
、
監
査
法
人
は
利
害
相
反
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
。

社
外
取
締
役
に
つ
い
て
ア
ク
セ
ル
役
か
、
ブ
レ
ー
キ
役
か
、
三
つ
の
会
社
形
態
に
応
じ
て
役
割
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
米
国
型
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
重
視
の
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
で
は
、
社
外
取
締
役
に
は
社
内
の
役
員
人
事
マ
タ
ー
は
理
解
し
が
た
い
面
は
あ
り
、

三
五
〇



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
〇
九
）

経
営
側
も
人
事
・
報
酬
面
を
委
ね
る
に
は
躊
躇
も
あ
る
。
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
へ
の
シ
フ
ト
が
増
加
し
て
い
る
所
以
で
も
あ
（
18
）

る
（
19
）

。

第
三
章
．
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
実
践

│
上
場
企
業
に
お
け
る
取
組
み
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
説
明
責
任
な
ら
び
に
取
締
役
会
評
価
│

Ⅰ
．
問
題
意
識

上
記
を
踏
ま
え
て
上
場
企
業
に
対
す
る
二
つ
の
コ
ー
ド
、
就
中
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
履
践
状
況
、
今
後
の
検
討

課
題
を
見
て
い
き
た
い
（
20
）

。

1
．
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
へ
の
対
応
状
況

高
い
実
施
（
コ
ン
プ
ラ
イ
）
率
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
〇
一
五
年
六
月
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
適
用
開
始
を
受
け
、

各
上
場
会
社
に
よ
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
の
提
出
が
進
み
、
各
原
則
の
コ
ン
プ
ラ
イ
率
は
高
く
、
独
立
社
外
取
締
役
導

入
が
進
む
ほ
か
、
株
式
政
策
保
有
に
つ
い
て
の
方
針
開
示
も
進
捗
し
て
い
る
。
高
い
コ
ン
プ
ラ
イ
率
等
が
真
に
実
質
を
伴
っ
た
も
の
か
、

検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
同
時
に
企
業
と
投
資
家
の
対
話
の
過
程
に
お
い
て
深
度
あ
る
建
設
的
な
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

2
．
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
へ
の
取
組
み

提
出
さ
れ
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
報
告
書
に
関
し
て
、
コ
ン
プ
ラ
イ
を
所
与
と
し
説
明
（
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
）
を
躊
躇
す
る
傾

向
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
形
式
的
コ
ン
プ
ラ
イ
よ
り
も
コ
ン
プ
ラ
イ
し
な
い
理
由
を
積
極
的
に
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
す
る
方
が
評
価
に
値
す

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
と
指
摘
が
出
さ
れ
た
。
現
状
で
は
む
し
ろ
コ
ン
プ
ラ
イ
し
な
い
方
が
企
業
価
値
向
上
に
繋
が
る
と
い
っ
た
形
で

三
五
一
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経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
一
〇
）

の
踏
み
込
ん
だ
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
が
足
り
な
い
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
し
つ
つ
、
併
せ
て
具
体
的
取
組
み
に
つ
い
て
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
企
業
と
投
資
家
と
の
間
の
建
設

的
な
対
話
に
資
す
る
も
の
で
、
他
の
企
業
に
お
い
て
も
参
考
と
さ
れ
る
べ
き
と
の
指
摘
も
さ
れ
た
。
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
の
方
法
等
に
つ
い

て
、
各
企
業
に
お
い
て
更
な
る
工
夫
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

Ⅱ
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
議
論
の
検
証
の
必
要
性

ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
強
化
が
形
式
の
み
で
な
く
実
質
を
伴
っ
た
も
の
か
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
強
化
が
中
長
期
的
に
経
済
の
好
循
環
に
繋

が
っ
て
い
く
か
、
企
業
と
投
資
家
の
対
話
が
建
設
的
な
形
で
進
ん
で
い
る
か
等
の
観
点
か
ら
議
論
の
検
証
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

1
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
議
論
の
検
証
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

⒜　

取
締
役
会
の
役
割

各
企
業
の
取
締
役
会
が
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
お
け
る
「
独
立
し
た
客
観
的
な
立
場
」（
原
則
四
│
三
）
を
真
に
実

現
し
て
い
る
と
表
明
す
る
た
め
に
、
独
立
社
外
取
締
役
の
設
置
に
留
ま
ら
ず
、
監
督
と
執
行
の
分
離
の
あ
り
方
等
を
含
め
た
ガ
バ
ナ
ン
ス

全
体
に
つ
い
て
の
真
剣
な
検
討
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
全
般
的
な
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。

⒝　

経
営
陣
ト
ッ
プ
の
選
解
任

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
考
え
る
上
で
経
営
陣
ト
ッ
プ
の
選
任
・
解
任
は
極
め
て
重
要
な
問
題
で
、
後
継
者
計
画
（
サ
ク
セ

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
策
定
、
そ
れ
に
基
づ
く
経
営
陣
ト
ッ
プ
の
選
任
・
解
任
を
い
か
に
進
め
て
い
く
べ
き
か
、
課
題
と
な
る
。

⒞　

株
式
の
政
策
保
有

株
式
の
政
策
保
有
の
水
準
は
歴
史
的
に
ピ
ー
ク
時
（
一
九
九
〇
年
代
初
頭
）
に
比
べ
低
水
準
に
あ
る
が
、
現
在
も
な
お
一
定
の
水
準
に
あ

三
五
二



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
一
一
）

る
。
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
政
策
保
有
の
方
針
の
開
示
が
進
ん
で
い
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
が
、
事
業
法
人
の
対
応
等
も
含
め
検
証
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

⒟　

企
業
と
機
関
投
資
家
の
対
話

機
関
投
資
家
は
企
業
経
営
者
に
「
気
づ
き
」
を
与
え
る
企
業
と
の
質
の
高
い
対
話
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
国
内
に
お
け
る
対
話
は
そ

の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
。
資
産
運
用
者
（
ア
セ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
に
運
用
を
委
託
し
て
い
る
資
産
保
有
者
（
ア
セ
ッ
ト
・
オ
ー
ナ
ー
）

と
し
て
の
機
関
投
資
家
の
役
割
も
重
要
で
あ
り
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
の
推
奨
と
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

⒟
に
つ
い
て
は
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
対
話
な
ら
び
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
機
関
投
資
家
等
の
株
主
総
会
へ
の
出
席
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
関
し
て
述
べ
て
き
た
。
従
前
の
よ
う
に
単
な
る
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
基
準
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上

に
向
け
た
双
方
の
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

2
．
取
締
役
会
等
を
め
ぐ
る
論
点
│
会
社
の
持
続
的
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け
た
取
締
役
会
の
あ
り
方
│

⒜
、
⒝
に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ド
と
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
取
締
役
会
等
を
め
ぐ
る
論
点
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
問
題
点
の
指
摘
が
さ
れ

て
い
る
（
21
）

。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
コ
ー
ド
）
導
入
に
伴
い
、
取
締
役
会
の
果
た
す
べ
き
監
督
機
能
が
議
論
さ
れ
、
各
上
場
企

業
に
お
い
て
独
立
社
外
取
締
役
の
選
任
が
進
み
、
監
督
機
能
の
発
揮
を
目
指
す
べ
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
型
に
移
行
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。
一

方
、
取
締
役
会
の
実
効
性
評
価
に
関
す
る
原
則
は
コ
ー
ド
原
則
の
中
で
コ
ン
プ
ラ
イ
（
実
施
）
率
が
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
な
ど
、
コ
ー

ド
に
対
応
し
た
取
締
役
会
構
成
・
運
営
・
評
価
・
改
善
は
今
後
の
取
組
み
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

上
場
企
業
が
持
続
的
に
成
長
し
、
中
長
期
的
に
企
業
価
値
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
を
中
心
と
す
る
経
営

三
五
三
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五
一
二
）

陣
が
先
見
性
の
あ
る
適
確
な
経
営
判
断
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
り
、
選
解
任
に
お
い
て
は
客

観
性
・
適
時
性
・
透
明
性
あ
る
プ
ロ
セ
ス
が
求
め
ら
れ
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
経
営
陣
を
監
督
す
る
取
締
役
会
は
独
立
性
・
客
観
性
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
。
経
営
理
念
等
の
確
立
、
戦
略
的
な
方
向
付
け
を
行
い
、
経
営
陣
幹
部
に
よ
る
適
切
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
支
え
る
環
境
整
備

と
実
効
性
の
高
い
監
督
を
行
う
上
で
必
須
の
要
素
で
あ
る
（
原
則
四
│
一
〜
三
）。

取
締
役
会
が
そ
の
役
割
・
責
務
を
果
た
す
た
め
、
①
取
締
役
会
の
構
成
に
お
い
て
適
切
な
資
質
・
多
様
性
を
備
え
た
取
締
役
会
の
実
現

と
独
立
性
・
客
観
性
の
担
保
、
②
取
締
役
会
の
運
営
に
お
い
て
は
経
営
戦
略
や
取
締
役
の
選
解
任
等
に
関
す
る
議
論
の
充
実
、
③
取
締
役

会
の
評
価
（board evaluation
）
に
お
い
て
は
取
締
役
会
の
実
効
性
の
評
価
に
よ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
実
現
な
ど
の
取
組
み
が
求
め

ら
れ
る
。

こ
う
し
た
取
組
み
が
形
式
的
対
応
で
は
な
く
、
取
締
役
会
機
能
の
実
質
の
充
実
に
繋
が
る
実
効
的
取
組
み
と
す
る
観
点
か
ら
は
、
コ
ー

ド
適
用
等
に
つ
い
て
以
下
の
指
摘
が
さ
れ
る
。

（
1
）
取
締
役
会
構
成
（
原
則
四
│
七
〜
九
、
四
│
一
一
等
）

適
切
な
資
質
・
多
様
性
を
備
え
た
取
締
役
会
の
実
現
を
図
り
、
独
立
性
・
客
観
性
を
担
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
i
）
取
締
役
会
の
構
成
（
原
則
四
│
一
一
）
に
つ
い
て
、
自
社
が
成
長
分
野
と
位
置
づ
け
て
い
る
分
野
に
お
け
る
専
門
家
等
の
選
任
、

自
社
と
異
な
る
事
業
分
野
に
お
け
る
経
験
・
見
識
を
重
視
し
て
メ
ー
カ
ー
や
金
融
の
経
営
経
験
者
等
の
選
任
、
国
際
的
な
事
業
展
開
の
た

め
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
選
任
が
事
例
と
し
て
見
ら
れ
る
。
独
立
し
た
客
観
的
な
立
場
か
ら
持
続
的
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向

上
を
後
押
し
で
き
る
適
切
な
資
質
・
多
様
性
を
備
え
た
取
締
役
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
ii
）
独
立
社
外
取
締
役
に
つ
い
て
、
各
上
場
企
業
で
は
選
任
が
進
ん
で
お
り
、
自
主
的
判
断
に
よ
り
、
取
締
役
会
の
三
分
の
一
以
上

三
五
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
一
三
）

（
原
則
四
│
八
）
の
独
立
社
外
取
締
役
を
選
任
し
て
い
る
企
業
も
東
証
第
一
部
上
場
企
業
の
一
割
以
上
に
上
る
。
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関

心
は
、
独
立
社
外
取
締
役
の
人
数
の
増
加
だ
け
で
な
く
資
質
の
バ
ラ
ン
ス
、
多
様
性
の
充
実
に
移
っ
て
い
る
。
社
内
で
得
ら
れ
な
い
知

見
・
経
歴
を
有
し
、
中
長
期
的
企
業
価
値
の
向
上
に
向
け
た
経
営
戦
略
、
取
締
役
の
選
解
任
な
ど
経
営
の
監
督
に
貢
献
で
き
る
資
質
を

持
っ
た
独
立
社
外
取
締
役
が
多
く
選
任
さ
れ
る
よ
う
な
取
組
み
が
期
待
さ
れ
る
。

（
iii
）
取
締
役
会
構
成
、
独
立
社
外
取
締
役
選
任
に
か
か
る
取
組
み
の
ほ
か
、
取
締
役
会
の
独
立
性
・
客
観
性
を
一
層
担
保
す
る
た
め

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
上
場
企
業
の
例
を
掲
げ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
取
締
役
会
議
長
の
分
離
、
米
国
事
例
も
踏
ま
え
て
取
締
役
会
と
経
営
陣
の

実
効
的
な
役
割
分
担
を
図
る
た
め
の
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
（L

ead Independent D
irector

）
設
置
、
独
立
社
外
取
締
役
の
選
任
プ
ロ
セ

ス
に
対
す
る
独
立
社
外
取
締
役
の
主
体
的
関
与
。

（
iv
）
コ
ー
ド
で
は
、
取
締
役
会
等
の
構
成
に
関
す
る
考
え
方
、
取
締
役
候
補
の
指
名
、
経
営
陣
幹
部
の
選
任
に
関
す
る
方
針
・
手
続

の
開
示
、
個
々
の
選
任
・
指
名
に
つ
い
て
の
説
明
（
補
充
原
則
四
│
一
一
①
、
原
則
三
│
一
（
iv
）（
v
））
が
求
め
ら
れ
る
。
か
か
る
開
示
・

説
明
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
取
締
役
会
が
役
割
を
い
か
な
る
構
成
を
と
る
こ
と
に
よ
り
実
効
的
に
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
か
、
中
長
期
的

な
企
業
戦
略
の
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
2
）
取
締
役
会
の
運
営
（
原
則
四
│
八
、
四
│
一
〇
、
四
│
一
二
〜
一
四
）

持
続
的
成
長
と
中
長
期
的
企
業
価
値
の
向
上
を
図
る
べ
く
取
締
役
会
に
よ
る
戦
略
的
な
方
向
付
け
、
適
切
な
業
績
評
価
と
こ
れ
に
基
づ

く
経
営
陣
幹
部
の
人
事
等
の
議
論
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
i
）
先
ず
、
戦
略
的
方
向
付
け
等
に
つ
い
て
議
案
の
絞
込
み
、
十
分
な
審
議
時
間
の
確
保
（
補
充
原
則
四
│
一
二
①
）
が
必
要
と
な
る
。

上
場
企
業
の
取
組
み
事
例
と
し
て
、
事
業
活
動
の
上
で
戦
略
的
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
議
案
に
つ
い
て
は
金
額
基
準
に
と
ら
わ
れ
ず
に
取
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四
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締
役
会
で
議
論
を
行
い
つ
つ
、
議
案
数
の
絞
り
込
み
の
た
め
に
業
務
執
行
決
定
権
限
の
経
営
陣
委
任
を
進
め
る
。
取
締
役
会
議
案
と
し
て

報
告
事
項
、
決
議
事
項
に
加
え
て
審
議
事
項
を
導
入
し
、
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
決
議
に
先
立
ち
取
締
役
会
で
議
論
す
る
。
審
議
時

間
に
つ
い
て
議
案
一
件
あ
た
り
の
時
間
と
し
て
少
な
く
と
も
二
〇
分
程
度
を
充
て
る
。

（
ii
）
社
内
取
締
役
は
取
締
役
会
に
お
け
る
職
責
が
執
行
者
と
し
て
の
職
責
と
は
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
。（
iii
）
独
立
社
外
取
締
役
が
取
締
役
会
に
お
け
る
戦
略
的
方
向
付
け
等
の
議
論
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
く
環
境
整
備
に

向
け
た
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

従
来
の
独
立
社
外
取
締
役
に
関
し
て
は
、
独
立
性
の
強
化
な
ど
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
は
社
内

取
締
役
・
執
行
陣
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
作
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
独
立
社
外
取
締
役
の
役
割
を
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
あ
る
い
は

消
極
的
妥
当
性
の
み
な
ら
ず
、
戦
略
策
定
な
ど
積
極
的
妥
当
性
に
ま
で
い
か
に
拡
大
で
き
る
か
、
こ
れ
に
よ
り
独
立
社
外
取
締
役
に
求
め

ら
れ
る
資
質
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
独
立
社
外
取
締
役
に
関
す
る
議
論
と
は
異
な
っ
た
検
討
が
重
要
に

な
る
（
私
見
）。

上
場
企
業
の
取
組
み
事
例
と
し
て
は
、
独
立
社
外
取
締
役
へ
の
報
告
・
情
報
提
供
の
工
夫
を
行
う
こ
と
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
セ
ッ
シ
ョ

ン
（
独
立
社
外
者
の
み
を
構
成
員
と
す
る
会
合
）
を
活
用
す
る
（
補
充
原
則
四
│
八
①
）
こ
と
、
独
立
社
外
取
締
役
と
監
査
役
等
と
の
間
で
の
情

報
交
換
を
行
う
こ
と
、
監
査
役
会
・
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
を
中
心
に
指
名
・
報
酬
等
に
か
か
る
任
意
の
諮
問
委
員
会
等
を
活
用
す
る

（
補
充
原
則
四
│
一
〇
①
）
こ
と
、
そ
の
際
に
独
立
社
外
取
締
役
を
過
半
と
し
委
員
長
を
独
立
社
外
取
締
役
に
す
る
こ
と
、
よ
り
付
加
価
値

の
あ
る
助
言
を
得
る
た
め
社
内
者
だ
け
で
な
く
、
独
立
社
外
取
締
役
に
も
適
切
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
す
る
（
原
則
四
│
一
四
）

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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ー
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ナ
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ー
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お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
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川
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（
五
一
五
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（
iv
）
独
立
社
外
取
締
役
の
役
割
・
責
務
と
し
て
、
少
数
株
主
な
ど
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
見
を
取
締
役
会
に
適
切
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
（
原
則
四
│
七
（
iv
））
が
重
要
で
あ
る
。

（
3
）
取
締
役
会
の
実
効
性
評
価
（
原
則
四
│
一
一
）

取
締
役
会
の
資
質
・
多
様
性
、
運
営
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
取
組
み
が
有
効
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
取
締
役
会
全
体
と
し
て
の
実

効
性
の
分
析
・
評
価
を
行
い
、
新
た
な
取
組
み
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
i
）
二
〇
一
六
年
五
月
末
に
コ
ー
ド
適
用
開
始
か
ら
一
年
が
経
過
し
、
各
企
業
が
取
締
役
会
の
資
質
・
多
様
性
、
運
営
状
況
等
の
実

効
性
に
つ
い
て
適
切
に
評
価
を
行
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
評
価
の
実
施
に
際
し
、
企
業
の
状
況
に
応
じ
て
様
々
な
取
組
み
が
考
え
ら
れ
、

取
締
役
会
の
各
自
に
よ
る
率
直
な
評
価
が
先
ず
は
重
要
と
な
る
。
取
組
み
の
例
と
し
て
以
下
の
通
り
。
指
名
委
員
会
や
独
立
社
外
取
締
役

の
み
に
よ
る
会
合
も
活
用
す
る
な
ど
独
立
社
外
取
締
役
の
主
体
的
な
関
与
を
確
保
す
る
こ
と
、
評
価
の
対
象
に
は
任
意
委
員
会
も
含
め
取

締
役
会
に
設
置
さ
れ
た
各
委
員
会
の
運
営
状
況
等
も
含
め
る
こ
と
、
英
国
の
経
験
も
踏
ま
え
外
部
の
視
点
も
入
れ
た
評
価
や
評
価
機
関
名

の
公
表
を
行
う
こ
と
。

（
ii
）
コ
ー
ド
策
定
の
趣
旨
で
あ
る
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
企
業
価
値
の
向
上
に
鑑
み
、
取
締
役
会
の
実
効
性
の
評
価
と
開
示
に

お
い
て
は
取
締
役
会
が
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
企
業
価
値
の
向
上
を
独
立
し
た
客
観
的
な
立
場
か
ら
支
援
で
き
て
い
る
こ
と
の
検
証

に
も
重
点
が
置
か
れ
る
べ
き
こ
と
。

（
4
）
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
選
・
解
任
の
実
際

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
解
任
権
の
問
題
は
古
く
て
新
し
い
課
題
と
い
え
よ
う
。
エ
ン
ロ
ン
事
件
等
を
受
け
て
社
外
取
締
役
主
体
の
米
国
型
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
対
す
る
疑
問
が
出
さ
れ
、
監
査
役
会
設
置
会
社
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
指
向
す
る
立
場
か
ら
は
、
監
査
役
会
に
解
任
権
を
付
与

三
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す
る
制
度
改
革
な
ど
も
予
て
よ
り
議
論
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ら
び
に
経
営
の
妥
当
性
の
チ
ェ
ッ
ク
の
観

点
か
ら
、
経
営
陣
規
律
を
図
る
べ
き
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
根
幹
と
も
い
え
る
部
分
で
あ
る
（
22
）

。

持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
企
業
価
値
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
の
選
解
任
は
上
場
会
社
に
と
り
最
も
重

要
な
戦
略
的
意
思
決
定
で
あ
る
。
選
任
の
た
め
の
後
継
者
計
画
策
定
に
お
い
て
は
客
観
性
・
適
時
性
・
透
明
性
を
担
保
す
る
手
続
が
求
め

ら
れ
る
。
適
切
に
会
社
業
績
等
の
評
価
を
行
い
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
問
題
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
解
任
で
き
る
仕
組
み
を
整
え

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
か
か
る
取
組
み
を
更
に
進
め
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
客
観
性
・
適
時
性
・
透
明
性
あ
る
手
続
に
よ
り
適
切
に
選
解
任

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
補
充
原
則
4
│
3
①
）。
取
組
み
事
例
と
し
て
、
⒜
取
締
役
会
内
部
に
お
い
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
候
補
者
を
明
確
に
し
、
一

定
の
時
間
を
か
け
独
立
社
外
取
締
役
も
含
め
取
締
役
会
が
候
補
者
の
資
質
を
見
極
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
設
け
る
。
⒝
企
業
の
中
長
期
的
戦
略

を
踏
ま
え
、
将
来
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
求
め
ら
れ
る
資
質
や
あ
る
べ
き
像
を
十
分
に
議
論
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
選
任
を
行
う
。
⒞
Ｃ
Ｅ
Ｏ
選
・
解
任
に

独
立
社
外
取
締
役
の
十
分
な
関
与
を
得
る
た
め
、
指
名
委
員
会
、
指
名
に
か
か
る
任
意
委
員
会
を
活
用
す
る
。
こ
の
際
に
指
名
委
員
会
等

に
お
い
て
審
議
時
間
を
十
分
に
と
る
。

⒜
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
経
営
諮
問
委
委
員
会
に
よ
る
次
期
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
育
成
・
決
定
を
図
っ
て
き
た
事
例
と
し
て
株
式
会
社
帝
人
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
決
し
て
今
般
の
コ
ー
ド
導
入
を
契
機
と
し
た
も
の
で
は
な
い
点
は
留
意
さ
れ
る
。
ま
た
他
の
二
つ

の
事
例
⒝
⒞
に
し
て
も
同
様
で
あ
り
、
中
長
期
的
戦
略
を
踏
ま
え
る
こ
と
、
指
名
委
員
会
等
に
お
い
て
時
間
を
か
け
て
独
立
社
外
取
締
役

に
よ
る
関
与
を
図
る
な
ど
は
そ
も
そ
も
の
制
度
の
趣
旨
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
そ
う
し
た
手
法
に
よ
る
運
営
が
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
逆
に
形
式
的
な
米
国
制
度
導
入
に
留
ま
っ
て
い
た
、
だ
か
ら
こ
そ
不
祥
事
が
繰
り
返
さ
れ
、
あ
る
い
は
妥
当
性

監
視
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
。
コ
ー
ド
な
ど
ソ
フ
ト
ロ
ー
に
よ
る
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
も
、
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ポ
レ
ー
ト
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ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
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け
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攻
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ガ
バ
ナ
ン
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ゲ
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総
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革
（
藤
川
）

（
五
一
七
）

一
定
の
強
制
力
と
き
め
細
か
い
上
級
管
理
者
機
能
（S

enior M
anagem

ent F
unctions S

M
F
s

）
の
設
定
に
よ
る
、
英
国
を
範
と
し
た
攻
め

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
係
る
規
律
づ
け
が
必
要
と
な
ろ
う
か
（
私
見
（
23
）

）。

（
5
）
監
査
機
能
の
適
切
な
発
揮

不
祥
事
防
止
等
の
観
点
か
ら
、
監
査
機
能
の
適
切
な
発
揮
に
関
連
し
て
以
下
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
内
部
通
報
機
能
を
発
揮
さ
せ
る

た
め
レ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
社
外
監
査
役
・
社
外
取
締
役
に
通
報
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
監
査
役
会
等
は
ほ
ぼ
全
員
独

立
者
で
あ
る
べ
き
で
、
監
査
役
会
等
の
構
成
を
企
業
不
祥
事
の
再
発
防
止
の
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
こ
と
、
第
三
者
委
員
会
の
役
割
は
本

来
は
監
査
役
会
が
果
た
す
べ
き
こ
と
。
こ
の
他
、
監
査
機
能
の
適
切
な
発
揮
に
関
し
て
以
下
の
課
題
が
検
討
さ
れ
る
。

⒜　

監
査
役
・
監
査
委
員
等
の
選
任
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｆ
Ｏ
経
験
者
が
監
査
委
員
長
に
就
任
す
る
例
が
あ
る
が
、
独
立
・
客
観
的
立
場
か

ら
役
割
・
責
務
を
果
た
す
観
点
か
ら
の
妥
当
性
。
⒝
内
部
監
査
部
門
の
機
能
を
有
効
に
活
用
す
る
観
点
か
ら
、
内
部
監
査
部
門
か
ら
監
査

役
会
等
へ
の
適
切
に
情
報
提
供
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
（
補
充
原
則
四
│
一
三
③
）。
内
部
監
査
部
門
と
取
締
役
会
や
監
査
役
会
等

と
の
連
携
の
現
状
と
あ
り
方
の
検
討
。
⒞
外
部
会
計
監
査
人
に
よ
る
適
正
な
監
査
の
確
保
に
向
け
て
、
監
査
役
会
と
取
締
役
会
は
以
下
の

対
応
を
行
う
べ
き
こ
と
（
補
充
原
則
三
│
二
①
、
②
）。

監
査
役
会
は
（
補
充
原
則
三
│
二
①
）、
外
部
会
計
監
査
人
候
補
を
適
切
に
選
定
し
外
部
会
計
監
査
人
を
適
切
に
評
価
す
る
た
め
の
基
準

の
策
定
、
外
部
会
計
監
査
人
に
求
め
ら
れ
る
独
立
性
と
専
門
性
を
有
し
て
い
る
か
の
確
認
を
行
う
。

取
締
役
会
お
よ
び
監
査
役
会
は
（
補
充
原
則
三
│
二
②
）、
高
品
質
な
監
査
を
可
能
と
す
る
十
分
な
監
査
時
間
の
確
保
、
外
部
会
計
監
査

人
か
ら
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
Ｃ
Ｆ
Ｏ
等
の
経
営
陣
幹
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
面
談
等
）
の
確
保
、
外
部
会
計
監
査
人
と
監
査
役
（
監
査
役
会
へ
の
出
席
を

含
む
）、
内
部
監
査
部
門
や
社
外
取
締
役
と
の
十
分
な
連
携
の
確
保
、
外
部
会
計
監
査
人
が
不
正
を
発
見
し
適
切
な
対
応
を
求
め
た
場
合

三
五
九



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
一
八
）

や
不
備
・
問
題
点
を
指
摘
し
た
場
合
の
会
社
側
の
対
応
体
制
の
確
立
。

第
四
章
．
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
お
け
る
資
本
政
策
と
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

│
Ｒ
Ｏ
Ｅ
、
最
適
資
本
構
成
な
ど
│

Ⅰ
．
資
本
政
策
の
基
本
的
な
方
針
と
日
本
版
コ
ー
ド

取
締
役
会
評
価
の
項
と
も
関
連
す
る
が
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
前
提
と
し
て
、
企
業
に
お
い
て
資
本
コ
ス
ト
を
上
回
る
収
益
を
上
げ

る
べ
き
最
適
資
本
構
成
の
構
築
が
主
題
と
な
る
。
か
か
る
資
本
政
策
の
基
本
的
な
方
針
に
関
し
て
、
日
本
版
コ
ー
ド
原
則
一
│
三
で
は
、

上
場
会
社
は
資
本
政
策
の
動
向
が
株
主
利
益
に
重
要
な
影
響
を
与
え
得
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
資
本
政
策
の
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て
説
明

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
原
則
五
│
二
で
は
、
経
営
戦
略
や
経
営
計
画
の
策
定
・
公
表
に
当
た
っ
て
は
収
益
計
画
や
資
本
政
策
の
基
本
的
な

方
針
を
示
す
と
と
も
に
、
収
益
力
・
資
本
効
率
等
に
関
す
る
目
標
を
提
示
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
経
営
資
源
の
配
分
等
に
関
し
具
体
的

に
何
を
実
行
す
る
の
か
に
つ
い
て
株
主
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉
・
論
理
で
明
確
に
説
明
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

資
本
政
策
に
お
い
て
資
本
構
成
（
自
己
資
本
比
率
等
）、
資
本
効
率
（
自
己
資
本
利
益
率
（
Ｒ
Ｏ
Ｅ
）
等
）、
株
主
還
元
（
配
当
、
自
己
株
式
取

得
等
）
を
勘
案
す
る
こ
と
に
な
る
（
24
）

。

Ⅱ
．
Ｒ
Ｏ
Ｅ
と
最
適
資
本
構
成

Ｒ
Ｏ
Ｅ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
最
適
資
本
構
成
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｒ
Ｏ
Ａ
（
総
資
本
に
対
す
る
営
業
利
益
の
割
合
）
を
勘
案
し
た

Ｒ
Ｏ
Ｅ
指
標
が
業
績
評
価
の
基
準
と
な
る
。
レ
バ
レ
ッ
ジ
効
果
、
利
子
率
と
Ｒ
Ｏ
Ｅ
の
差
等
の
理
論
が
前
提
と
な
る
。
Ｒ
Ｏ
Ｅ
＝

｛
Ｒ
Ｏ
Ａ
＋
負
債
比
率
×（
Ｒ
Ｏ
Ａ－

利
子
率
）｝×（
一－

税
率
）
の
図
式
に
お
い
て
財
務
レ
バ
レ
ッ
ジ
効
果
に
つ
い
て
は
、
①
「
Ｒ
Ｏ
Ａ－

利

三
六
〇



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
一
九
）

子
率
」
が
プ
ラ
ス
の
場
合
は
株
主
側
の
要
望
に
応
じ
財
務
レ
バ
レ
ッ
ジ
高
め
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
が
、
金
利
の
上
昇
リ
ス
ク
が
懸
念
さ

れ
る
。
有
利
子
負
債
の
支
払
利
息
は
税
法
上
損
金
算
入
さ
れ
、
支
払
利
息
に
税
率
を
乗
じ
た
分
は
税
金
を
払
わ
な
く
て
す
む
（
負
債
の
節

税
効
果
）。
財
務
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
、
安
全
性
の
面
か
ら
は
財
務
レ
バ
レ
ッ
ジ
が
低
い
（
株
主
資
本
比
率
が
高
い
）
こ
と
が
好
ま
し
い
が
、

収
益
性
の
面
か
ら
は
財
務
レ
バ
レ
ッ
ジ
が
高
い
（
株
主
資
本
比
率
が
低
い
）
方
が
一
定
の
制
約
下
で
は
好
ま
し
い
と
も
い
え
る
。
最
適
資
本

構
成
を
経
営
陣
は
各
局
面
に
応
じ
て
模
索
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
前
提
で
経
営
陣
に
は
配
当
と
内
部
留
保
・
Ｒ
Ｏ
Ｅ
、
翌
期
の
利
潤
を
生
み
出
す
株
主
還
元
政
策
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
。
単

に
当
期
の
株
主
配
当
性
向
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
を
い
か
に
設
定
す
る
か
、
数
字
で
は
な
く
、
中
期
経
営
計
画
に
連
動
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
重

要
と
な
る
。
企
業
の
競
争
力
の
観
点
か
ら
は
投
資
家
は
投
資
収
益
の
上
が
る
有
効
な
投
資
の
判
断
を
下
す
こ
と
に
な
る
が
、
結
果
と
し
て

企
業
側
も
企
業
価
値
創
造
に
向
け
目
指
す
点
は
同
じ
で
Ｒ
Ｏ
Ａ
の
検
討
が
資
本
政
策
の
視
点
で
必
須
と
な
る
。
対
外
的
な
目
標
と
し
て

Ｒ
Ｏ
Ｅ
数
値
、
内
部
収
益
率
（
Ｉ
Ｒ
Ｒ
）
を
開
示
す
る
と
し
て
も
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
か
ら
経
営
の
内
部
面
の
深
化
と
し
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
管
理
が
大
切
で
あ
り
、
フ
リ
ー
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
黒
字
化
が
長
期
的
な
投
資
資
金
を
生
み
出
す
好
循
環
を

創
造
す
る
こ
と
に
な
る
。

三
六
一



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
二
〇
）

第
五
章
．
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
、
非
財
務
情
報
と
統
合
報
告
書
な
ら
び
に

Ｅ
Ｓ
Ｇ
責
任
投
資
、
議
決
権
行
使
の
関
係
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
責
任
者
の
関
与

│
二
〇
一
五
年
英
国
現
代
奴
隷
法
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
域
外
適
用
リ
ス
ク
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ

イ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
交
錯
│

Ⅰ
．
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
を
踏
ま
え
た
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
実
際

1
．
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
と
長
期
投
資
家
と
し
て
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
形
成

短
期
投
資
型
で
は
な
い
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
を
主
旨
と
す
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
型
・
対
話
重
視
型
フ
ァ
ン
ド
の
対
話
の
取
組
み

の
一
例
を
み
る
と
、
①
企
業
と
投
資
家
の
対
話
（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ケ
ン
ト
）
の
理
念
は
、
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
、
情

報
格
差
の
是
正
を
図
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
企
業
の
持
続
的
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
、
全
て
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）

に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
投
資
理
念
と
し
て
は
、
長
期
厳
選
投
資
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
占
有
率
上
位
五
銘
柄
五
〇
│
七
〇
％
、
平
均
保
有

期
間
五
年
）、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
投
資
（
責
任
を
持
っ
た
対
話
と
信
頼
関
係
構
築
、
企
業
文
化
の
尊
重
）、
社
会
貢
献
投
資
（
全
ス
テ
イ
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
た
め
の
中
長
期
的
成
長
と
企
業
価
値
向
上
、
国
民
の
資
産
形
成
・
社
会
貢
献
）
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
25
）

。

2
．
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
具
体
的
な
内
容
と
株
主
総
会
機
能

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
経
営
陣
・
社
外
役
員
と
の
定
期
的
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
中
期
経
営
計
画
・
Ｉ
Ｒ

開
示
資
料
に
お
け
る
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
共
有
、
国
内
外
の
競
合
他
社
・
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
調
査
・
分
析
の
共
有
、
企
業
経
営
・

Ｉ
Ｒ
活
動
の
情
報
交
換
・
Ｉ
Ｒ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
投
資
先
企
業
同
士
の
横
の
繋
が
り
の
機
会
設
定
、
店
舗
・
物
流
セ
ン
タ
ー
・
製
造
拠
点

三
六
二



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
二
一
）

の
実
地
見
学
、
自
然
災
害
時
に
お
け
る
投
資
先
企
業
と
の
支
援
、
投
資
先
企
業
の
社
外
取
締
役
・
監
査
役
就
任
、
株
主
総
会
出
席
・
経
営

陣
支
援
等
が
掲
げ
ら
れ
る
。

長
期
投
資
家
は
全
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
た
め
に
議
決
権
行
使
を
行
い
、
投
資
先
企
業
と
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
形
成
を
図
る
。
即
ち
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
①
上
場
企
業
側
は
、
経
営
者
が
描
く
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
中
長
期
経
営
計
画
等
で
示
す

こ
と
、
資
本
効
率
目
標
を
含
む
具
体
的
な
重
要
業
績
評
価
指
標
（K

ey P
erform

ance Indicators K
P
I

）
を
設
定
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（P

D
C
A
 

cycle

、plan-do-check-act cycle

）
を
実
行
す
る
こ
と
、
経
営
ト
ッ
プ
・
独
立
役
員
と
株
主
と
の
定
期
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
図
る
こ
と
が

内
容
と
な
る
。
②
長
期
投
資
家
側
は
、
中
長
期
的
目
線
と
企
業
理
解
を
常
に
保
ち
、
長
期
に
亘
り
企
業
に
資
す
る
こ
と
、
全
ス
テ
イ
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
観
点
か
ら
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
、
経
営
環
境
悪
化
時
も
純
安
定
株
主
と
し
て
保
有
を
継
続
す
る
こ
と
が
内
容
と
な
る
。            　

こ
の
他
、
建
設
的
対
話
の
基
礎
と
し
て
、
①
友
好
的
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
し
て
上
場
企
業
に
対
し
非
上
場
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
資
す
る
ベ

ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
的
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
、
②
外
部
・
少
数
株
主
と
し
て
企
業
の
内
部
変
革
を
促
す
こ
と
、
③
戦
略
策
定
・
再
構

築
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
改
善
に
よ
る
事
業
価
値
自
体
の
向
上
を
図
る
こ
と
な
ら
び
に
流
動
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

各
面
に
お
け
る
企
業
価
値
と
理
論
的
株
主
価
値
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
解
消
を
図
る
こ
と
、
こ
の
場
合
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
解

消
策
と
し
て
は
資
本
効
率
向
上
、
株
主
還
元
方
針
明
示
、
取
締
役
構
成
変
更
、
買
収
防
衛
策
の
内
容
変
更
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
、
④

建
設
的
対
話
の
場
合
は
財
務
・
株
価
等
に
お
け
る
改
善
の
み
な
ら
ず
、
長
期
展
望
・
競
争
戦
略
・
人
材
確
保
な
ど
が
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
内
容
と
な
る
こ
と
等
が
具
体
的
内
容
の
一
例
と
し
て
列
挙
さ
れ
る
。

従
来
の
大
規
模
・
支
配
株
主
主
導
の
改
革
と
は
異
な
り
、
理
念
型
と
し
て
は
当
該
企
業
に
対
す
る
株
主
に
お
け
る
忠
実
義
務
（
26
）

を
意
識
し

た
株
主
主
体
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
な
ろ
う
か
（
私
見
）。
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
で
あ
る
機
関
投
資
家
に
よ
る
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決

三
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三



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
二
二
）

権
行
使
活
動
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
求
め
る
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

行
動
の
中
の
一
つ
の
場
面
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
株
主
総
会
機
能
の
変
容
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。

Ⅱ
．
非
財
務
情
報
の
重
視
と
国
際
統
合
報
告
書
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
責
任
投
資
、
議
決
権
行
使
の
関
係
な
ら
び
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
責
任
者
に
よ
る
関
与

1
．
Ｅ
Ｓ
Ｇ
責
任
投
資
│
Ｓ
Ｒ
Ｉ
（
社
会
的
責
任
投
資
）
の
異
同
│

長
期
投
資
家
の
責
任
投
資
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
関
係
と
し
て
投
資
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（E

nvironm
ental

、

S
ocial

、G
overnance

）
の
組
み
込
み
、
投
資
先
企
業
と
の
建
設
的
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ケ
ン
ト
、
受
託
者
と
し
て
の
議
決
権
行
使
が
責
任

投
資
の
内
容
と
な
る
。
責
任
投
資
と
し
て
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
は
Ｓ
Ｒ
Ｉ
（S

ocially R
esponsible Investm

ent 

社
会
的
責
任
投
資
）
か
ら
派
生
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
理
念
を
や
や
異
に
す
る
（
27
）

。
Ｓ
Ｒ
Ｉ
（
社
会
的
責
任
投
資
）
の
場
合
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
株
主
が
議
決
権
な
ど

権
利
を
行
使
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
経
営
を
経
営
陣
に
求
め
る
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
で
は
投
資
先
企

業
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
課
題
を
考
慮
す
る
こ
と
自
体
が
機
関
投
資
家
に
お
い
て
そ
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
し
て
は
非
財
務
情
報
と
し
て
重
要
性
を
増
し
、
経
済
産
業
省
も
投
資
家
・
年
金
基
金
等
を
対
象
に
、
投
資
に
際
し
Ｅ
Ｓ
Ｇ

な
ど
の
非
財
務
情
報
を
重
視
し
て
い
る
か
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
関
す
る
意
識
・
状
況
の
把
握
お
よ
び
財
務
情
報
と
非
財
務
情
報
の
統
合
的
報

告
あ
る
い
は
統
合
報
告
書
（
28
）

を
ど
の
程
度
活
用
し
て
い
る
か
な
ど
状
況
把
握
を
目
的
と
し
て
調
査
報
告
書
を
発
出
し
て
い
る
（
29
）

。
統
合
報
告
書

は
、
投
資
家
な
ど
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対
し
て
財
務
情
報
お
よ
び
非
財
務
情
報
（
企
業
の
経
営
戦
略
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
）
の
関
連
性
を
比
較
可
能
な
形
で
取
り
ま
と
め
提
供
す
る
も
の
で
将
来
志
向
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
、
必
要
な
定
量
情
報
を
併
せ
持
つ
と

共
に
企
業
、
投
資
家
双
方
が
積
極
的
に
投
資
材
料
、
対
話
の
材
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

三
六
四



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
二
三
）

2
．
国
際
統
合
報
告
書
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
報
告
境
界

（
1
）
国
際
統
合
報
告
書
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

統
合
報
告
書
（Integrated R

eporting

）
は
組
織
の
外
部
環
境
を
背
景
と
し
て
組
織
の
戦
略
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
実
績
お
よ
び
見
通
し
が
い

か
に
短
、
中
、
長
期
の
価
値
創
造
を
導
く
か
に
係
る
簡
潔
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
。
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
領
域
と
し
て
注
視
さ

れ
、
以
下
で
内
容
を
精
査
し
て
お
き
た
い
。

投
資
家
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
を
長
期
的
企
業
価
値
向
上
の
観
点
か
ら
評
価
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
を
通
じ
た
投
資
家
・
企
業
間
の
対
話
促
進
を
期

待
す
る
。
投
資
家
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
を
長
期
的
な
投
資
先
企
業
の
価
値
創
造
の
向
上
の
観
点
か
ら
評
価
し
、
リ
ス
ク
回
避
あ
る
い
は
Ｓ
Ｒ
Ｉ

（
社
会
的
責
任
投
資
）
に
お
け
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
要
素
の
排
除
よ
り
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
観
点
か
ら
評
価
せ
ん
と

す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
に
つ
い
て
は
企
業
・
投
資
家
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
も
存
在
し
、
海
外
の
統
合
報
告
書

と
比
較
し
た
場
合
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
を
重
視
す
る
投
資
家
を
中
心
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
、
ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
情
報
の
網
羅

性
に
つ
い
て
質
的
に
不
足
し
て
い
る
と
の
回
答
が
多
数
出
さ
れ
、
投
資
家
の
期
待
の
高
い
要
素
に
つ
い
て
必
ず
し
も
十
分
な
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
投
資
家
の
視
点
か
ら
統
合
報
告
書
の
情
報
開
示
に
つ
い
て
、
企
業
価
値
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
の
要
因
（
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
、
重
要
課
題
）
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
を
中
心
と
し
た
企
業
価
値
創

造
等
に
関
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
重
視
す
る
簡
潔
な
情
報
開
示
を
行
う
べ
き
こ
と
、
事
業
の
全
体
像
の
把
握
、
恣
意
性
の
排
除
お
よ
び
比

較
可
能
性
の
観
点
か
ら
網
羅
的
な
情
報
開
示
を
行
う
べ
き
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の

更
な
る
深
化
・
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

三
六
五



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
二
四
）

（
2
）
欧
州
に
お
け
る
Ｓ
Ｒ
Ｉ
（
社
会
的
責
任
投
資
）
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

欧
州
に
お
け
る
Ｓ
Ｒ
Ｉ
（
社
会
的
責
任
投
資
）
の
投
資
手
法
は
、
一
般
的
定
義
と
し
て
投
資
ユ
ニ
バ
ー
ス
の
構
成
に
お
い
て
環
境
保
護
・

保
全
、
社
会
貢
献
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
企
業
を
組
み
込
む
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス
ク
リ
ー
ン
、
宗
教
教
義
や
人
権
・
開
発
問
題
等
の
観
点
か
ら

ア
ル
コ
ー
ル
や
タ
バ
コ
、
軍
需
産
業
な
ど
へ
の
投
資
を
控
え
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ス
ク
リ
ー
ン
に
大
別
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｒ
Ｉ
団
体
で
あ
る 

E
urosif

（E
uropean S

ustainable Investm
ent F

orum
 

欧
州
責
任
投
資
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
30
）

）
の
定
義
で
は
Ｓ
Ｒ
Ｉ
を
広
義
（B

road

）
と
コ
ア

（C
ore

）
に
大
別
し
、
広
義
の
Ｓ
Ｒ
Ｉ
は
、
①
タ
バ
コ
産
業
や
兵
器
産
業
を
排
除
す
る
簡
素
な
基
準
を
用
い
る
手
法
、
②
Ｅ
Ｓ
Ｇ
項
目
の

評
価
が
将
来
企
業
価
値
に
与
え
る
影
響
を
他
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と
統
合
し
て
評
価
す
る
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
法
、
③
Ｅ
Ｓ
Ｇ
課
題
に
つ

き
企
業
に
働
き
か
け
る
投
資
家
行
動
と
し
て
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
三
分
類
さ
れ
る
。
欧
州
の
Ｓ
Ｒ
Ｉ
市
場
の
残
高
は
約
五
兆
ユ
ー
ロ

（
七
兆
ド
ル
（
五
六
六
兆
円
）、
二
〇
〇
九
年
末
）
に
達
し
た
と
推
定
さ
れ
、
大
き
な
市
場
誘
因
と
な
っ
て
い
る
（
31
）

。
後
述
の
二
〇
一
五
年
英
国
現

代
奴
隷
法
と
域
外
適
用
リ
ス
ク
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
イ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
交
錯
に
繋
が
る
論
点
と
な
る
。

欧
州
委
員
会
は
二
〇
〇
三
年
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
指
令
で
あ
る
会
計
法
現
代
化
指
令
を
発
し
て
企
業
に
国
際
会
計
基
準
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
導

入
と
年
次
報
告
書
に
事
業
の
環
境
や
社
会
的
側
面
に
関
す
る
情
報
を
盛
り
込
む
こ
と
を
求
め
た
。
英
国
政
府
も
一
定
規
模
の
企
業
に
対
し
、

環
境
問
題
が
経
営
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
年
次
報
告
書
の
一
部
で
あ
る
取
締
役
会
報
告
書
へ
の
記
載
を
求
め
て
い
る
。
大
部
分
の
企
業

は
義
務
づ
け
ら
れ
た
財
務
情
報
と
環
境
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
な
ど
非
財
務
情
報
を
別
々
に
提
供
し
て
い
る
が
、
非
財
務
的
な
取
組
み
や
知
的
資
産
、

経
営
方
針
が
財
務
や
経
営
の
実
績
に
与
え
た
影
響
が
分
か
り
難
く
、
必
要
な
情
報
を
明
確
・
簡
潔
に
示
す
報
告
書
の
登
場
が
期
待
さ
れ
る

に
至
っ
た
（
32
）

。
我
が
国
企
業
も
統
合
報
告
書
に
対
す
る
取
組
み
を
進
め
つ
つ
あ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
更
に
は
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド

が
求
め
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
対
話
の
基
礎
資
料
を
形
成
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
よ
う
。

三
六
六



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
二
五
）

3
．
指
導
原
則
と
内
容
要
素
な
ら
び
に
報
告
境
界

（
1
）
統
合
報
告
書
の
主
た
る
目
的
と
指
導
原
則

二
〇
一
三
年
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
（
国
際
統
合
報
告
評
議
会
）
の
発
し
た
国
際
統
合
報
告
書
（T

he International <IR
> F
ram
ew
ork - Integrated 

R
eporting

）
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
そ
の
主
た
る
目
的
は
財
務
資
本
の
提
供
者
（providers of fi nancial capital invest

）
に
対
し
、
組

織
が
長
期
に
わ
た
り
い
か
な
る
価
値
創
造
を
行
う
か
を
説
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
以
下
で
は
、
国
際
統
合
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
、

T
H
E
 IN
T
E
R
N
A
T
IO
N
A
L
 <IR

> F
R
A
M
E
W
O
R
K
 - Integrated R

eporting 

（the IIR
C

）、「
国
際
統
合
報
告
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」

（
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
を
み
て
い
き
た
い
（
33
）

。
統
合
報
告
書
に
は
関
連
す
る
財
務
情
報
と
そ
の
他
情
報
の
両
方
が
含
ま
れ
る
。
統
合
報
告
書

は
従
業
員
、
顧
客
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
、
地
域
社
会
、
立
法
者
、
規
制
当
局
お
よ
び
政
策
立
案
者
を
含
む
組
織
の
長
期

に
亘
る
価
値
創
造
能
力
（the ability of the fi nancial reporting entity to create value

）
に
関
心
を
持
つ
全
て
の
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

と
り
有
益
な
も
の
と
な
る
。
そ
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
（
原
則
主
義
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
統
合
報
告
書

は
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
、
以
下
の
内
容
を
含
む
ガ
バ
ナ
ン
ス
責
任
者
か
ら
の
表
明
が
示
さ
れ
る
。
①
統
合
報
告
書
の

誠
実
性
を
確
保
す
る
責
任
に
関
す
る
同
意
、
②
ガ
バ
ナ
ン
ス
責
任
者
の
集
団
的
思
考
に
基
づ
き
統
合
報
告
書
が
作
成
、
表
示
さ
れ
た
こ
と

に
関
す
る
同
意
、
③
報
告
書
が
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
準
拠
し
て
表
示
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
の
意
見
ま
た
は
結
論
。

統
合
報
告
書
は
、
組
織
が
い
か
に
長
期
に
わ
た
り
価
値
創
造
を
行
う
か
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
価
値
は
組
織
単
独
で
組
織
内
部
の

み
で
創
造
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
外
部
環
境
の
影
響
を
受
け
、
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関
係
性
を
通
じ
て
創
造
さ
れ
、
多
様
な
資
源
に

支
え
ら
れ
て
い
る
。
統
合
報
告
書
は
、
以
下
に
つ
い
て
の
洞
察
の
提
供
を
目
的
と
す
る
。
①
組
織
に
影
響
を
与
え
る
外
部
環
境
、
②
財
務
、

製
造
、
知
的
・
人
的
、
社
会
・
関
係
、
自
然
に
分
類
さ
れ
る
組
織
が
利
用
し
、
影
響
を
与
え
る
資
源
お
よ
び
関
係
。
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

三
六
七



政
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二
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六
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（
五
二
六
）

は
こ
れ
ら
を
資
本
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
③
短
、
中
、
長
期
に
価
値
を
創
造
す
る
た
め
の
組
織
に
お
け
る
外
部
環
境
お
よ
び
資
本
の

相
互
作
用
。

組
織
に
関
す
る
価
値
創
造
と
他
者
に
対
す
る
価
値
創
造
と
し
て
、
組
織
が
長
期
に
わ
た
り
創
造
す
る
価
値
は
、
組
織
の
事
業
活
動
と
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
に
よ
り
資
本
が
増
加
、
減
少
ま
た
は
変
換
さ
れ
た
形
で
現
れ
、
相
互
に
関
係
し
合
う
次
の
二
つ
の
側
面
を
有
し
て
い
る
。
①

組
織
自
身
に
対
し
て
創
造
さ
れ
る
価
値
で
あ
り
、
財
務
資
本
提
供
者
へ
の
財
務
リ
タ
ー
ン
に
繋
が
る
も
の
。
②
他
者
に
対
し
て
創
造
さ
れ

る
価
値
、
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
お
よ
び
社
会
全
体
に
対
す
る
価
値
。

統
合
報
告
書
に
関
わ
る
指
導
原
則
（guiding principles

）
は
以
下
の
通
り
で
、
報
告
書
の
内
容
お
よ
び
情
報
の
開
示
方
法
に
関
す
る
情

報
提
供
に
よ
り
統
合
報
告
書
作
成
の
基
礎
を
提
供
し
て
い
る
。
①
戦
略
的
焦
点
と
将
来
志
向
（strategic focus and future orientation

）：

統
合
報
告
書
は
組
織
の
戦
略
、
お
よ
び
戦
略
が
い
か
に
組
織
の
短
、
中
、
長
期
の
価
値
創
造
能
力
や
資
本
の
利
用
お
よ
び
資
本
へ
の
影
響

に
関
連
す
る
か
に
つ
い
て
洞
察
を
提
供
す
る
。
②
情
報
の
結
合
性
（connectivity of inform

ation

）：
組
織
の
長
期
に
亘
る
価
値
創
造
能
力

に
影
響
を
与
え
る
要
因
の
組
合
せ
、
相
互
関
連
性
お
よ
び
相
互
関
係
の
全
体
像
を
示
し
て
い
る
。
③
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
性

（stakeholder relationships

）：
組
織
と
主
要
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
性
格
お
よ
び
質
に
関
す
る
洞
察
を
提
供
す
る

と
同
時
に
組
織
が
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
正
当
な
ニ
ー
ズ
と
関
心
お
よ
び
期
待
を
ど
の
程
度
理
解
・
考
慮
し
、
対
応
し
て
い
る
か
の
洞
察

を
提
供
し
て
い
る
。
④
重
要
性
（m

ateriality

）：
組
織
の
短
、
中
、
長
期
の
価
値
創
造
能
力
に
実
質
的
な
影
響
を
与
え
る
事
象
に
関
す
る

情
報
を
開
示
し
て
い
る
。
⑤
簡
潔
性
（conciseness

）：
統
合
報
告
書
は
簡
潔
な
も
の
と
す
る
。
⑥
信
頼
性
と
完
全
性
（reliability and 

com
pleteness

）：
統
合
報
告
書
は
、
重
要
性
の
あ
る
全
事
象
を
、
正
と
負
の
両
面
に
つ
き
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
方
法
か
つ
重
要
な
誤
り
が

な
い
形
で
含
む
。
⑦
首
尾
一
貫
性
と
比
較
可
能
性
（consistency and com

parability
）：
統
合
報
告
書
の
情
報
は
⒜
期
間
を
超
え
て
首
尾
一
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貫
し
、
⒝
組
織
の
長
期
に
亘
る
価
値
創
造
能
力
に
と
り
重
要
性
の
あ
る
範
囲
に
お
い
て
、
他
組
織
と
の
比
較
を
可
能
に
す
る
方
法
に
よ
り

表
示
す
る
。

（
2
）
統
合
報
告
書
の
内
容
要
素
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

統
合
報
告
書
は
以
下
の
八
つ
の
内
容
要
素
（content elem

ents

）
を
含
む
も
の
と
さ
れ
る
。
組
織
概
要
と
外
部
環
境
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、
リ
ス
ク
と
機
会
、
戦
略
と
資
源
配
分
、
実
績
、
見
通
し
、
作
成
と
表
示
の
基
礎
。

①
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
、
統
合
報
告
書
は
以
下
の
問
い
に
対
す
る
洞
察
を
提
供
し
て
い
る
。
イ
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
（the 

organization ’s governance structure

）
は
い
か
に
組
織
の
短
、
中
、
長
期
の
価
値
創
造
能
力
を
支
え
る
か
。
ロ
統
合
報
告
書
は
次
の
事
象

が
組
織
の
価
値
創
造
能
力
と
い
か
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
か
。
⒜
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
構
造
（T

he organization ’s leadership 

structure

）：
ガ
バ
ナ
ン
ス
責
任
者
の
ス
キ
ル
お
よ
び
多
様
性
（the skills and diversity

）（
経
歴
の
範
囲
、
性
別
、
能
力
お
よ
び
経
験
）、
制
度

的
要
請
が
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
の
設
計
に
影
響
を
与
え
る
か
な
ど
。
⒝
戦
略
的
意
思
決
定
（strategic decisions

）
を
行
い
、
組
織

文
化
（the organization ’s culture

）
を
形
成
し
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
の
特
定
の
プ
ロ
セ
ス
：
リ
ス
ク
に
対
す
る
姿
勢
、
誠
実
性
お
よ

び
倫
理
上
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
。
⒞
組
織
の
戦
略
的
方
向
性
（the strategic direction of the organization

）

お
よ
び
リ
ス
ク
管
理
ア
プ
ロ
ー
チ
（its approach to risk m

anagem
ent

）
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
ら
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
た
め
に
ガ
バ

ナ
ン
ス
責
任
者
（those charged w

ith governance

）
が
取
っ
た
具
体
的
な
行
動
。
⒟
組
織
の
文
化
、
倫
理
お
よ
び
価
値
（
主
要
ス
テ
イ
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
関
係
性
を
含
む
）
が
資
本
の
利
用
お
よ
び
資
本
へ
の
影
響
に
い
か
に
反
映
さ
れ
る
か
。
⒠
組
織
が
法
的
要
請
を
超
え
た
ガ
バ
ナ

ン
ス
行
動
を
取
る
か
。
⒡
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
お
よ
び
実
現
に
関
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
責
任
者
の
責
任
。
⒢
報
酬
お
よ
び
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
（rem

uneration and incentives

）
は
組
織
の
短
、
中
、
長
期
の
価
値
創
造
と
い
か
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
か
。
報
酬
お
よ
び
イ
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ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
き
組
織
に
よ
る
資
本
の
利
用
お
よ
び
資
本
に
及
ぼ
す
影
響
と
い
か
に
関
連
付
け
る
か
な
ど
。

②
リ
ス
ク
と
機
会
（risks and opportunities

）
に
つ
い
て
、
統
合
報
告
書
は
以
下
の
回
答
を
提
供
す
る
。
イ
組
織
の
短
、
中
、
長
期
の

価
値
創
造
能
力
に
影
響
を
及
ぼ
す
具
体
的
リ
ス
ク
と
機
会
は
何
か
。
組
織
は
そ
れ
ら
に
対
し
て
い
か
な
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
。
ロ
統

合
報
告
書
は
組
織
固
有
の
主
要
な
リ
ス
ク
と
機
会
を
特
定
す
る
。
こ
の
リ
ス
ク
と
機
会
に
は
短
、
中
、
長
期
の
、
資
本
に
組
織
が
与
え
る

影
響
、
当
該
資
本
の
継
続
的
な
利
用
可
能
性
、
質
お
よ
び
経
済
性
に
関
す
る
も
の
を
含
む
。
ハ
次
を
特
定
す
る
こ
と
も
含
む
。
⒜
具
体
的

な
リ
ス
ク
と
機
会
要
因
（the specifi c source of risks and opportunities

）（
内
的
、
外
的
、
ま
た
は
そ
の
両
方
）。
外
的
要
因
に
は
外
部
環
境

に
起
因
す
る
も
の
を
含
む
。
内
的
要
因
に
は
組
織
の
事
業
活
動
に
起
因
す
る
も
の
を
含
む
。
⒝
リ
ス
ク
と
機
会
が
現
実
の
も
の
と
な
る
可

能
性
と
影
響
の
大
き
さ
の
組
織
に
よ
る
評
価
。
リ
ス
ク
ま
た
は
機
会
が
現
実
の
も
の
と
な
る
具
体
的
状
況
の
検
討
を
含
む
。
か
か
る
開
示

に
は
常
に
一
定
の
不
確
実
性
（a degree of uncertainty

）
が
内
在
す
る
。
⒞
主
要
な
リ
ス
ク
を
低
減
・
管
理
し
、
ま
た
は
主
要
な
機
会
か

ら
価
値
創
造
す
る
た
め
の
具
体
的
手
順
。
関
連
す
る
戦
略
目
標
、
戦
略
、
方
針
、
目
標
お
よ
び
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（key perform

ance indicators

重

要
業
績
評
価
指
標
）
を
識
別
す
る
こ
と
を
含
む
。
⒟
リ
ス
ク
の
発
生
可
能
性
が
極
め
て
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
で
も
短
、
中
、
長
期

的
に
か
か
わ
ら
ず
組
織
の
継
続
的
な
価
値
創
造
能
力
の
根
源
に
関
わ
る
と
共
に
、
極
め
て
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
場
合

は
指
導
原
則
で
あ
る
重
要
性
（m

ateriality

）
を
考
慮
し
、
当
該
リ
ス
ク
に
対
す
る
組
織
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
統
合
報
告
書
に
含
む
。

③
統
合
報
告
書
は
作
成
と
表
示
の
基
礎
を
説
明
し
、
以
下
の
も
の
を
含
む
。
組
織
に
よ
る
重
要
性
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
要
約
、
報
告
境

界
の
説
明
お
よ
び
そ
の
決
定
方
法
、
重
要
性
の
あ
る
事
象
を
定
量
化
ま
た
は
評
価
す
る
上
で
重
要
な
枠
組
み
お
よ
び
方
法
の
要
約
。

重
要
性
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
要
約
（a sum

m
ary of the organization ’s m

ateriality determ
ination process

）
に
つ
い
て
、
統
合
報
告
書

は
組
織
の
重
要
性
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
主
要
な
判
断
の
要
約
を
含
む
。
要
約
に
は
次
を
含
む
場
合
が
あ
る
。
関
連
性
の
あ
る
事
象
を
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特
定
し
、
そ
の
重
要
度
を
評
価
し
重
要
性
の
あ
る
事
象
（m

aterial m
atters

）
に
絞
り
込
む
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
簡
潔
な
説
明
。

（
3
）
統
合
報
告
書
の
報
告
境
界

重
要
性
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
鍵
と
な
る
の
は
報
告
境
界
（the reporting boundary

）
の
概
念
で
あ
る
。
報
告
境
界
は
指
導
原
則
の
重
要
性

（F
W
3.30-3.35

）
に
お
い
て
事
象
が
組
織
の
統
合
報
告
書
に
含
め
ら
れ
る
関
連
性
を
有
す
る
か
否
か
の
境
界
と
説
明
さ
れ
、
統
合
報
告
書

に
い
か
な
る
範
囲
ま
で
含
め
て
開
示
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
（
34
）

。

統
合
報
告
書
の
報
告
境
界
の
決
定
は
以
下
の
二
つ
の
側
面
を
有
す
る
。
①
財
務
報
告
事
業
体
（
財
務
報
告
を
目
的
と
し
て
利
用
さ
れ
る
境

界
）、
な
ら
び
に
②
価
値
を
創
造
す
る
財
務
報
告
事
業
体
の
能
力
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
財
務
報
告
事
業
体
以
外
の
他
の
事
業
体
お
よ

び
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
起
因
ま
た
は
関
連
す
る
リ
ス
ク
、
機
会
お
よ
び
ア
ウ
ト
カ
ム
。

報
告
境
界
の
中
心
と
な
る
の
は
財
務
報
告
事
業
体
（entities that are included in the fi nancial reporting entity

）
で
あ
る
。
理
由
は

以
下
の
二
つ
で
あ
る
。
財
務
資
本
の
提
供
者
の
投
資
対
象
は
財
務
報
告
事
業
体
で
あ
り
、
当
該
事
業
体
の
情
報
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
財

務
報
告
事
業
体
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
財
務
諸
表
情
報
（the inform

ation in the fi nancial statem
ents

）
を
統
合
報
告
書
内
の
他
の
情

報
を
関
連
付
け
る
際
の
基
礎
ま
た
は
参
照
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

統
合
報
告
書
は
報
告
境
界
を
特
定
し
、
決
定
方
法
を
説
明
す
る
。
即
ち
、
⒜
組
織
の
統
合
報
告
書
に
お
い
て
、
財
務
報
告
事
業
体
に
含

ま
れ
る
事
業
体
に
起
因
ま
た
は
関
連
す
る
重
要
な
リ
ス
ク
、
機
会
お
よ
び
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
）
を
報
告
す
る
。
⒝
他
の
事
業
体
お
よ
び

ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
起
因
ま
た
は
関
連
す
る
リ
ス
ク
、
機
会
お
よ
び
ア
ウ
ト
カ
ム
は
財
務
報
告
事
業
体
の
価
値
創
造
能
力
に
重
要
な
影

響
を
与
え
る
範
囲
に
お
い
て
統
合
報
告
書
上
で
報
告
さ
れ
る
。
⒞
実
務
上
統
合
報
告
書
に
開
示
で
き
る
情
報
の
性
質
や
範
囲
に
つ
い
て
、

以
下
の
制
約
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
財
務
報
告
事
業
体
が
支
配
し
な
い
事
業
体
に
つ
い
て
信
頼
性
の
あ
る
デ
ー
タ
の
利
用
可
能
性
、
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な
ら
び
に
財
務
報
告
事
業
体
の
価
値
創
造
能
力
に
特
に
長
期
に
亘
っ
て
重
要
な
影
響
を
与
え
る
全
て
の
リ
ス
ク
、
機
会
お
よ
び
ア
ウ
ト
カ

ム
を
特
定
す
る
こ
と
の
本
来
的
な
困
難
性
。
か
か
る
制
約
お
よ
び
克
服
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た
行
動
に
つ
い
て
も
、
統
合
報
告
書
に
お
け

る
開
示
が
適
切
と
も
思
料
さ
れ
る
。

重
要
な
枠
組
み
お
よ
び
方
法
の
要
約
に
つ
い
て
、
⒜
統
合
報
告
書
は
、
重
要
性
の
あ
る
事
象
を
定
量
化
ま
た
は
評
価
す
る
際
に
用
い
ら

れ
た
重
要
な
枠
組
み
お
よ
び
方
法
（
財
務
情
報
を
作
成
す
る
際
に
適
用
さ
れ
る
財
務
報
告
基
準
（fi nancial reporting standards

）、
顧
客
満
足
度

（custom
er satisfaction

）
を
測
定
す
る
際
に
企
業
が
定
義
し
た
計
算
式
、
ま
た
は
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
際
に
業
界
で
使
用
さ
れ
る
枠
組
み
）
に
つ
い
て

の
要
約
を
含
む
。
詳
細
な
説
明
が
他
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
⒝
統
合
報
告
書
の
情
報
が
組
織
に
よ

る
他
の
公
表
情
報
に
類
似
、
ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
く
場
合
、
統
合
報
告
書
の
情
報
を
当
該
他
の
情
報
と
同
一
の
基
準
に
よ
り
作
成
、
ま
た

は
当
該
他
の
情
報
と
容
易
に
調
整
が
可
能
な
形
で
作
成
す
る
。
Ｋ
Ｐ
Ｉ
が
組
織
の
財
務
諸
表
ま
た
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
書
に
お
け

る
公
表
情
報
と
類
似
、
ま
た
は
当
該
情
報
を
基
礎
と
し
た
問
題
を
取
り
扱
う
場
合
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
当
該
他
の
情
報
と
同
一
基
準
、
同
一
期
間

を
対
象
と
し
て
作
成
す
る
。

④
一
般
報
告
ガ
イ
ダ
ン
ス
（general reporting guidance
）
に
つ
い
て
、
報
告
上
の
一
般
事
項
は
以
下
の
様
々
な
内
容
要
素
と
関
連
す

る
。
重
要
性
の
あ
る
事
象
の
開
示
、
資
本
に
関
す
る
開
示
、
短
、
中
、
長
期
の
時
間
軸
（tim

e fram
es for short, m

edium
 and long term

）、

集
約
と
細
分
化
（aggregation and disaggregation

）。

重
要
性
の
あ
る
事
象
の
開
示
に
つ
い
て
、
組
織
は
重
要
性
の
あ
る
事
象
の
性
質
を
考
慮
し
、
以
下
の
内
容
の
提
供
を
検
討
す
る
。
⒜
主

要
な
情
報
の
例
と
し
て
事
象
お
よ
び
組
織
戦
略
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
ま
た
は
資
本
へ
の
影
響
に
関
す
る
説
明
。
原
因
と
結
果
に
つ
い
て
の

理
解
に
資
す
る
関
連
す
る
相
互
作
用
・
相
互
関
係
（interactions and interdependencies

）。
事
象
に
対
す
る
組
織
の
見
解
。
事
象
に
対
す
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る
行
動
お
よ
び
効
果
。
事
象
に
つ
い
て
組
織
が
管
理
可
能
な
範
囲
。
定
量
的
お
よ
び
定
性
的
な
情
報
開
示
（quantitative and qualitative 

disclosures

）、
こ
れ
に
は
前
期
の
比
較
情
報
お
よ
び
将
来
期
間
の
目
標
を
含
む
。
⒝
事
象
に
関
し
て
不
確
実
性
が
存
在
す
る
場
合
に
、
不

確
実
性
に
関
す
る
開
示
の
例
を
説
明
す
る
。
将
来
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
）
の
幅
（the range of possible outcom

es

）、
関
連
す
る
前
提
お
よ

び
前
提
が
説
明
の
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、
情
報
が
い
か
に
変
化
す
る
か
。
期
待
収
益
率
が
期
待
通
り
と
な
る
価
格
変
動
性

（volatility

）、
提
供
さ
れ
た
情
報
に
関
連
す
る
確
実
性
の
範
囲
（certainty range

）
ま
た
は
信
頼
区
間
（C

I

：confi dence interval （35
）

）
あ
る

い
は
信
頼
限
界
（C

L

：confi dence lim
its

）。
⒟
事
象
に
関
す
る
主
要
情
報
が
不
確
実
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
そ
の
事
実
と
理
由
に
関
す

る
情
報
提
供
。
⒠
競
争
優
位
を
失
う
場
合
（loss of com
petitive advantage

）、
事
象
に
関
す
る
具
体
的
・
詳
細
な
内
容
で
な
く
一
般
的
性

質
に
関
す
る
開
示
。

複
雑
性
、
相
互
関
係
お
よ
び
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
（trade-off 

）
に
つ
い
て
、
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
統
合
報
告
書
に
よ
り
組
織
が
グ
ロ
ー
バ

ル
な
資
本
ス
ト
ッ
ク
に
与
え
る
影
響
の
全
て
が
記
録
さ
れ
る
形
で
、
全
て
の
多
様
な
資
本
間
の
複
雑
な
相
互
関
係
に
つ
い
て
網
羅
的
な
説

明
を
求
め
る
も
の
で
は
な
い
が
、
統
合
報
告
書
に
お
い
て
、
報
告
境
界
の
決
定
に
際
し
て
考
慮
す
る
相
互
関
係
お
よ
び
長
期
的
価
値
創
造

に
影
響
を
及
ぼ
す
以
下
の
重
要
な
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
に
つ
き
開
示
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
と
な
る
。
⒜
資
本
間
ま
た
は
資
本
の
構
成
要
素
間

の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
（trade-off s:betw

een capitals or betw
een com

ponents of a capital

）（
例
と
し
て
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
活
動
を
通
じ

た
雇
用
の
創
出
）。
⒝
異
な
る
時
点
間
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
（
例
と
し
て
よ
り
大
き
な
資
本
の
増
加
に
繋
が
る
行
動
に
は
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
他

の
行
動
を
選
択
す
る
こ
と
）。
⒞
組
織
に
帰
属
す
る
資
本
と
他
者
に
帰
属
ま
た
は
誰
に
も
帰
属
し
な
い
資
本
間
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
。

短
、
中
、
長
期
の
時
間
軸
と
し
て
統
合
報
告
書
を
作
成
、
表
示
す
る
に
当
た
り
、
組
織
が
考
慮
す
る
将
来
の
時
間
軸
は
他
の
報
告
形
態

の
場
合
よ
り
も
長
期
に
亘
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
短
、
中
、
長
期
各
々
の
時
間
軸
の
長
さ
は
組
織
の
事
業
、
投
資
サ
イ
ク
ル
、
戦
略
、

三
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月
）

（
五
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二
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主
要
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
正
当
な
ニ
ー
ズ
お
よ
び
関
心
（their legitim

ate needs and interests

）
を
参
考
に
し
て
組
織
が
決
定
す
る
。

各
々
の
期
間
に
つ
い
て
そ
の
長
さ
を
規
定
す
る
べ
き
回
答
は
存
在
し
な
い
。
時
間
軸
は
以
下
の
二
つ
に
よ
り
異
な
る
。
業
種
ま
た
は
セ
ク

タ
ー
（
自
動
車
産
業
に
お
け
る
戦
略
計
画
は
通
常
八
年
か
ら
一
〇
年
に
亘
る
二
つ
の
モ
デ
ル
サ
イ
ク
ル
周
期
（m

odel-cycle term
s

）
を
対
象
と
し
、
一

方
で
ハ
イ
テ
ク
業
界
に
お
け
る
時
間
軸
は
極
端
に
短
い
）、
な
ら
び
に
ア
ウ
ト
カ
ム
の
性
質
（
自
然
ま
た
は
社
会
・
関
係
資
本
に
影
響
を
与
え
る
一
部

の
事
象
は
そ
の
性
質
か
ら
長
期
的
な
場
合
が
多
い
）。
報
告
に
お
け
る
時
間
軸
の
長
さ
と
そ
の
理
由
は
、
統
合
報
告
書
に
開
示
さ
れ
る
情
報
の

性
質
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
と
し
て
長
期
的
事
象
は
不
確
実
性
に
影
響
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
情
報

は
よ
り
定
性
的
な
も
の
と
な
る
場
合
が
多
い
。
短
期
的
事
象
（shorter term

 m
atters

）
に
関
す
る
情
報
は
定
量
化
、
更
に
は
金
額
評
価

に
適
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
時
間
軸
毎
に
事
象
の
影
響
を
開
示
す
る
必
要
は
な
い
。

集
約
と
細
分
化
に
つ
い
て
、
⒜
個
々
の
組
織
は
各
状
況
に
適
し
た
情
報
を
提
供
す
る
集
約
レ
ベ
ル
（
国
、
子
会
社
、
部
門
ま
た
は
事
業
所

な
ど
）
を
決
定
す
る
。
細
分
化
ま
た
は
集
約
（disaggregate or aggregate

）
し
て
報
告
さ
れ
た
情
報
が
も
た
ら
す
追
加
的
な
有
用
性
（any 

added m
eaningfulness

）、
情
報
を
細
分
化
ま
た
は
集
約
す
る
た
め
に
必
要
な
努
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
を
含
む
。
⒝
状
況
に
よ
り
情

報
集
約
に
よ
り
意
味
が
大
き
く
失
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
特
定
領
域
に
お
け
る
良
い
実
績
ま
た
は
悪
い
実
績
が
不
明
瞭
と
な
る
可
能
性

も
あ
る
。
一
方
で
過
度
の
細
分
化
は
情
報
の
散
乱
を
も
た
ら
し
（unnecessary disaggregation can result in clutter

）、
そ
の
理
解
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
得
る
。
⒞
組
織
は
上
級
経
営
陣
お
よ
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
責
任
者
（senior m

anagem
ent and those charged w

ith governance

）

が
い
か
に
組
織
を
経
営
、
監
督
す
る
か
を
特
に
考
慮
し
た
上
で
、
情
報
を
適
切
な
レ
ベ
ル
に
細
分
化
ま
た
は
集
約
す
る
。
通
常
は
財
務
報

告
の
目
的
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
事
業
別
ま
た
は
地
域
別
セ
グ
メ
ン
ト
（the business or geographical segm

ents

）
に
基
づ
き
情
報
の
開

示
を
図
る
こ
と
に
な
る
。

三
七
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
三
三
）

4
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
責
任
を
負
う
者
に
よ
る
関
与
な
ら
び
に
価
値
創
造

国
際
統
合
報
告
評
議
会
（
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ 

二
〇
一
〇
年
設
立
）
は
国
際
的
な
新
た
な
枠
組
の
企
業
情
報
開
示
の
枠
組
み
を
開
発
す
る
た
め
、

二
〇
一
三
年
四
月
統
合
報
告
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
草
案
（
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
草
案
）
を
公
表
し
て
意
見
募
集
を
行

い
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
九
日
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
公
表
し
た
。
同
時
に
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
草
案
に
対
す
る
回
答
者
の
意
見
か
ら
提

起
さ
れ
た
課
題
に
関
し
てB

A
S
IS
 F
O
R
 C
O
N
C
L
U
S
IO
N
S

お
よ
び
補
足
資
料
で
あ
るS

U
M
M
A
R
Y
 O
F
 S
IG
N
IF
IC
A
N
T
 

IS
S
U
E
S

も
公
表
し
て
い
る
（
36
）

。

ガ
バ
ナ
ン
ス
に
責
任
を
負
う
者
に
よ
る
関
与
（Issue6:Involvem

ent of those charged w
ith governance

）
に
関
し
、
統
合
報
告
書
に
お

い
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
責
任
を
負
う
者
の
表
明
書
を
要
求
事
項
と
し
て
追
加
す
る
べ
き
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
対
応
と
し
て

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
一
・
二
〇
）
に
要
求
事
項
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
責
任
を
負
う
者
が
統
合
報
告
書
に
関
し
て
責
任
を
有
す
る
旨
の
表
明

書
を
含
め
る
こ
と
と
し
た
。
統
合
報
告
の
普
及
が
遅
れ
か
ね
な
い
と
い
う
懸
念
よ
り
も
、
統
合
報
告
書
の
信
頼
性
が
損
な
わ
れ
、
統
合
報

告
の
活
動
自
体
の
信
頼
が
失
墜
す
る
こ
と
を
危
惧
し
た
た
め
と
さ
れ
る
。

エ
ン
ロ
ン
の
不
正
会
計
事
件
の
教
訓
か
ら
内
部
統
制
強
化
、
監
査
人
の
独
立
と
行
動
規
範
の
厳
格
化
を
規
定
し
た
二
〇
〇
二
年
米
国

サ
ー
ベ
ン
ス
・
オ
ク
ス
レ
ー
法
（P

ublic C
om
pany A

ccounting R
eform

 and Investor P
rotection A

ct of 2002 

企
業
改
革
法
）
三
〇
二
条

（
財
務
報
告
に
お
け
る
会
社
の
責
任
）
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
Ｃ
Ｆ
Ｏ
（
最
高
財
務
責
任
者
）
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（
証
券
監
視
委
員
会
）
に
提
出
す
る
年
次

報
告
書
、
四
半
期
報
告
書
に
宣
誓
す
る
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
趣
旨
と
軌
を
一
に
し
よ
う
（
私
見
）。

ま
た
作
成
・
開
示
お
よ
び
保
証
の
基
準
（Issue 7: S

uitable criteria for preparation, presentation and assurance

）
と
し
て
、
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
は
内
容
要
素
と
し
て
新
た
に
作
成
と
開
示
の
基
礎
（
四
Ｈ
：
四
・
四
〇
│
四
・
四
八
）
を
追
加
し
、
重
要
事
項
の
定
量
化
や
評
価

三
七
五
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（
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四
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の
方
法
、
重
要
性
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
、
報
告
境
界
と
そ
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
の
以
下
の
記
載
を
求
め
て
い
る
。
重
要
性
決
定
プ
ロ
セ

ス
：
適
合
性
を
有
す
る
事
象
に
つ
い
て
重
要
性
を
評
価
し
、
重
要
性
を
有
す
る
事
象
の
優
先
付
け
に
つ
い
て
の
プ
ロ
セ
ス
の
記
載

（
四
・
四
二
）。
報
告
境
界
お
よ
び
報
告
境
界
が
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
か
：
組
織
お
よ
び
組
織
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
団
体
・
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
関
す
る
重
要
な
機
会
・
リ
ス
ク
・
実
績
は
報
告
情
報
に
含
め
る
（
四
・
四
三
│
四
・
四
五
）。
重
要
事
象
が
い
か
な
る
方
法
で

測
定
・
評
価
さ
れ
た
か
（
適
用
さ
れ
た
会
計
基
準
、
評
価
に
使
用
し
た
外
部
の
基
準
、
業
界
で
使
用
さ
れ
て
い
る
指
標
等
）（
四
・
四
七
│
四
・
四
八
）。

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
上
の
基
準
は
監
査
に
お
け
る
明
細
な
作
成
・
開
示
基
準
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
統
合
報
告
書
の
開
示
情
報
・

報
告
境
界
の
決
定
方
法
、
情
報
の
測
定
・
評
価
に
用
い
た
指
標
等
が
具
体
的
に
何
か
を
記
載
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
、
比
較
可
能
性

を
考
慮
し
、
組
織
の
状
況
に
よ
り
判
断
し
て
記
載
す
る
こ
と
に
な
る
。

価
値
・
価
値
創
造
お
よ
び
資
本
（Issue 5: V

alue/value creation and capitals

）
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
合
い
あ
る
い
は
内
容
、
定
量

化
の
必
要
が
あ
る
か
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
の
対
応
と
し
て
は
価
値
の
構
成
要
素
は
個
々
の
組
織
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
、
特
定
の
観
点

か
ら
価
値
の
定
義
を
行
な
わ
な
い
こ
と
と
し
た
（
価
値
創
造
の
概
念
に
つ
い
て
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
二
・
四
│
二
・
六
に
説
明
を
追
加
）。
創
造
さ
れ

る
価
値
に
は
次
の
二
種
類
が
あ
る
。
①
組
織
そ
の
も
の
の
価
値
、
②
他
者
へ
の
価
値
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や
社
会
）（
二
・
四
）。
財
務
資
本

提
供
者
は
①
と
共
に
組
織
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
②
も
関
心
が
あ
る
（
二
・
五
）。
組
織
そ
の
も
の
の
価
値
創
造
は
他
者
へ
の
価

値
創
造
と
結
び
付
き
、
他
者
と
の
取
引
、
組
織
外
で
の
活
動
、
社
会
の
関
係
構
築
等
に
よ
り
組
織
自
体
の
価
値
が
高
ま
る
（
二
・
六
）。

組
織
の
価
値
創
造
は
、
組
織
そ
の
も
の
に
直
接
影
響
す
る
も
の
（
売
上
額
や
製
品
製
造
数
等
）
の
み
な
ら
ず
、
他
者
へ
の
価
値
（
組
織
の

工
場
周
辺
の
環
境
整
備
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
関
係
を
良
好
に
保
ち
安
定
し
た
製
品
生
産
が
可
能
と
な
る
等
）
も
含
む
。
価
値
お
よ
び
価
値
創

造
を
全
て
定
量
化
す
る
必
要
は
な
い
と
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
草
案
に
お
け
る
考
え
方
を
再
確
認
し
、
価
値
評
価
は
報
告
書
の
利
用
者

三
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
三
五
）

が
判
断
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

Ⅱ
．
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
リ
ス
ク
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
関
わ
り
│
二
〇
一
五
年
英
国
現
代
奴
隷
法
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と

域
外
適
用
リ
ス
ク
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
イ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
交
錯
│

1
．
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
リ
ス
ク

上
場
企
業
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
リ
ス
ク
の
対
処
が
求
め
ら
れ
、
他
方
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法

人
）
に
よ
る
責
任
投
資
原
則
の
署
名
、
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
に
関
す
る
規
制
強
化
を
受
け
、
投
資
家
・
金
融
機
関
に
対
し
て
も
責
任
あ
る

投
資
の
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る
（
37
）

。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
す
る
課
題
が
不
十
分
な
企
業
に
対
す
る
法
令
違
反
・
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
リ
ス
ク
）
が
認
識
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
海
外
か
ら
の
規
制
強
化
な
ら
び
に
域
外
適
用
、
更
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド

シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｗ
Ｃ
）、
両
コ
ー
ド
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
対
話
と
の
関
わ
り
も
検
討
課
題
と
な
る
。

Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
基
づ
く
上
場
企
業
に
対
す
る
社
外
取
締
役
増
員
要
請
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
リ
ス
ク
、
不
祥
事
防
止
の
取
組
み
を
一
層
要
求
す
る
も
の
と

な
り
得
る
（
38
）

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
お
い
て
も
、
基
本
原
則
二
、
原
則
二
│
二
、
原
則
二
│
三
、
同
補
充
原
則
、
基
本
原
則
三
な
ど
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
課
題
へ
の
対
処
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
へ
の
取
組
み
の
必
要
性
が
窺
え
る
。
原
則
二
│
三
補
充
原
則
で
は
、
取
締
役
会
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
持
続
可
能
性
）
を
巡
る

課
題
へ
の
対
応
は
重
要
な
リ
ス
ク
管
理
の
一
分
で
あ
る
と
認
識
し
、
適
格
に
対
処
す
べ
き
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
更
に
Ｃ
Ｇ
Ｃ
で
は

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
う
ち
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
G
に
関
す
る
開
示
事
項
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
（
原
則
一
│
四
、
原
則
一
│
七
、
原
則
三

│
一
、
補
充
原
則
四
│
一
①
、
原
則
四
│
八
、
原
則
四
│
九
、
補
充
原
則
四
│
一
一
①
②
③
、
補
充
原
則
四
│
一
四
②
、
原
則
五
│
一
）。

三
七
七



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
三
六
）

2
．
欧
米
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の
法
規
制
│
二
〇
一
五
年
英
国
現
代
奴
隷
法
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
、
域
外
適
用
な
ど
│

（
1
）
欧
米
に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
関
連
の
法
規
制
強
化
と
二
〇
一
五
年
英
国
現
代
奴
隷
法

欧
米
で
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
分
野
に
限
ら
ず
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
通
じ
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
の
開
示
を
義
務
付
け
る
法
規
制
が
導
入
さ

れ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
米
国
紛
争
鉱
物
規
制
開
始
、
二
〇
一
四
年
Ｅ
Ｕ
非
財
務
情
報
開
示
指
令
採
択
、
二
〇
一
五
年
英
国
現
代
奴
隷
法

採
択
等
に
よ
り
、
自
主
的
取
組
み
で
あ
っ
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
調
達
が
法
的
義
務
な
い
し
は
準
じ
る
義
務
へ
引
き
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
ハ
ー
ド

ロ
ー
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
接
近
と
い
え
よ
う
か
（
私
見
）。

背
景
に
は
二
〇
一
一
年
国
連
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
指
導
原
則
採
択
を
通
じ
、
法
的
責
任
・
国
内
法
令
遵
守
を
超
え
た
前
国
家
的
・
普
遍
的

上
位
概
念
と
し
て
企
業
活
動
に
お
け
る
人
権
尊
重
責
任
が
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
他
方
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
企
業
の
法
的
責
任
を
超
え

る
倫
理
上
の
責
任
と
さ
れ
る
。

二
〇
一
五
年
三
月
英
国
現
代
奴
隷
法
（M

odern S
lavery A

ct 2015

）
は
、
業
種
を
問
わ
ず
、
一
定
規
模
の
売
上
の
企
業
に
対
し
、
強
制

労
働
・
人
身
取
引
に
関
す
る
開
示
を
法
的
に
義
務
付
け
て
い
る
。
現
代
奴
隷
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
の
手
続
に
関
す
る

声
明
を
毎
年
度
行
う
こ
と
を
要
求
し
、
手
続
を
取
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
そ
の
旨
の
声
明
を
要
求
す
る
（
同
法
五
四
条
）。

（
イ
）
英
国
現
代
奴
隷
法
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
域
外
適
用

二
〇
一
五
年
一
〇
月
に
は
内
務
大
臣
が
同
法
五
四
条
九
項
に
基
づ
き
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
等
に
お
け
る
現
代
奴
隷
法
透
明
性
実
務
ガ

イ
ド
（T
ransnparency in S

pply C
hains etc. A

 practical guide

）
を
発
出
し
、
二
〇
一
六
年
三
月
を
年
度
末
と
す
る
企
業
が
最
初
に

二
〇
一
五
│
一
六
決
算
年
度
に
関
す
る
声
明
を
発
表
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
決
算
年
度
末
か
ら
六
か
月
以
内
の
報
告
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
（
実
務
ガ
イ
ド
八
・
四
）。

三
七
八



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
三
七
）

本
邦
企
業
も
英
国
で
事
業
の
一
部
を
行
う
場
合
、
同
法
の
域
外
適
用
リ
ス
ク
が
生
じ
る
。
適
用
範
囲
（
同
法
五
四
条
三
・
四
項
お
よ
び
実

務
ガ
イ
ド
3
章
）
に
つ
き
、（
1
）
英
国
で
事
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
行
い
、（
2
）
商
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
か
つ
（
3
）
世

界
全
体
で
三
六
〇
〇
万
ポ
ン
ド
（
約
六
〇
億
円
）
以
上
の
年
間
売
上
を
有
す
る
、（
4
）
商
業
組
織
（C

om
m
ercial O

rganization

）
が
対
象

と
さ
れ
る
。
英
国
で
事
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
行
っ
て
い
る
か
は
一
般
常
識
に
基
づ
き
判
断
さ
れ
る
（com

m
onsense approach

）（
実
務

ガ
イ
ド
三
・
六
、
三
・
七
）。
規
制
当
局
の
裁
量
範
囲
が
大
き
い
と
い
え
る
。

英
国
で
明
白
な
事
業
の
実
体
（dem

onstrable business presence

）
を
有
し
て
い
な
い
企
業
は
、
一
般
常
識
に
基
づ
く
判
断
の
観
点
か

ら
本
条
は
適
用
さ
れ
な
い
（
実
務
ガ
イ
ド
三
・
八
）。
実
務
ガ
イ
ド
三
・
八
は
、
子
会
社
は
親
会
社
お
よ
び
他
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
は
完
全
に

独
立
し
て
活
動
し
得
る
こ
と
か
ら
、
英
国
子
会
社
を
有
す
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
親
会
社
が
英
国
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し

な
い
旨
規
定
し
て
い
る
が
（
39
）

、
英
国
子
会
社
が
親
会
社
か
ら
独
立
性
を
有
し
て
い
な
い
場
合
、
本
邦
親
会
社
も
英
国
で
事
業
の
一
部
を

行
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
（
40
）

。

個
々
の
事
例
の
事
実
に
即
し
て
最
終
的
に
は
英
国
の
裁
判
所
が
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
（T

he courts w
ill be the fi nal arbiter

）。
即
ち
、

内
務
省
実
務
ガ
イ
ド
に
よ
れ
ば
基
本
的
に
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（com

m
on sense approach

）
に
よ
り
判
断
さ
れ
、
英
国
に
お
い

て
明
白
な
事
業
実
態
を
保
有
し
て
い
な
い
（do not have a dem

onstrable business presence in the U
nited K

ingdom

）
組
織
体
に
は
本
条

項
は
適
用
さ
れ
な
い
（
41
）

。
英
国
贈
収
賄
防
止
法
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
第
七
条
五
項
（U

K
 B
ribery A

ct 2010 guidance S
ection 7: F

ailure of 

com
m
ercial organisations to prevent bribery

）
に
お
い
て
も
同
様
の
記
述
が
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
42
）

、
英
国
贈
収
賄
防
止
法
に
関
す

る
議
論
同
様
、
域
外
適
用
の
リ
ス
ク
は
皆
無
と
は
い
え
な
い
こ
と
と
な
ろ
う
。

英
国
に
駐
在
事
務
所
ま
た
は
支
店
を
有
す
る
本
邦
企
業
は
英
国
内
で
事
業
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
行
っ
て
い
る
（carrying on a 

三
七
九



政
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五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
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月
）

（
五
三
八
）

business or part of a business

）
こ
と
に
な
る
が
、
英
国
子
会
社
を
有
す
る
の
み
で
は
本
邦
本
社
は
原
則
と
し
て
該
当
せ
ず
、
他
の
要
素

と
重
ね
て
該
当
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
と
い
え
る
。
英
国
子
会
社
単
独
で
は
該
当
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
売
上
高
は
子
会
社
・
事
業
（
43
）

の
分
も
含
め
て
計
算
さ
れ
、
業
者
間
割
引
（trade discount

）
付
加
価
値
税
（value added tax

）
な
ら
び
に
そ
の
他
諸
税
を
控
除
後
の
金

額
と
な
る
。
他
方
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
形
式
（F

ranchise m
odels

）
で
は
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
は
別
個
独
立
の
組

織
体
で
あ
り
、
親
子
会
社
関
係
で
も
な
く
売
上
高
は
別
個
に
算
定
さ
れ
る
（
実
務
ガ
イ
ド
三
・
二
項
、
三
・
三
項
、
三
・
九
項
（
44
）

、
三
・
一
〇
項
）。

（
ロ
）
英
国
現
代
奴
隷
法
の
情
報
開
示

次
に
、
こ
う
し
た
商
業
組
織
（com

m
ercial organisation

）
が
求
め
ら
れ
る
情
報
開
示
・
報
告
（A

 slavery and hum
an traffi  cking 

statem
ent for a fi nancial year

）
は
（
法
五
四
条
四
項
）、（
i
）
自
社
事
業
お
よ
び
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
、
奴
隷
労
働
（
隷
属
状
態

お
よ
び
強
制
労
働
を
含
む
）
な
ら
び
に
人
身
取
引
が
派
生
し
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
前
会
計
年
度
中
に
と
っ
た
措
置
、
ま
た
は
（
ii
）

か
か
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
は
チ
ェ
ー
ン
に
連
な
る
子
会
社
の
み
な
ら
ず
、
英
国
内
外
で
事
業
活
動
を
行
う
第
三
者
が
含
ま
れ
、
英
国
外
で

事
業
活
動
を
行
う
子
会
社
も
包
含
さ
れ
る
。
現
在
奴
隷
法
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
範
囲
を
限
定
せ
ず
、
大
手
チ
ェ
ー
ン
が
多
国
籍
・
多

層
化
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
本
邦
企
業
に
お
い
て
適
切
な
情
報
開
示
を
行
う
こ
と
は
容
易
で
な
い
と
思
料
さ
れ
る
（
45
）

。

同
法
に
お
い
て
開
示
が
期
待
さ
れ
る
六
つ
の
要
素
（
法
五
四
条
五
項
）
は
以
下
の
通
り
（
46
）

。
⒜
企
業
の
組
織
、
事
業
お
よ
び
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
、
⒝
奴
隷
労
働
お
よ
び
人
身
取
引
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
、
⒞
自
社
の
事
業
お
よ
び
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
現
代
奴
隷
に

関
す
る
デ
ュ
ー
・
デ
イ
リ
ジ
ェ
ン
ス
プ
ロ
セ
ス
、
⒟
現
代
奴
隷
が
発
生
し
て
い
る
リ
ス
ク
の
あ
る
自
社
の
事
業
お
よ
び
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
部
分
お
よ
び
企
業
が
リ
ス
ク
を
評
価
・
対
処
す
る
た
め
に
実
施
し
た
手
続
、
⒠
適
切
と
考
え
る
業
績
評
価
指
標
で
測
定
さ
れ
た
、
自

三
八
〇



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
三
九
）

社
の
事
業
ま
た
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
現
代
奴
隷
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
方
法
の
実
効
性
、
⒡
従
業
員
に
対
す
る
現
代

奴
隷
に
関
す
る
研
修
な
ら
び
に
能
力
工
場
（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）。
実
務
ガ
イ
ド
は
開
示
の
前
提
と
し
て
の
現
代
奴
隷
に
関
す

る
デ
ュ
ー
・
デ
イ
リ
ジ
ェ
ン
ス
プ
ロ
セ
ス
の
方
法
に
関
し
て
解
説
し
、
内
容
は
国
連
指
導
原
則
に
基
づ
く
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
イ
リ
ジ
ェ
ン

ス
を
踏
ま
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
報
を
報
告
す
る
こ
と
が
実
務
上
の
基
準
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

対
象
企
業
内
の
承
認
手
続
き
と
し
て
、
上
記
報
告
内
容
に
つ
き
取
締
役
会
の
承
認
な
ら
び
に
取
締
役
の
署
名
が
求
め
ら
れ
る
（
同
法

五
四
条
六
項
⒜
）。
取
締
役
と
し
て
は
本
邦
企
業
で
あ
れ
ば
代
表
取
締
役
、
日
系
の
英
国
企
業
で
あ
れ
ばm

anaging director

が
想
定
さ

れ
る
。
罰
則
と
し
て
、
対
象
企
業
が
報
告
を
怠
る
場
合
、
英
国
内
務
相
（the S

ecretary of S
tate

）
は
英
国
高
等
法
院
（the H

igh C
ourt

）

に
同
法
の
遵
守
を
求
め
る
強
制
履
行
命
令
（an injunction

）
の
発
出
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
法
五
四
条
一
一
項
）。
命
令
に
従
わ

な
い
場
合
は
法
廷
侮
辱
罪
（
無
制
限
の
罰
金
刑
）（contem

pt of a court order, w
hich is punishable by an unlim

ited fi ne

）
に
問
わ
れ
る
（
実

務
ガ
イ
ド
二
・
六
項
）。

こ
の
よ
う
に
同
法
は
対
象
範
囲
が
広
範
囲
で
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
も
強
く
、
本
邦
企
業
と
し
て
も
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る

最
新
の
国
際
的
規
範
・
基
準
の
動
向
を
踏
ま
え
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
内
部
通
報
制
度
、
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
整
備
の
一
体
的
な

充
実
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
な
ろ
う
。

（
2
）
二
〇
一
四
年
Ｅ
Ｕ
非
財
務
情
報
開
示
指
令

二
〇
一
四
年
Ｅ
Ｕ
非
財
務
情
報
開
示
指
令
で
は
、
広
範
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
分
野
に
関
し
て
情
報
開
示
を
要
求
さ
れ
る
。
適
用
対
象
は
、
従
業
員

五
〇
〇
人
超
の
公
的
な
利
益
を
有
す
る
企
業
（
上
場
企
業
・
金
融
機
関
）
に
対
し
年
次
報
告
書
に
お
け
る
開
示
を
要
求
す
る
。
開
示
分
野
は
、

（
i
）
環
境
・
社
会
お
よ
び
従
業
員
に
関
す
る
事
項
に
加
え
、（
ii
）
人
権
に
対
す
る
尊
重
、（
iii
）
腐
敗
・
贈
賄
防
止
に
関
す
る
事
項
に
つ

三
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い
て
も
開
示
分
野
を
拡
大
す
る
。
開
示
事
項
は
、（
i
）
上
記
分
野
に
関
す
る
会
社
の
方
針
、（
ii
）
こ
れ
ら
の
方
針
の
結
果
、（
iii
）
上
記

分
野
に
関
連
す
る
リ
ス
ク
お
よ
び
会
社
に
よ
る
そ
れ
ら
の
リ
ス
ク
へ
の
対
処
方
法
、（
iv
）
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）（
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
関
す
る
情
報
も
含
む
）
で
あ
る
。
開
始
時
期
は
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
六
日
ま
で
に
Ｅ
Ｕ
各
国
に
お
い
て
国
内
法
化
の
必
要
が

あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
二
〇
一
六
年
一
二
月
六
日
ま
で
に
欧
州
委
員
会
よ
り
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
指
令
に
基
づ
く
開
示
は
国
内

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
基
づ
く
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
は
ジ
ャ
ー
マ
ン
・
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ー
ド
を
既
に
発
表
し
て
い

る
。非

財
務
情
報
開
示
に
関
す
る
国
際
基
準
に
つ
い
て
、
既
に
本
邦
企
業
を
含
む
多
数
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
こ
う
し
た
基
準
に
基
づ
き
開

示
を
行
っ
て
い
る
。
我
が
国
も
二
〇
一
五
年
一
一
月
か
ら
金
融
庁
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
「
ガ
バ
ナ

ン
ス
や
中
長
期
計
画
そ
の
他
の
非
財
務
情
報
の
開
示
」
を
検
討
課
題
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
る
。
他
方
で
規
制
ギ
ャ
ッ
プ
も
指
摘
さ
れ
、
我

が
国
企
業
は
欧
米
と
の
規
制
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
我
が
国
に
非
財
務
情
報
の
法
定
開
示
が
な
い
こ
と
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
リ
ス
ク
対
応
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ

情
報
開
示
に
関
す
る
企
業
の
取
組
み
を
遅
ら
せ
る
一
因
と
な
り
か
ね
な
い
。
我
が
国
の
投
資
家
に
お
い
て
も
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
を
重
視
し
始
め

て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
（
47
）

。

欧
州
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
関
し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
リ
ス
ク
の
高
い
企
業
は
投
資
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。E

uropean S
R
I 

S
tudy2014

に
よ
れ
ば
約
半
数
の
金
融
機
関
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
採
用
し
、E

xclusion

が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
手
法
と
し
て
機
関
投
資
家
の
運
用
資

産
の
四
一
％
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

E
xclusion

は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
企
業
・
業
界
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
か
ら
除
外
す
る
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）。

そ
の
他
、N

orm
 based screening

（
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
多
国
籍
企
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
規
範
に
準
拠
す
る
手

三
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
四
一
）

法
）、E

S
G
 Integration

（
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
い
て
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
プ
ロ
セ
ス
や
適
切
な
調
査
源
に
基
づ
き
金
融
分
析
や
投
資
判
断
に

お
い
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
す
る
リ
ス
ク
や
機
会
を
含
め
て
評
価
を
行
う
手
法
）、E

ngagem
ent and voting

（
投
資
先
企
業
に
対
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
課
題
に
関
し

て
建
設
的
な
対
話
（
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
）
や
議
決
権
行
使
を
通
じ
て
働
き
か
け
を
行
う
手
法
）
が
あ
る
。Engagem

ent and voting

は
、
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
活
動
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

3
．
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
に
関
し
て
、
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
を
契
機
に
コ
ン
ダ
ク
リ
ス
ク
が
金
融
機
関
の
み
な
ら
ず
金
融
市

場
全
体
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
金
融
機
関
の
不
適
切
な
行
動
に
よ
り
、
金
融
機
関
や
金
融
市
場
に
対
す
る
ス
テ
イ

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
を
生
じ
さ
せ
る
怖
れ
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
リ
ス
ク
カ
ル

チ
ャ
ー
の
醸
成
、
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｇ
20
傘
下
の
金
融
安
定
理
事
会
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
も
、
コ
ン
グ
ク
ト
リ
ス
ク
の
対
応
の
必
要
性
に
言
及
し
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
が
発
表
し
た
「
効
果
的

な
リ
ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
た
め
の
原
則
」（
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
お
よ
び
倫
理
に
反
す
る
実

務
と
共
に
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
、
コ
ン
ダ
ク
リ
ス
ク
等
の
計
量
化
が
困
難
な
リ
ス
ク
も
リ
ス
ク
管
理
に
お
い
て
考
慮
す
べ
き
旨

を
規
定
し
て
い
る
。

英
国
Ｆ
Ｃ
Ａ
（
金
融
行
動
監
視
機
構
）
は
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
に
対
す
る
監
督
を
強
め
て
お
り
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
毎
年
コ
ン
グ
ク
ト
リ
ス
ク
を

中
核
と
す
る
リ
ス
ク
の
概
況
と
し
てF

C
A
 R
isk O

utlook

を
発
表
し
、
監
督
方
針
と
し
てF

C
A
 B
usiness plan

を
発
表
し
て
優
先
的

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
リ
ス
ク
分
野
な
ど
を
公
表
し
て
い
る
（
二
〇
一
五
年
以
降
は
両
文
書
を
合
体
）。
英
国
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス

ク
に
つ
い
て
明
確
な
定
義
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
広
い
規
制
・
監
督
の
裁
量
を
残
し
て
い
る
。
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F
C
A
 R
isk O

utlook 2013

は
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
素
と
し
て
、
固
有
の
要
素
で
は
情
報
の
非
対
称
性
、
消
費
者
の
バ
イ

ア
ス
・
能
力
不
足
、
組
織
・
行
動
に
伴
う
要
素
で
は
利
益
相
反
、
企
業
文
化
、
競
争
の
不
足
、
環
境
に
伴
う
要
素
で
は
経
済
・
市
場
の
ト

レ
ン
ド
、
技
術
進
歩
、
規
制
・
政
策
の
変
化
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。B
usiness P

lan2015/2016

は
、
企
業
行
動
に
関
す
る
リ
ス
ク
と
し

て
企
業
文
化
・
消
費
者
行
動
・
利
益
相
反
・
金
融
犯
罪
・
不
公
正
取
引
な
ど
の
項
目
を
掲
げ
る
。

金
融
片
も
金
融
機
関
の
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
対
処
へ
の
関
心
を
強
め
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
平
成
二
六
事
務
年
度
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
基
本
方
針
、
平
成
二
七
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
に
お
け
る
重
点
施
策
と
し
て
「
6
．
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
持
続
可
能
性
と
ガ
バ
ナ
ン

ス
態
勢
を
検
証
」、「
7
．
顧
客
の
信
頼
・
安
心
感
を
確
保
す
る
た
め
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
不

正
送
金
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
等
へ
の
対
応
状
況
、
業
務
継
続
体
制
の
整
備
、
反
社
・
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
対
応
等
の
取
組
み
を
検
証
」
す

る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
金
融
機
関
の
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス
ク
対
処
は
金
融
機
関
に
よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
課
題
対
応
と

も
位
置
付
け
ら
れ
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
リ
ス
ク
へ
の
対
処
と
し
て
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
高
リ
ス
ク
分
野
へ
の
重
点
的
な
対
応
が
有
効
と
さ
れ
る
。
リ
ス

ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
外
国
公
務
員
贈
賄
規
制
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
規
制
、
金
融
制
裁
規
制
な
ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
実

務
に
お
け
る
重
要
な
手
法
と
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
二
四
も
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
を
明
記
す
る
。
非
財

務
情
報
開
示
の
実
務
で
は
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
が
重
要
原
則
と
さ
れ
、
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
整
合
す
る
。

今
後
は
投
資
先
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
リ
ス
ク
へ
の
対
応
と
し
て
、
自
主
規
制
を
超
え
た
広
義
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
し
て
幅
広
い
ス
テ
イ

ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
、
従
来
の
法
令
遵
守
を
超
え
る
領
域
の
不
適
切
な
行
動
（
コ
ン
ダ
ク
ト
）
と
い
っ
た
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

へ
の
対
処
が
重
要
と
な
り
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
の
接
点
と
な
ろ
う
。

三
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
四
三
）

4
．
責
任
投
資
の
実
際
│
議
決
権
行
使
と
の
関
係
な
ど
│

か
か
る
責
任
投
資
の
フ
ロ
ー
の
実
際
と
し
て
、
①
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
株
式
投
資
の
場
合
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
要
因
を
考
慮
し
た
投
資
先
企
業
選
定
、

な
ら
び
に
対
話
と
し
て
の
Ｉ
Ｒ
（
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
銘
柄
選
択
を
行
い
、
付
加
価
値
を

追
及
し
、
投
資
リ
タ
ー
ン
の
向
上
が
得
ら
れ
れ
ば
投
資
決
定
を
実
行
す
る
が
、
得
ら
れ
な
け
れ
ば
投
資
を
行
わ
な
い
。
②
他
方
、
パ
ッ
シ

ブ
な
株
式
投
資
で
は
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
全
銘
柄
に
対
す
る
持
ち
切
り
方
針
の
投
資
（
バ
イ
ア
ン
ド
ホ
ー
ル
ド
）
を
行
い
、
Ｓ
Ｒ
（
シ
ェ
ア

ホ
ル
ダ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
（
48
）

を
経
て
β
（
ベ
ー
タ
）
リ
ス
ク
（
49
）

の
向
上
を
図
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
責
任
投
資
と
し
て
み
れ
ば
、
投

資
先
企
業
が
対
応
す
れ
ば
機
関
投
資
家
に
お
け
る
投
資
リ
タ
ー
ン
向
上
・
超
過
収
益
獲
得
の
み
な
ら
ず
、
株
式
市
場
全
体
の
リ
タ
ー
ン
拡

大
に
も
資
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
投
資
先
企
業
側
の
対
応
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
、
機
関
投
資
家
は
行
使
方
針
に
従
っ
て
株
主
総
会
に

お
い
て
議
決
権
を
行
使
し
、
対
応
を
促
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
責
任
投
資
の
一
環
と
し
て
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
の
内
容
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
投
資
で
は
超
過
収
益
の
源
泉
、

パ
ッ
シ
ブ
投
資
で
は
長
期
投
資
家
の
視
点
で
投
資
先
企
業
・
株
式
市
場
全
体
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

投
資
家
に
お
い
て
は
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
と
か
く
議
論
の
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
株
主
総
会
の
出
席
あ
る

い
は
議
決
権
行
使
に
限
定
さ
れ
ず
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
実
践
に
よ
り
投
資
家
サ
イ
ド
に
お
け
る
投
資
の
考
え
方
の
局
面

が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
投
資
先
企
業
に
お
け
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
実
践
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

取
組
み
と
合
わ
せ
て
日
本
経
済
の
転
換
、
成
長
戦
略
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
な
る
。

三
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第
六
章
．
グ
ロ
ー
バ
ル
な
機
関
投
資
家
等
の
株
主
総
会
へ
の
対
応
と
会
社
法
制

│
実
質
株
主
と
の
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
作
り
と
法
的
論
点
│

Ⅰ
．
グ
ロ
ー
バ
ル
な
機
関
投
資
家
等
実
質
株
主
と
の
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
作
り

以
下
で
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
適
用
を
受
け
る
機
関
投
資
家
等
の
投
資
家
サ
イ
ド
に
関
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
機
関

投
資
家
等
の
株
主
総
会
へ
の
対
応
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
対
話
の
場
と
し
て
は
株
主
総
会
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
形
成
に
向
け
て
検
討
領
域
は
大
き
く
拡
大
し
て
き
た
こ
と
、
議
決
権
自
体
は
主
と
し
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
投
資
に
お
い
て
行
使
さ
れ

る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。
他
方
で
、
株
主
総
会
の
出
席
あ
る
い
は
議
決
権
行
使
は
依
然
と
し
て
株
主
と
経
営
陣
の
対
話
に
お
い
て
は
重
要

な
役
割
を
有
し
て
い
る
。
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
に
お
い
て
は
、
信
託
銀
行
口
座
等
を
通
じ
た
実
質
株
主
と
の
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
作
り
が
焦
点
と
な
る
。
必
ず
し
も
議
決
権
行
使
の
み
な
ら
ず
、
対
話
の
貴
重
な
機
会
で
あ
る
株
主
総
会
に
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
に
沿
っ
て
実
質
株
主
が
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
加
わ
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
実
質
株
主
の
総

会
出
席
に
関
す
る
法
理
論
の
整
理
と
理
解
な
ど
が
重
要
と
な
る
。

前
項
で
は
責
任
投
資
の
実
際
と
し
て
、
議
決
権
行
使
と
の
関
係
な
ど
の
フ
ロ
ー
の
一
例
を
示
し
て
き
た
が
、
二
つ
の
コ
ー
ド
の
実
践
段

階
へ
の
進
展
と
共
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
投
資
あ
る
い
は
パ
ッ
シ
ブ
投
資
に
つ
い
て
今
後
は
必
ず
し
も
明
確
に
各
フ
ロ
ー
の
流
れ
が
区
分
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
議
決
権
行
使
に
関
し
て
も
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
形
成
に
向
け
た
役
割
部
分
が
拡
大
し
、
責
任
投
資
全
体
と
し

て
一
元
的
・
同
質
化
す
る
ベ
ク
ト
ル
が
働
く
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
（
私
見
）。

そ
の
観
点
か
ら
、
従
来
は
と
か
く
活
動
的
な
機
関
投
資
家
で
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
に
焦
点
を
当
て
て
、
株
主
総
会
に
お
け
る
経
営
陣

三
八
六



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
四
五
）

提
案
の
議
案
に
対
す
る
反
対
投
票
の
基
準
策
定
と
し
て
議
決
権
行
使
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
意
識
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
二
つ
の
日
本
版

コ
ー
ド
の
導
入
に
合
わ
せ
、
株
主
総
会
出
席
も
含
め
た
経
営
陣
と
の
対
話
形
成
に
向
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
全
般
を
念
頭
に
、
実

質
株
主
に
対
す
る
基
準
策
定
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
こ
う
。

経
済
産
業
省
策
定
の
「
持
続
的
成
長
に
向
け
た
企
業
と
投
資
家
の
対
話
促
進
研
究
会
報
告
書
」（
二
〇
一
五
年
四
月
二
三
日
）
で
は
、
名

義
株
主
と
な
っ
て
い
な
い
機
関
投
資
家
等
で
株
主
総
会
に
出
席
す
る
合
理
的
な
理
由
が
認
め
ら
れ
る
者
が
名
義
株
主
か
ら
代
理
権
の
授
与

を
受
け
て
株
主
総
会
へ
の
参
加
を
望
む
場
合
の
考
え
方
や
対
応
に
つ
い
て
の
検
討
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
、
関
係
団
体
等
に
お
い
て
実
務
上

の
対
応
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
策
定
が
望
ま
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
六
月
三
〇
日
閣
議
決
定
「「
日
本
再
興
戦
略
」
改
訂
二
〇
一
五
」
に
お
い
て
も
、
名
義
株
主
以
外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投

資
家
等
が
株
主
総
会
に
参
加
す
る
上
で
の
企
業
の
基
本
方
針
作
り
を
円
滑
化
す
る
た
め
、
関
係
団
体
等
に
お
け
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
本
年
末

ま
で
の
策
定
を
促
す
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
機
関
投
資
家
等
実
質
株
主
と
の
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
作
り
に
関
し
て
、
全
国
株
懇
連
合
会
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
機
関
投
資
家
等
の
株
主
総
会
へ
の
出
席
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
二
〇
一
五

年
一
一
月
一
三
日
）
の
内
容
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
（
50
）

。

企
業
と
投
資
家
と
の
建
設
的
な
対
話
を
通
じ
、
持
続
的
な
企
業
価
値
向
上
が
図
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
両
者
が
中
長
期
的
視
点
か
ら
企

業
価
値
お
よ
び
資
本
効
率
を
高
め
、
持
続
的
成
長
を
促
す
「
目
的
を
も
っ
た
対
話
」
を
通
じ
て
認
識
の
共
有
、
問
題
の
改
善
に
努
め
る
こ

と
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
。
株
主
総
会
は
企
業
経
営
陣
が
業
績
、
課
題
や
中
長
期
的
な
経
営
戦
略
を
直
接
株
主
に
語
る
こ
と
が
で
き
る

株
主
と
企
業
の
間
の
対
話
の
貴
重
な
機
会
と
な
る
。
株
主
総
会
に
お
け
る
機
関
投
資
家
等
と
の
対
話
の
活
性
化
は
、
機
関
投
資
家
等
が
形

式
的
な
議
決
権
行
使
を
行
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
予
防
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

三
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政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
四
六
）

上
場
会
社
は
株
主
総
会
基
準
日
に
お
い
て
株
主
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
株
主
（
名
義
株
主
）
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
信
託

口
を
通
じ
て
株
式
を
保
有
す
る
よ
う
な
場
合
、
受
託
者
の
背
後
で
議
決
権
行
使
の
指
図
を
す
る
委
託
者
等
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

株
主
判
明
調
査
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
機
関
投
資
家
等
に
よ
る
株
主
総
会
へ
の
出
席
要
請
、
機
関
投
資
家
等
と
企
業
の
交
渉
は
名
義
株
主

の
背
後
の
委
託
者
等
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
に
も
な
る
。

名
義
株
主
で
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
等
の
株
主
総
会
へ
の
出
席
に
つ
い
て
は
、
実
務
的
取
扱
い
は
確
立
し
て
い
る
と
は
い
い
難

い
。
株
主
総
会
は
会
社
法
上
の
法
定
の
決
議
機
関
で
あ
り
、
株
主
総
会
に
法
的
に
出
席
で
き
な
い
者
は
出
席
し
て
質
問
や
議
決
権
行
使
等

を
す
べ
き
で
な
い
。
株
主
数
が
多
数
に
及
ぶ
場
合
、
議
決
権
行
使
状
況
の
正
確
な
把
握
、
円
滑
か
つ
安
定
し
た
株
主
総
会
運
営
の
要
請
等

の
観
点
か
ら
名
義
株
主
制
度
が
設
け
ら
れ
、
名
義
株
主
と
な
ら
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
等
が
株
主
総
会
に
出
席
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
株
主
総
会
の
法
的
性
格
等
を
踏
ま
え
許
容
さ
れ
る
範
囲
、
条
件
等
に
つ
い
て
の
法
的
な
考
え
方
を
整
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

株
主
は
代
理
人
に
よ
り
議
決
権
を
行
使
で
き
る
（
会
社
法
三
一
〇
条
一
項
）
が
、
上
場
会
社
に
お
い
て
代
理
人
は
株
主
に
限
る
旨
の
定
款

規
定
が
置
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
定
款
規
定
は
株
主
総
会
が
株
主
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
攪
乱
の
防
止
、
会
社
の
利
益
保
護
の
趣
旨
か
ら

法
的
に
も
有
効
な
制
約
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
最
判
昭
和
四
三
年
一
一
月
一
日
民
集
二
二
巻
一
二
号
二
四
〇
二
頁
等
参
照
）。
名
義
株
主
で
な

い
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
等
の
株
主
総
会
出
席
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
定
款
規
定
と
の
調
整
も
論
点
と
な
る
。

Ⅱ
．
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
等
の
株
主
総
会
出
席
の
方
法
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
対
話
形
成

議
決
権
代
理
行
使
の
定
款
規
定
、
議
決
権
の
不
統
一
行
使
な
ど
の
会
社
法
規
律
等
を
踏
ま
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
等
が
上
記

の
定
款
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
上
場
会
社
の
株
主
総
会
に
出
席
す
る
ル
ー
ト
と
し
て
以
下
の
⒜
、
⒝
、
⒞
、
⒟
の
四
つ
が
想
定
さ
れ
、
今

後
の
検
討
が
進
め
ら
れ
る
。

三
八
八



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
四
七
）

⒜　

株
主
総
会
の
基
準
日
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
が
一
単
元
以
上
の
株
式
の
所
有
者
と
な
り
、
一
〇
〇
単
元
の
名
義
株
主

の
名
義
株
式
に
係
る
代
理
権
を
授
与
し
て
総
会
に
出
席
す
る
方
法
で
あ
る
。

利
点
と
し
て
、
代
理
人
資
格
を
名
義
株
主
に
限
定
す
る
定
款
規
定
の
下
で
も
代
理
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

法
的
安
定
性
が
高
い
。
留
意
点
と
し
て
、
議
決
権
行
使
の
基
準
日
時
点
で
一
単
元
以
上
の
名
義
株
主
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
外
国

人
機
関
投
資
家
で
は
、
管
理
上
の
問
題
、
利
益
相
反
を
理
由
に
名
義
株
主
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

⒝　

会
社
側
の
合
理
的
裁
量
に
服
し
た
上
で
、
株
主
総
会
の
当
日
に
株
主
総
会
を
傍
聴
す
る
方
法
で
あ
る
。
機
関
投
資
家
等
は
株
主
総

会
前
に
議
決
権
行
使
を
行
っ
て
お
り
、
決
議
の
可
否
は
事
前
に
判
明
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
51
）

。

利
点
は
、
株
主
総
会
参
加
に
よ
り
経
営
者
の
振
る
舞
い
・
姿
勢
等
の
非
言
語
情
報
を
得
ら
れ
、
議
決
権
行
使
で
な
く
株
主
総
会
の
状
況

等
を
把
握
を
求
め
る
場
合
に
活
用
で
き
る
。
定
款
規
定
の
例
外
に
当
た
る
か
否
か
、
ま
た
議
決
権
の
二
重
行
使
の
処
理
の
問
題
も
生
じ
な

い
。
留
意
点
と
し
て
、
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
・
質
問
等
の
株
主
権
行
使
は
で
き
ず
、
傍
聴
の
可
否
等
は
会
社
側
の
合
理
的
裁
量
に

服
す
る
。

⒞　

判
例
法
理
で
示
さ
れ
る
解
釈
に
従
い
、
株
主
総
会
に
出
席
す
べ
き
特
段
の
事
情
を
発
行
会
社
に
証
明
し
、
名
義
株
主
の
代
理
人
と

し
て
総
会
に
出
席
す
る
方
法
で
あ
る
。
特
段
の
事
情
と
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
期
間
投
資
家
に
よ
る
議
決
権
の
代
理
行
使
を
認
め
て
も
株

主
総
会
が
攪
乱
さ
れ
会
社
利
益
が
害
さ
れ
る
怖
れ
が
な
い
こ
と
、
議
決
権
の
代
理
行
使
を
認
め
な
け
れ
ば
議
決
権
行
使
が
実
質
的
に
阻
害

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
等
が
想
定
さ
れ
る
。
利
点
は
、
議
決
権
行
使
の
基
準
日
時
点
で
一
単
元
以
上
の
名
義
株
主
で
は
な
く
と
も
定
款
変
更

を
経
る
こ
と
な
く
出
席
が
認
め
ら
れ
る
。
留
意
点
と
し
て
、
特
段
の
事
情
の
解
釈
等
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
く
、
法
的
安
定
性
の
面
で
課

題
が
残
る
。

三
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政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
四
八
）

判
例
で
は
、
代
理
行
使
を
認
め
て
も
株
主
総
会
が
攪
乱
さ
れ
会
社
利
益
が
害
さ
れ
る
怖
れ
が
な
く
、
却
っ
て
こ
れ
を
認
め
な
い
と
株
主

の
議
決
権
行
使
の
機
会
を
事
実
上
奪
う
に
等
し
く
不
当
な
結
果
を
も
た
ら
す
場
合
、
非
株
主
を
代
理
人
と
し
た
議
決
権
行
使
が
認
め
ら
れ

る
（
最
判
昭
和
五
一
年
一
二
月
二
四
日
民
集
三
〇
巻
一
一
号
一
〇
七
六
頁
。
県
、
市
、
株
式
会
社
が
職
員
ま
た
は
従
業
員
を
代
理
人
と
し
て
株
主
総
会
に

出
席
さ
せ
る
事
案
）。
こ
の
他
、
重
病
で
入
院
中
の
個
人
株
主
が
親
族
を
代
理
人
と
す
る
場
合
（
大
阪
高
判
昭
和
四
一
年
八
月
八
日
下
民
集
一
七

巻
七
│
八
号
六
四
七
頁
（
52
）

）、
未
成
年
者
の
法
定
代
理
人
で
あ
る
親
権
者
の
場
合
、
常
任
代
理
人
の
場
合
が
例
示
さ
れ
る
。

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
投
信
法
）
一
〇
条
二
項
は
、
代
理
人
の
数
に
関
す
る
会
社
法
三
一
〇
条
五
項
の
適
用
を
排

除
し
、
投
信
法
一
〇
条
の
適
用
を
受
け
る
投
資
信
託
の
委
託
者
に
該
当
す
る
場
合
、
名
義
株
主
で
な
い
委
託
者
指
図
型
投
資
信
託
の
委
託

会
社
で
あ
る
機
関
投
資
家
は
、
名
義
株
主
の
代
理
人
と
し
て
総
会
出
席
が
許
容
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
（
53
）

。

今
後
の
問
題
点
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
等
に
は
投
信
法
一
〇
条
の
適
用
を
直
接
に
は
受
け
な
い
が
、
忠
実
義
務
（
金
融
商

品
取
引
法
四
二
条
一
項
二
号
）
な
ら
び
に
善
管
注
意
義
務
（
同
条
二
項
）
に
服
し
た
投
信
法
一
〇
条
の
投
資
信
託
に
準
じ
た
構
造
を
有
す
る
も

の
が
少
な
く
な
く
、
出
席
が
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
に
つ
い
て
解
釈
の
蓄
積
が
待
た
れ
る
（
54
）

。

議
決
権
行
使
は
共
益
権
で
あ
り
、
適
正
な
議
決
権
行
使
の
確
保
は
他
の
株
主
の
利
害
に
も
重
要
と
な
る
た
め
、
特
段
の
事
情
の
判
定
に

当
た
り
適
正
か
つ
正
確
な
手
続
を
経
る
必
要
が
あ
る
。
特
段
の
事
情
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
名
義
人
か
ら
一
定
の
証
明

書
を
得
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
委
任
状
合
戦
（proxy fi ght

）
が
生
じ
て
い
る
総
会
に
お
い
て
総
会
検
査
役
等
が
選
任
さ
れ
て
い
る
場
合
、
グ

ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
等
の
出
席
に
つ
い
て
個
別
調
整
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
発
行
会
社
と
機
関
投
資
家
間
で
建
設
的
対
話
・
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
等
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
発
行
会
社
が
特
段
の
事
情
に
つ
い
て
適
正
な
判
断
が
行
え
る
場
合
は
柔
軟
な
運
用
も
考
え
ら
れ
る
。

一
般
的
な
委
託
者
指
図
型
投
資
信
託
で
は
議
決
権
行
使
の
指
図
権
者
は
委
託
者
、
委
託
者
非
指
図
型
投
資
信
託
で
は
議
決
権
行
使
者
は

三
九
〇
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名
義
株
主
と
な
る
。
投
資
顧
問
付
特
金
・
投
資
一
任
等
で
は
契
約
に
よ
る
が
指
図
権
者
は
委
託
者
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
委
託
者
に
は
善

管
注
意
義
務
が
あ
る
。
自
主
運
用
特
金
等
で
は
受
益
者
が
議
決
権
行
使
の
指
図
を
行
う
。
匿
名
組
合
、
私
募
の
組
合
型
フ
ァ
ン
ド
、
合

同
・
単
独
運
用
指
定
金
銭
信
託
で
は
一
般
に
議
決
権
行
使
者
は
名
義
株
主
と
な
る
。

総
会
出
席
に
よ
る
議
決
権
行
使
は
、
出
席
株
式
に
つ
い
て
の
従
前
の
書
面
投
票
等
の
議
決
権
行
使
結
果
に
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

紛
争
予
防
等
の
観
点
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
が
総
会
に
出
席
し
て
議
決
権
を
行
使
す
る
名
義
株
式
に
つ
い
て
、
排
他
的
に
議
決

権
行
使
権
限
が
帰
属
し
て
い
る
こ
と
の
確
定
が
必
要
と
さ
れ
る
。

⒟　

発
行
会
社
が
定
款
規
定
を
変
更
し
て
、
実
質
株
主
で
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
が
名
義
株
主
の
代
理
人
と
し
て
の
総
会
出
席

を
認
め
る
方
法
で
あ
る
。
利
点
と
し
て
は
、
定
款
変
更
手
続
を
経
る
た
め
定
款
自
治
に
基
づ
く
株
主
意
思
も
明
確
と
な
り
、
③
に
お
け
る

特
段
の
事
情
に
係
る
不
明
確
性
等
と
比
較
し
て
、
明
示
的
に
定
款
規
定
の
例
外
と
し
て
定
め
、
総
会
出
席
で
き
る
範
囲
を
明
確
に
で
き
法

的
安
定
性
が
高
い
。
ま
た
広
い
範
囲
で
総
会
出
席
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
留
意
点
は
、
定
款
変
更
決
議
が
必
要
な
こ
と
、
対
象
の
機

関
投
資
家
の
範
囲
お
よ
び
必
要
書
類
は
定
款
の
授
権
を
受
け
た
株
式
取
扱
規
程
で
定
め
る
こ
と
と
な
り
、
具
体
的
な
規
定
に
つ
い
て
各
社

で
検
討
が
必
要
に
な
る
。

⒜
、
⒝
で
は
会
社
側
の
対
応
は
容
易
と
な
る
が
、
法
的
安
定
性
に
つ
い
て
は
⒝
、
⒞
、
⒟
の
順
に
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
七
章
．
株
主
総
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
と
活
性
化
議
論
な
ら
び
に
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

Ⅰ
．
株
主
総
会
活
性
化
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
の
融
合

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
導
入
は
、
国
際
的
展
開
を
図
る
企
業
に
お
い
て
株
主
総
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
と
一
体
の

三
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も
の
と
な
る
。
コ
ー
ド
に
つ
い
て
株
主
総
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
更
に
株
主
総
会
活
性
化
の
観
点
か
ら
関
連
づ
け
て
み
た
い
。
株
主
総
会

の
役
割
と
活
性
化
に
つ
い
て
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議
論
と
絡
め
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
二
つ
の
コ
ー
ド
の
導
入

に
よ
り
大
き
な
転
換
点
に
当
た
り
、
新
段
階
に
入
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
要
求
し
、
議
決
権
行
使
に
よ
り
会
社
提

案
の
議
案
に
反
対
票
を
投
じ
る
海
外
機
関
投
資
家
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
の
動
向
を
受
け
て
近
時
株
主
総
会
が
具
体
的
な
議
決
権
争
奪
、
委

任
状
合
戦
（proxy fi ght
）
の
場
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
株
主
総
会
の
形
骸
化
と
は
対
照
的
な
方
向
が
現
出
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
、
更
に

総
会
自
体
の
本
来
的
な
決
議
機
関
の
復
活
な
ら
び
に
対
話
の
場
の
一
部
と
し
て
の
機
能
が
改
め
て
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
方
、

取
締
役
の
説
明
義
務
の
限
定
を
図
る
考
え
方
か
ら
は
報
告
事
項
に
関
す
る
質
疑
の
説
明
義
務
は
付
属
明
細
書
程
度
に
留
ま
り
、
総
会
運
営

方
法
の
選
択
と
し
て
決
議
事
項
先
議
の
考
え
方
に
も
繋
が
る
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
55
）

。

我
が
国
企
業
の
課
題
の
一
つ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
で
あ
る
が
、
組
織
行
動
面
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
質
の
向

上
が
求
め
ら
れ
、
日
本
的
な
組
織
行
動
の
象
徴
で
あ
り
続
け
て
き
た
株
主
総
会
を
如
何
に
活
性
化
・
改
革
す
る
か
、
具
体
的
に
は
株
主
と

の
対
話
の
場
の
提
供
と
し
て
平
時
に
お
け
る
株
主
と
経
営
陣
の
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
形
成
の
一
環
あ
る
い
は
端
緒
に
な
り
得
る
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。
株
主
総
会
に
関
し
て
は
従
来
形
骸
化
し
た
た
め
不
要
論
、
他
方
で
様
々
な
観
点
か
ら
の
活
性
化
論
が
起
こ
さ
れ
て
き

た
が
、
海
外
機
関
投
資
家
に
よ
る
敵
対
的
買
収
と
こ
れ
に
対
す
る
防
衛
策
導
入
等
か
ら
総
会
機
能
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
段
階
と
い
え
る
が
、
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
導
入
か
ら
上
記
の
意
味
合
い
も
加
わ
り
、
一
層
の
活
性
化
議
論
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
料
さ

れ
る
（
私
見
）。

ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
導
入
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
の
課
題
と
対
応
は
、
従
来
の
株
主
総
会
活
性
化
論
議
（
56
）

の
中
で
は
情
報
開

示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
の
機
能
を
重
視
す
る
見
解
、
加
え
て
折
衷
的
・
新
機
能
付
与
論
と
称
す
る
議
論
と
方
向
性
が
合

三
九
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致
し
て
い
る
と
い
え
る
。
総
会
不
要
論
か
ら
の
脱
却
、
株
主
総
会
の
機
能
活
性
化
の
方
向
性
と
親
和
し
、
情
報
開
示
あ
る
い
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
機
能
を
加
え
た
多
元
的
な
新
た
な
総
会
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
。
コ
ー
ド
導
入
と
市
場
対
応
型
の
新
し
い
方
向
性
に

重
き
を
置
く
考
え
方
と
の
融
合
と
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。

即
ち
株
主
総
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
必
要
と
す
る
背
景
・
事
情
に
は
、
①
外
国
人
株
主
の
増
加
が
あ
り
（
二
〇
一
二
年
度
東
京
証
券
取
引

所
な
ど
の
調
査
で
は
外
国
法
人
等
の
株
式
保
有
比
率
は
二
八
％
）、
株
主
属
性
と
し
て
最
大
の
ス
テ
イ
ク
・
ホ
ル
ダ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
②
外
国

人
株
主
の
議
決
権
行
使
行
動
に
は
議
決
権
行
使
助
言
会
社
な
ら
び
に
そ
の
発
出
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
大
き
く
関
わ
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス

ト
機
関
投
資
家
に
よ
る
会
社
提
案
議
案
の
否
決
が
増
加
し
、
増
加
傾
向
に
あ
る
株
主
提
案
へ
の
対
応
は
企
業
法
務
の
重
大
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
対
話
の
実
現
に
向
け
、
会
社
法
改
正
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
の
ル
ー
ル
導
入
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ

プ
・
コ
ー
ド
導
入
（
二
〇
一
四
年
二
月
二
六
日
）
の
動
き
に
合
わ
せ
た
企
業
実
務
の
具
体
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

か
か
る
視
点
か
ら
普
段
の
株
主
と
経
営
陣
の
企
業
価
値
向
上
、
持
続
的
成
長
に
向
け
た
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
総

会
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
近
時
は
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
と
経
営
陣
が
中
期
計
画
等
に
関
す
る
他
の
株
主
に
対
す
る
賛
同
を
求
め
、

委
任
状
合
戦
、
議
決
権
の
争
奪
な
ど
が
活
発
化
し
て
い
る
。
総
会
前
、
総
会
当
日
の
議
論
も
踏
ま
え
て
株
主
が
議
決
権
行
使
の
判
断
を
行

う
こ
と
に
な
り
、
防
衛
策
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
最
終
局
面
と
も
な
る
。
第
二
に
、
対
立
型
の
側
面
か
ら
の
総
会
機
能
活
性
化
に
加
え
て
、

対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
た
中
長
期
的
企
業
価
値
向
上
の
ス
キ
ー
ム
形
成
の
一
場
面
と
し
て
情
報
開
示
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
等
を
含
め
、
本
来
的
な
総
会
の
最
高
決
議
機
関
と
し
て
の
機
能
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
新
た
な
多
機
能
、
新
機
能
付
加
論
と
い

え
よ
う
（
私
見
）。

三
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Ⅱ
．
ま
と
め
に
か
え
て
│
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
│

コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
は
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
配
慮
が
強
調
さ
れ
、
中
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上
を
目
標
に

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
統
合
報
告
、
海
外
機
関
投
資
家
に
よ
る
議
決
権
行
使
、
更
に
は
英
国
現
代
奴
隷
法
な
ら
び
に
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
イ
リ
ジ
ェ

ン
ス
な
ど
包
括
的
視
点
か
ら
の
考
察
が
重
要
と
な
り
、
第
一
義
的
に
は
自
主
的
な
取
締
役
会
評
価
な
ど
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
取
組
み

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
を
通
じ
て
、
企
業
の
株
主
と
経
営
陣
の
関
係
は
従
前
の
対
立
・
緊
張
関
係
か
ら
協
調
し
て
中
長
期
的
な
企
業
価
値
向
上

と
持
続
的
成
長
を
目
指
す
べ
き
も
の
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
株
主
総
会
の
機
能
あ
る
い
は
活
性
化
に
関
す
る
議
論
に
も
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
議
論
の
進
展
と
併
せ
て
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
ろ
う
。
議
決
権
行
使
に
し
て
も
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
を
念

頭
に
し
た
会
社
提
案
の
社
外
取
締
役
に
賛
否
を
唱
え
る
一
環
と
し
て
議
決
権
助
言
機
関
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｓ
等
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
助
言
の

提
供
を
受
け
、
会
社
側
に
情
報
開
示
を
求
め
る
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
対
立
型
手
法
と
は
大
き
く
変
化
し
、
コ
ー
ド
導
入
に
よ
り
コ
ン
プ

ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス
プ
レ
イ
ン
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
導
入
さ
れ
、
上
場
会
社
、
機
関
投
資
家
と
も
に
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
対

す
る
取
組
み
姿
勢
、
説
明
の
あ
り
方
に
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
べ
き
望
ま
し
い
実
務
慣
行
と
し
て
の
ベ
ス
ト
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
を
示
し
つ
つ
、
当
事
者
の
実
態
に
応
じ
実
施
で
き
る
範
囲
で
対
応
す
れ
ば
よ
く
、
実
施
で
き
な
い
場
合
に
理
由
を
説
明
す
れ
ば

よ
い
と
の
対
応
は
、
異
な
る
企
業
文
化
を
相
互
に
許
容
す
る
こ
と
に
も
繋
が
ろ
う
。
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
強
化
と
し
て
、
①
中
長

期
的
な
企
業
価
値
向
上
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
創
出
、
②
取
締
役
会
の
監
督
機
能
の
活
用
、
監
督
機
能
を
担
う
人
材
の
流
動
性
の
確

保
と
社
外
取
締
役
の
役
割
・
機
能
の
活
用
、
④
具
体
的
な
取
組
み
（
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）
と
制
度
整
備
が
求
め
ら
れ
、
機
関
投
資
家
側
も
全

ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
た
め
に
議
決
権
行
使
を
行
い
、
対
話
重
視
型
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
形
成
の
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス

三
九
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コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
五
三
）

ト
で
あ
る
機
関
投
資
家
に
よ
る
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
活
動
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
求
め
る
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
行
動
の
中
の
一
つ
の
場
面
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
全
ス
テ
イ
ク
ホ

ル
ダ
ー
を
念
頭
に
置
き
Ｅ
Ｓ
Ｇ
責
任
投
資
、
統
合
報
告
書
な
ど
非
財
務
情
報
の
重
要
性
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
一
体

的
把
握
が
一
層
増
す
こ
と
に
繋
が
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
機
関
投
資
家
等
の
株
主
総
会
へ
の
対
応
と
法
的
論
点
に
つ
い
て
、
背
後
の
実
質

株
主
と
の
対
話
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
作
り
、
実
質
的
な
議
決
権
行
使
の
課
題
も
生
じ
る
。
持
続
的
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向

上
に
向
け
た
取
締
役
会
の
あ
り
方
が
新
め
て
問
わ
れ
、
取
締
役
会
構
成
、
取
締
役
会
の
運
営
・
評
価
と
し
て
取
締
役
会
の
実
効
性
評
価

（
Ｂ
Ｅ
）
の
重
要
性
が
増
加
す
る
。

株
主
総
会
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
最
適
資
本
構
成
な
ど
資
本
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
政
策
も
考
察
課
題
と
な
り
、
株
主
総
会
の
活

性
化
あ
る
い
は
機
能
に
関
す
る
議
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
よ
う
。
今
後
の
会
社
法
制
な
ど
ハ
ー
ド
ロ
ー
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
ソ

フ
ト
ロ
ー
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
対
処
し
が
た
い
領
域
を
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
等
で
柔
軟
に
対
処
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ハ
ー
ド

ロ
ー
へ
の
揺
り
戻
し
に
も
繋
が
る
。
従
来
と
異
な
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
発
展
の
新
局
面
に
入
り
つ
つ
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。

海
外
機
関
投
資
家
も
含
め
て
株
主
に
係
る
議
決
権
行
使
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
が
、
コ
ー
ド
の
求
め
る
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
議
決
権

行
使
に
限
ら
な
い
。
中
長
期
的
視
点
の
持
続
的
成
長
に
は
平
時
の
関
係
作
り
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
り
、
総
会
改
革
に
関
し
て
も
企
業
側
、

制
度
設
計
共
に
従
来
と
観
点
を
変
え
て
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
議
決
権
行
使
も
通
過
点
の
位
置
づ
け
と
な
り
、
会
社
提
示
の
議

案
の
検
討
の
み
な
ら
ず
普
段
の
企
業
戦
略
、
経
営
方
針
を
踏
ま
え
た
機
関
投
資
家
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
発
現
の
場
と
な
る
。
議
決
権
行
使

助
言
会
社
の
発
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
も
影
響
を
与
え
、
単
な
る
反
対
票
の
基
準
、
プ
ロ
ク
シ
ー
・
フ
ァ
イ
ト
の
手
法
等
に
留
ま
ら

ず
、
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
助
言
を
如
何
に
図
る
か
が
問
わ
れ
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
議
決
権
助
言
会
社
自
身
に
対
し
て
も
自
主

三
九
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政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
五
四
）

的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
律
付
け
が
求
め
ら
れ
、
あ
る
い
は
競
争
環
境
に
曝
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
の
本
格
的
履
践
を
通
じ
、

歴
史
的
に
も
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
第
三
段
階
（
57
）

に
入
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
コ
ー
ド
に
記
載
の
な
い
グ
ル
ー
プ
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
、
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
り
革
新
的
金
融
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
うF

inT
ech

台
頭
に
よ
り
金
融
持
株
会
社
と
し
て
の
構
造
を
如
何
に
考
え
る
か
と
い
う
新
た
な
課
題
も
生
じ
て
い
る
。
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
と
合
弁
子
会
社

形
態
で
事
業
を
行
う
が
、
少
数
株
主
が
存
在
し
企
業
カ
ル
チ
ャ
ー
は
大
き
く
異
な
る
（
58
）

。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

含
め
た
金
融
グ
ル
ー
プ
の
経
営
管
理
、
会
社
法
の
視
点
か
ら
持
株
会
社
の
指
揮
命
令
権
限
、
子
銀
行
取
締
役
の
任
務
懈
怠
責
任
の
あ
り
方

な
ど
が
再
検
討
さ
れ
、
銀
行
主
体
の
縦
割
り
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
の
み
で
な
く
、
経
営
形
態
の
多
様
化
に
応
じ
業
務
横
断
的
（
59
）

で
広
範
な
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
1
） 

金
融
庁
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
原
案
〜
会
社
の
持
続
的
な
成
長
と
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
の
た
め
に
〜
」

（
二
〇
一
五
年
三
月
五
日
）、
金
融
庁
「「
責
任
あ
る
機
関
投
資
家
」
の
諸
原
則
（
案
）≪

日
本
版
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド≫

〜
投
資
と
対

話
を
通
じ
て
企
業
の
持
続
的
成
長
を
促
す
た
め
に
〜
」（
二
〇
一
四
年
二
月
二
六
日
）。
東
京
証
券
取
引
所
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

の
策
定
に
伴
う
上
場
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
五
年
三
月
五
日
）。

（
2
） 

拙
稿
「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
│
英
国
に
お
け
る
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン

ス
規
範
と
非
業
務
執
行
取
締
役
な
ら
び
に
我
が
国
の
導
入
に
向
け
て
│
」
法
学
紀
要
第
五
六
巻
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
三
五
│
一
四
〇
頁
。

（
3
） 

神
作
裕
之
「
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
適
用
下
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
か
か
わ
る
制
度
面
の
動
向
」
参
照
。
武
井
一
浩
「
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

へ
の
実
務
対
応
と
上
場
企
業
法
制
上
の
論
点
」
東
京
大
学
第
五
〇
回
比
較
法
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
ダ
ブ
ル
コ
ー
ド
時
代
の
攻
め
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

バ
ナ
ン
ス
』（
二
〇
一
六
年
三
月
二
八
日
）。

三
九
六



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
五
五
）

（
4
） 

「
日
本
再
興
戦
略　

改
訂
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
年
六
月
三
〇
日
）」、
金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
Ｗ
Ｇ
第
二
回
参
考
資
料
。

（
5
） 

金
融
審
議
会
金
融
分
科
会
「
我
が
国
金
融
・
資
本
市
場
の
国
際
化
に
関
す
る
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
報
告
〜
上
場
会
社
等
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
強
化
に
向
け
て
〜
」（
平
成
二
一
年
六
月
一
七
日
）。

（
6
） 
金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
Ｗ
Ｇ
第
四
回
事
務
局
資
料
（
平
成
二
八
年
三
月
一
四
日
）。

（
7
） 

全
国
株
懇
連
合
会
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
機
関
投
資
家
等
の
株
主
総
会
へ
の
出
席
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
七
年
一
一
月
一
三
日
）
一

│
二
二
頁
。

（
8
） 

金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
Ｗ
Ｇ
第
二
回
・
第
四
回
資
料
、
日
本
公
認
会
計
士
協
会
「
開
示
・
監
査
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
提
言
」

（
二
〇
一
五
年
一
一
月
四
日
）。

（
9
） 

経
済
同
友
会
「
企
業
と
投
資
家
の
対
話
促
進
に
関
す
る
意
見
」（
二
〇
一
五
年
一
二
月
）。

（
10
） 

金
融
審
議
会
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
Ｗ
Ｇ
第
三
回
事
務
局
資
料
（
平
成
二
八
年
二
月
一
九
日
）。

（
11
） 

黒
田
嘉
彰
・
経
済
産
業
省
産
業
組
織
課
課
長
補
佐
「
経
営
陣
へ
の
適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」
日
本
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
（
二
〇
一
六
年
五
月
二
五
日
）。

（
12
） 

経
済
産
業
省
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
│
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
改
革
│
」
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
会
（
座
長
神
田
秀
樹
教
授
）
報
告
書
（
二
〇
一
五
年
七
月
二
四
日
）
第
三
の
二
、
別
紙
三
『
法
的
論
点

に
関
す
る
解
釈
指
針
』。

（
13
） 

拙
稿
「
英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e
│
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
交
錯
、
裁
判
例
を
通
じ
た
ソ
フ
ト

ロ
│
の
変
容
、
上
級
管
理
者
機
能
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
）
お
よ
び
域
外
適
用
│
」
日
本
法
学
第
八
一
巻
二
号
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
）
一
│
六
一
頁
。

（
14
） 

経
済
産
業
省
「
持
続
的
成
長
に
向
け
た
企
業
と
投
資
家
の
対
話
促
進
研
究
会
」
報
告
書
（
二
〇
一
五
年
四
月
）
一
│
一
四
一
頁
参
照
。

（
15
） 

上
田
亮
子
「
二
〇
一
五
年
六
月
株
主
総
会
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
状
況
」『
二
〇
一
五
年
の
株
主
総
会
の
総
括
と
二
〇
一
六
年
の

株
主
総
会
に
向
け
た
対
話
の
ポ
イ
ン
ト
』
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
研
究
会
講
演
（
二
〇
一
五
年
八
月
）。

（
16
） 

東
芝
に
お
け
る
会
計
不
正
事
件
発
覚
後
の
新
た
な
社
外
取
締
役
選
任
が
そ
の
例
で
あ
ろ
う
。
二
〇
一
六
年
三
月
三
一
日
東
芝
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ

三
九
七



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
五
六
）

バ
ナ
ン
ス
報
告
書
。

（
17
） 

藤
沢
久
美
「
社
外
取
締
役
の
立
場
か
ら
み
た
、
課
題
と
期
待
」
日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
講
演
（
二
〇
一
五
年
八
月
一
八
日
）。
専
門
家
の

プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
は
高
く
な
く
、
監
査
役
あ
る
い
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
適
当
と
み
ら
れ
る
。

（
18
） 
米
国
の
よ
う
に
人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活
用
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
将
来
的
に
は
米
国
型
に
収
斂
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
私
見
で
あ
る
が
、

執
行
と
監
督
機
能
の
分
離
徹
底
化
の
み
な
ら
ず
、
米
国
の
よ
う
に
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
が
社
外
か
ら
招
聘
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
る
こ
と
が
前
提
と
な
ろ
う

か
。
多
様
な
業
種
の
経
営
経
験
者
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
く
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
社
外
取
締
役
に
も
、
自
身
が
経
営
経
験
が
豊
富
な

場
合
、
役
員
人
事
の
判
断
は
一
定
程
度
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

（
19
） 

①
我
が
国
独
特
の
顧
問
・
相
談
役
制
度
の
存
在
が
、
現
在
の
経
営
陣
の
意
思
決
定
面
の
足
枷
と
な
り
、
ま
た
報
酬
の
終
身
的
保
証
か
ら
社
長
時

に
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
避
け
て
積
極
策
を
採
ら
ず
、
ま
た
社
長
を
退
い
た
後
も
経
営
経
験
を
活
か
し
て
他
社
の
社
外
取
締
役
就
任
を
忌
避
す
る
一
因
と

も
な
る
。
こ
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
に
は
、
取
締
役
会
会
長
を
社
外
取
締
役
に
委
ね
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
②
二
〇
一
五
年
三
月
期
に
年
間
の
取
締

役
開
催
回
数
が
急
減
し
て
い
る
が
（
五
八
回
か
ら
二
〇
回
へ
）、
総
会
後
の
社
外
取
締
役
比
率
の
上
昇
（
六
・
三
％
か
ら
一
二
・
五
％
）、
従
来
の
日
常

業
務
的
議
題
は
社
外
者
に
理
解
し
難
い
た
め
、
監
督
面
な
ど
の
高
次
元
の
事
項
に
絞
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
③
コ
ン
プ
ラ
イ
・
オ
ア
・
エ
ク
ス

プ
レ
イ
ン
（com

ply or explain

）
に
つ
い
て
、
説
明
の
必
要
が
あ
る
場
合
に
投
資
家
が
理
由
を
認
識
で
き
る
の
は
実
際
に
は
総
会
後
に
な
る
た
め
、

開
示
の
問
題
が
出
て
く
る
。
株
式
会
社IS

S
 Japan

代
表
石
田
猛
行
「
今
般
の
株
主
総
会
と
海
外
機
関
投
資
家
の
動
向
」
証
券
経
済
学
会
報
告

（
二
〇
一
五
年
八
月
二
二
日
）。

（
20
） 

金
融
庁
「
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
及
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」
意
見
書
（
二
〇
一
五
年

一
〇
月
二
〇
日
）
に
コ
ー
ド
へ
の
対
応
状
況
に
関
す
る
問
題
意
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
三
回
会
議
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
四
日
）
資
料
。

（
21
） 

金
融
庁
「
第
四
回
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」（
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
二
日
）
資
料
（
花
王
株
式
会
社
門
永
宗
之
助
取
締
役
会
議
長
、
杉
山
忠

昭
執
行
役
員
）、
第
五
回
（
二
〇
一
六
年
一
月
二
〇
日
）
資
料
。

（
22
） 

金
融
庁
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」
第
五
回
（
二
〇
一
六
年
一
月
二
〇
日
）。

（
23
） 

拙
稿
・
前
掲
注（
2
）一
│
六
一
頁
。

三
九
八



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
五
七
）

（
24
） 

資
本
政
策
の
基
本
的
な
方
針
に
関
し
て
、
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
比
率
な
ど
の
具
体
的
方
針
、
政
策
保
有
株
式
に
関
す
る
方
針
（
原
則
一
│

四
）
お
よ
び
株
主
の
利
益
を
害
す
る
可
能
性
の
あ
る
資
本
政
策
（
原
則
一
│
六
）
の
対
応
な
ど
原
則
の
背
後
に
あ
る
基
本
的
な
考
え
方
が
議
論
さ
れ

た
。
有
識
者
会
議
（
第
七
回
）
に
お
け
る
議
論
。

（
25
） 
『
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
型
・
対
話
重
視
型
フ
ァ
ン
ド
の
「
対
話
」
の
取
り
組
み
』
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
研
究
会
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演

（
二
〇
一
六
年
一
月
）
参
照
。

（
26
） 

経
営
者
で
は
な
く
株
主
の
担
う
忠
実
義
務
と
し
て
、
拙
稿
「
忠
実
義
務
と
非
業
務
執
行
取
締
役
の
考
察
│
米
国
の
忠
実
義
務
の
規
範
化
概
念
と

英
国
会
社
法
の
一
般
的
義
務
、
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
とA

pproved P
ersons

制
度
等
の
接
点
│
」
日
本
法
学
『
山
川
一
陽
教
授

古
希
記
念
』
第
八
〇
巻
三
号
（
二
〇
一
五
年
一
月
）
四
三
九
│
四
九
二
頁
。

（
27
） 

荒
井
勝
「
Ｓ
Ｒ
Ｉ
・
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
」
社
会
的
責
任
投
資
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｊ
Ｓ
Ｉ
Ｆ
）（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
五
日
）。

（
28
） 

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
「
統
合
報
告
書
の
導
入
」。http://w

w
w
.eyjapan.jp/topics/ir/index.htm

l

（
29
） 

「
投
資
家
等
を
対
象
と
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
の
活
用
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
二
〇
一
四
」
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局
環
境

政
策
課
環
境
経
済
室
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
一
│
二
五
頁
。
投
資
家
の
視
点
か
ら
統
合
報
告
書
の
情
報
開
示
に
つ
い
て
、
非
財
務
情
報
の
う
ち
ガ
バ

ナ
ン
ス
、
ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
対
話
、
経
営
情
報
・
財
務
状
況
、
そ
の
年
の
特
集
、
環
境
経
営
・
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
女
性
活
躍
に
関
す
る
情
報
、
資
源
の
有
効
活
用
、
職
場
環
境
づ
く
り
（
人
材
育
成
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
等
）、
地
球
温
暖
化
防
止
、
生
物
多
様
性
保
全
、
社
会
貢
献
活
動
等
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

（
30
） http://w
w
w
.eurosif.org/im

ages/stories/pdf/R
esearch/eurosif_sri_study_2010.pdf

（
31
） 

鈴
木
裕
・
横
塚
仁
士
「
欧
州
の
社
会
的
責
任
投
資
（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
市
場
が
拡
大
」
大
和
総
研S

trategy and E
conom

ic R
eport

（
二
〇
一
〇
年

一
〇
月
一
九
日
）
一
│
五
頁
。

（
32
） 

柴
田
英
樹
「
統
合
報
告
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
検
討
と
そ
の
課
題
」
弘
前
大
学
経
済
研
究
第
三
六
号
（
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
六
日
）
七
四
│

八
五
頁
。
馬
場
未
希
「
世
界
三
五
〇
社
が
発
行
「
統
合
報
告
書
」
っ
て
何
？
大
手
機
関
投
資
家
が
注
目
」
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
（
二
〇
一
六
年
一
月
二
一

日
）。

三
九
九



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
五
八
）

（
33
） T

H
E
 IN
T
E
R
N
A
T
IO
N
A
L
 <IR

> F
R
A
M
E
W
O
R
K
 - Integrated R

eporting. http://integratedreporting.org/w
p-content/

uploads/2013/12/13-12-08-T
H
E
-IN
T
E
R
N
A
T
IO
N
A
L
-IR
-F
R
A
M
E
W
O
R
K
-2-1.pdf.

「T
he International <IR

> F
ram
ew
ork

（
国
際

統
合
報
告
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
）」D

ecem
ber 2013 by the International Integrated R

eporting C
ouncil 

（the IIR
C
 

国
際
統
合
報
告
評
議
会
）

（
二
〇
一
四
年
三
月
日
本
語
訳
）
一
│
四
〇
頁
に
統
合
報
告
に
関
し
て
詳
説
さ
れ
て
お
り
、
本
文
第
五
章
Ⅱ
3
．
に
お
い
て
参
照
し
た
。http://

integratedreporting.org/w
p-content/uploads/2015/03/International_IR

_F
ram
ew
ork_JP

.pdf.

経
済
産
業
省
「
国
際
統
合
報
告
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
案
の
概
要
」IIR

C
 T
echnical T

askforce M
em
ber

森
洋
一
、http://w

w
w
.m
eti.go.jp/english/policy/econom

y/corporate_

accounting/pdf/pdf.

（
34
） 

中
本
義
昭
・
山
田
惇
依
「
戦
略
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
統
合
報
告
」D

eloitte

季
刊
企
業
リ
ス
ク
（
二
〇
一
四
年
四
月
）
三
二
│
八
四
頁
。
有
限

責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
「
会
計
情
報　

国
際
統
合
報
告
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
解
説
」（
二
〇
一
四
年
二
月
）。http://w

w
w
2.deloitte.com

/

content/dam
/D
eloitte/jp/D

ocum
ents/strategy/cc/jp-cc-ir-enterprise-risk201404.pdf

（
35
） 

信
頼
区
間
は
平
均
値
の
信
頼
性
を
示
す
統
計
的
指
標
で
、
母
数
の
存
在
範
囲
の
推
定
の
指
標
と
な
る
数
。
調
査
結
果
か
ら
推
定
値
を
求
め
る
場

合
、
真
の
値
を
含
む
可
能
性
が
非
常
に
高
い
推
定
値
の
範
囲
を
示
す
も
の
が
信
頼
限
界
と
し
て
統
計
的
解
析
結
果
に
適
用
さ
れ
る
。
九
五
％
信
頼
限

界
で
は
、
真
の
値
が
エ
ラ
ー
・
バ
ー
（
信
頼
区
間
）
の
範
囲
内
に
含
ま
れ
な
い
確
率
が
五
％
に
止
ま
る
。

（
36
） 

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
「
国
際
統
合
報
告
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
四
日
）
を
参
照
し
た
。http://w

w
w
.

shinnihon.or.jp/services/assurance/ccass/ir/topics/2013-12-24.htm
l

（
37
） 

高
橋
大
祐
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
リ
ス
ク
の
投
資
・
企
業
価
値
に
対
す
る
影
響
と
対
処
策
│
非
財
務
情
報
開
示
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
・
コ
ン
ダ
ク
ト
リ
ス

ク
を
め
ぐ
る
規
制
の
最
新
動
向
を
ふ
ま
え
て
│
」
日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
（
二
〇
一
六
年
四
月
一
三
日
）
参
照
。

（
38
） 

経
済
産
業
省
「
社
外
役
員
等
に
対
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
五
・
一
社
外
役
員
を
含
む
非
業
務
執
行
役
員
の
役
割
」（
二
〇
一
四
年
六
月
）。

（
39
） 

現
代
奴
隷
法
実
務
ガ
イ
ド
三
・
五
項
な
い
し
三
・
八
項
。https://w

w
w
.gov.uk/governm

ent/uploads/system
/uploads/attachm

ent_

data/fi le/471996/T
ransparency_in_S

upply_C
hains_etc__A

_practical_guide__fi nal_.pdf. 

蔵
元
左
近
「
第
四
回
「
責
任
あ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
」
に
関
す
る
各
国
の
法
令
の
最
近
の
動
向
（
上
）
―
英
国
「
現
代
の
奴
隷
制
法
二
〇
一
五
」（M

odern S
lavery A

ct 2015

）
の
内
容
お

四
〇
〇



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
五
九
）

よ
び
実
務
上
の
留
意
点
を
中
心
に
」N

B
L
 N
o.1073

（
二
〇
一
六
年
五
月
一
日
）
七
六
│
八
一
頁
を
参
照
し
た
。

（
40
） 

高
橋
大
祐
・
前
掲
注（
37
）。

（
41
） L

ikew
ise, having a U

K
 subsidiary w

ill not, in itself, m
ean that a parent com

pany is carrying on a business in the U
K
, 

since a subsidiary m
ay act com

pletely independently of its parent or other group com
panies.

（
42
） U

K
 B
ribery A

ct 2010 guidance. https://w
w
w
.justice.gov.uk/dow

nloads/legislation/bribery-act-2010-guidance.pdf

（
43
） T

he C
om
pany A

ct 2006, section1162.

（
44
） 

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー
の
活
動
の
自
己
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
影
響
に
鑑
み
（to consider the im

pact on their brand of the activities of 

franchisees

）、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ザ
ー
が
全
体
と
し
て
奴
隷
労
働
お
よ
び
人
身
取
引
防
止
の
た
め
に
採
っ
た
措
置
を
報
告
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

実
務
ガ
イ
ド
三
・
九
項
。

（
45
） 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
る
対
象
企
業
の
報
告
内
容
の
精
査
に
つ
き
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
法
で
あ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
透
明
法
に
関
し
て
開
示
内

容
の
不
正
確
さ
か
ら
損
害
賠
償
請
求
を
起
こ
す
事
例
が
既
に
出
現
し
て
い
る
。
蔵
元
左
近
・
前
掲
注（
39
）八
一
頁（
注
21
）。

（
46
） http://w

w
w
.legislation.gov.uk/ukpga/2015/30/section/54/enacted

（
47
） 

経
済
産
業
省
「
投
資
家
等
を
対
象
と
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｇ
情
報
の
活
用
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
二
〇
一
四
」
一
│
二
七
頁
。

（
48
） 

事
業
報
告
書
、
株
主
通
信
な
ど
任
意
開
示
関
連
サ
ー
ビ
ス
。「
Ｉ
Ｒ
・
Ｓ
Ｒ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」
三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
参
照
。

http://w
w
w
.sm
tb.jp/business/agency/ir.htm

l.

（
49
） W

.S
harpe

が
提
示
し
た
資
本
資
産
評
価
モ
デ
ル
（C

apital A
sset P

ricing M
odel

：C
A
P
M

）
に
お
い
て
β
（
ベ
ー
タ
）
は
個
別
株
式
の

リ
ス
ク
尺
度
で
個
別
株
式
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
リ
ス
ク
に
影
響
さ
れ
る
程
度
を
表
す
。
高
ベ
ー
タ
株
式
ほ
ど
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
と
な
る
。

Ｒ
Ｅ
＝
Ｒ
Ｆ
＋
β
×（
Ｒ
Ｍ
│
Ｒ
Ｆ
）。http://w

w
w
.sigm

abase.co.jp/useful/corp_fi nance/capm
.htm
l. 

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｍ
モ
デ
ル
が
母
集
団
の
パ
ラ

メ
ー
タ
と
確
率
変
数
の
区
別
な
く
説
明
さ
れ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
理
論
モ
デ
ル
か
、
実
証
分
析
の
確
率
モ
デ
ル
か
が
不
明
確
な
こ
と
に
つ
き
、
斯
波
恒
正

「
β
を
考
え
る
：
理
論
と
実
証
の
モ
デ
ル
」
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ルV

ol.54N
o.6

（
二
〇
一
六
年
六
月
）
四
九
│
五
三
頁
。

（
50
） 

全
国
株
懇
連
合
会
理
事
長
・
永
池
正
孝
「「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
機
関
投
資
家
等
の
株
主
総
会
へ
の
出
席
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
制
定
に
つ

四
〇
一



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
六
〇
）

い
て
」
日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
（
二
〇
一
六
年
一
月
二
八
日
）
に
詳
し
く
報
告
さ
れ
、
参
照
し
た
。
全
国
株
懇

連
合
会
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
機
関
投
資
家
等
の
株
主
総
会
へ
の
出
席
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
三
日
）
一
│
二
二
頁
。

https://user.kabukon.net/pic/42_1.pdf.

（
51
） 
経
済
産
業
省
・
前
掲
注（
14
）六
〇
│
六
五
頁
。
入
場
資
格
の
確
認
方
法
、
傍
聴
を
認
め
る
場
合
の
場
所
、
外
国
人
の
場
合
の
通
訳
の
同
席
の
可

否
等
の
点
で
、
一
般
的
な
場
合
の
傍
聴
許
可
と
の
平
仄
が
問
わ
れ
る
。

（
52
） 

岩
原
紳
作
編
『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
（
7
）』﹇
山
田
泰
弘
﹈（
二
〇
一
三
年
九
月
）
一
七
八
頁
、
稲
葉
威
雄
・
宇
佐
見
隆
男
・
柳
田
幸

三
・
筧
康
生
・
永
井
紀
昭
・
吉
戒
修
一
編
集
『
実
務
相
談
株
式
会
社
法
2
』（
一
九
九
二
年
一
〇
月
）
九
三
三
│
九
七
七
頁
。

（
53
） 

佐
々
木
功
・
松
本
崇
『＜

特
別
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル＞

証
券
投
資
信
託
法 

貸
付
信
託
法
』（
一
九
七
六
年
一
二
月
）
一
一
九
頁
以
下
。
投
信
法

一
〇
条
二
項
を
根
拠
に
投
資
信
託
委
託
会
社
が
名
義
人
か
ら
代
理
人
と
し
て
議
決
権
行
使
の
委
任
を
受
け
る
こ
と
は
定
款
上
の
制
約
に
抵
触
し
な
い

と
解
さ
れ
る
（
野
村
修
也
・
三
浦
亮
太
・
石
井
裕
介｢

会
社
法
下
の
株
主
総
会
に
お
け
る
実
務
上
の
諸
問
題｣

商
事
法
務
一
八
〇
七
号
（
二
〇
〇
七

年
）
六
八
頁
、
山
田
和
彦
『
株
主
提
案
権
の
行
使
と
総
会
対
策
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
一
一
三
頁
、
鴻
常
夫
「
証
券
投
資
信
託
と
株
主

議
決
権
の
行
使
」
商
事
法
務
四
四
五
号
（
一
九
九
九
年
七
月
）
一
五
頁
）。
投
資
信
託
委
託
会
社
か
ら
更
な
る
委
任
を
受
け
た
復
代
理
人
（
外
部
弁

護
士
等
）
に
つ
い
て
は
、
大
盛
工
業
事
件
、
投
信
法
一
〇
条
二
項
の
趣
旨
等
に
照
ら
し
て
、
非
株
主
で
あ
っ
て
も
代
理
人
と
し
て
総
会
に
出
席
す
る

権
利
が
あ
る
者
に
は
該
当
し
な
い
可
能
性
が
高
い
。
全
国
株
懇
連
合
会
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
機
関
投
資
家
等
の
株
主
総
会
へ
の
出
席
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」（
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
三
日
）
一
〇
│
一
一
頁
注（
16
）│（
19
）参
照
。

（
54
） 

投
信
法
一
〇
条
適
用
の
投
資
信
託
で
は
、
投
資
信
託
委
託
者
が
議
決
権
行
使
の
指
図
を
行
い
（
金
融
商
品
取
引
業
者
の
忠
実
義
務
に
つ
き
金
融

商
品
取
引
法
四
二
条
一
項
二
号
、
善
管
注
意
義
務
に
つ
き
同
条
二
項
）、
受
託
者
は
こ
れ
を
受
け
容
れ
る
義
務
が
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家

が
顧
客
の
た
め
に
株
式
投
資
・
指
図
お
よ
び
議
決
権
行
使
の
判
断
を
行
い
、
善
管
注
意
義
務
に
服
す
る
場
合
に
名
義
人
・
受
託
者
も
受
諾
す
る
義
務

を
負
う
場
合
に
は
投
信
法
一
〇
条
の
投
資
信
託
に
準
じ
た
も
の
に
該
当
す
る
例
と
考
え
ら
れ
る
。
復
代
理
人
に
つ
い
て
は
、
非
株
主
で
あ
っ
て
も
代

理
人
と
し
て
総
会
に
出
席
す
る
権
利
が
あ
る
者
に
は
該
当
し
な
い
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
投
資
顧
問
付
特
金
に
お
け
る
投
資
一
任
業
者
で
当
該
株
式

に
つ
い
て
議
決
権
行
使
義
務
を
有
し
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
機
関
投
資
家
に
つ
い
て
、
①
投
資
運
用
業
を
行
う
金
融
商
品
取
引
業
者
と
し
て
顧
客
に
対

四
〇
二



コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
に
お
け
る
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
践
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
株
主
総
会
改
革
（
藤
川
）

（
五
六
一
）

し
て
善
管
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
、
②
名
義
人
（
信
託
銀
行
）
が
指
図
を
受
け
る
立
場
で
あ
る
こ
と
、
③
議
決
権
の
指
図
権
限
が
投
資
一
任

業
者
の
み
に
帰
属
す
る
こ
と
な
ど
投
信
法
の
投
資
信
託
と
同
様
の
構
造
で
あ
る
限
り
、
投
信
法
を
援
用
し
て
特
段
の
事
情
が
認
め
ら
れ
る
か
が
論
点

と
な
る
。
注（
50
）参
照
。

（
55
） 
渡
邊
顯
『
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
株
主
総
会
―
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
対
応
』
商
事
法
務
（
二
〇
一
六
年
）
五
四
│
六
〇
頁
参

照
。

（
56
） 

株
主
総
会
の
存
在
根
拠
に
か
か
る
議
論
と
し
て
、
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
（
新
山
雄
三
教
授
）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
能
（
末
永

敏
和
教
授
）、
情
報
開
示
の
場
（
奥
島
孝
康
教
授
）、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
（
久
保
利
英
明
弁
護
士
）、
市
場
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
論
（
落
合
誠
一
教

授
）
な
ど
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
末
永
敏
和
『
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
会
社
法
―
日
本
型
経
営
シ
ス
テ
ム
の
法
的
変
革
』
中
央
経
済
社

（
二
〇
〇
〇
年
）
一
〇
三
頁
以
下
参
照
。

（
57
） 

神
田
秀
樹
教
授
は
予
て
よ
り
経
営
陣
、
株
主
に
次
い
で
助
言
機
関
を
対
象
に
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
段
階
に
入
る
旨
、
ま
た
対
話
重
視
に
よ
る
規

律
付
け
の
低
下
の
懸
念
を
述
べ
ら
れ
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
問
題
は
株
式
会
社
制
度
が
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
創
設
に
よ
り
作
ら
れ
た
当
初
か
ら
内
在

す
る
制
度
面
の
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
、
根
幹
的
な
欠
点
を
解
決
す
る
必
要
な
仕
組
み
で
株
式
市
場
拡
大
、
投
資
家
の
変
化
を
受
け
て
制
度
と
実
務
の
組
み

合
わ
せ
が
求
め
ら
れ
る
。
業
界
、
企
業
毎
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
は
異
な
り
、
各
機
能
の
役
割
分
担
の
最
適
組
み
合
わ
せ
に
向
け
て
容
易
な
問
題

で
は
な
い
。
厳
密
に
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
発
展
形
態
は
、
①
社
外
取
締
役
な
ど
経
営
陣
に
お
け
る
自
己
規
律
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
次
に
株
主
に
よ
る
経
営

陣
に
対
す
る
規
律
付
け
の
時
期
か
ら
、
②
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
よ
る
株
主
自
身
に
対
す
る
規
律
（
受
託
者
責
任
、
株
主
自
身
の
負
う

対
会
社
の
忠
実
義
務
等
）、
③
更
に
格
付
機
関
、
議
決
権
行
使
助
言
会
社
な
ど
企
業
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
機
能
を
有
す
る
機
関
に
お
け
る
自
己
規

律
の
順
に
進
展
し
、
格
付
機
関
に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
制
は
米
国
ド
ッ
ド
・
フ
ラ
ン
ク
（
金
融
改
革
）
法
に
お
い
て
既
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
神
田

秀
樹
「
総
括
コ
メ
ン
ト
」
前
掲
注（
3
）シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
現
時
点
で
は
①
│
③
の
全
て
が
重
畳
的
に
発
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
（
私
見
）。

（
58
） 

座
談
会
「F

inT
ech

が
も
た
ら
す
未
来
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
る
か
」（
福
田
慎
一
発
言
）
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
第
五
四
巻
第

六
号
（
二
〇
一
六
年
六
月
）
六
│
二
八
頁
。
金
融
審
議
会
（
座
長
岩
原
紳
作
教
授
）「
金
融
グ
ル
ー
プ
を
巡
る
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
」
報
告
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
）
一
│
一
九
頁
。
完
全
親
子
会
社
関
係
を
主
と
す
る
従
前
の
中
央
集
権
的
持
株
会
社
体
制
か
ら
の
転

四
〇
三



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
二
号
（
二
〇
一
六
年
十
月
）

（
五
六
二
）

換
を
余
儀
な
く
さ
れ
よ
う
か
。

（
59
） 

従
来
の
金
融
検
査
も
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
改
め
ら
れ
、
平
成
二
五
事
務
年
度
基
本
方
針
で
は
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
把
握
と
テ
ー
マ
別

水
平
的
レ
ビ
ュ
ー
の
重
視
に
転
換
さ
れ
て
い
る
。
金
融
庁
「
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」（
二
〇
一
四
年
七
月
）
六
三
│
六
六
頁
。
杉
野
聡

「
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
対
応
」（
二
〇
一
六
年
六
月
七
日
）
日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
演
。

﹇
本
稿
は
、
財
団
法
人
民
事
紛
争
処
理
研
究
基
金
の
研
究
助
成
金
を
利
用
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
﹈

四
〇
四
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